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プロローグ




　それは吹雪の日だった。

　オレたちはそれぞれの寝床で、それぞれの方法で暖を取りながら眠っていた。ただ、暖を取る必要のない連中がほとんどだったから、暖炉の周りにいるのは精霊に成り立ての、まだ自分が動物なのか精霊なのか迷っているようなひよっこばかりだった。

　オレはそんな連中を梁の上から眺めつつ、ぼーっとしてたんだ。

　でも、夜更けになって母屋の奥にいたセイゼルとリオーネがのっそりと姿を見せた。

　ふたりとも警戒した様子で耳を立てていて、ひよっこたちを庇かばうように玄関の前に移動した。

　侵入者だと気付いたオレは、セイゼルの頭の上に降りて話しかけたんだ。すぐ隣には、奴の耳があったからな。ちょっとした声でもよく聞こえるはずだ。

「お客か？」

「……ああ、だが足音がひとつしか聞こえん。上手く足音を隠しているのか。それともひとりで俺たちに勝てると踏んでいるのか」

　セイゼルは不機嫌そうに鼻を鳴らしてたよ。

　一応、ここの頭だからな。馬鹿にされて楽しいわけがない。

　でも、リオーネは警戒っていうよりも困惑してたな。

　何度も鼻を動かして、人間でいえば眉を顰ひそめるっていうのかな、そんな感じの表情だった。

　オレはセイゼルの頭の上に乗ったまま、リオーネに聞いたんだ。

「リオーネ、どうしたんだよ。いつもみたいに飛び出さないのか？」

　侵入者が来れば、大抵の場合リオーネが先陣を切る。奴らがオレたちの縄張りに足を踏み入れた瞬間に飛び出していって、奴らを血祭りに上げるのがあいつのいつもの行動だったんだよ。

　でも、このときのあいつは違った。

　オレの言葉でリオーネが飛び出していかないことに気付いたセイゼルも、オレと同じかオレ以上に困惑してた。

　リオーネとのつき合いはセイゼルが一番長いから、戸惑ってたんだろうな。少しリオーネの様子を窺うかがってから、口を開いた。

「お前が行かないなら俺が行くぞ」

「待って」

　侵入者を撃退するために外に出ようとしたセイゼルを、リオーネが止めた。そして何かに気付いたように目を見開いて、人間の姿になった。

　若い人間の姿だ。相手に必要以上の警戒心を抱かせないためには、このくらいの姿がちょうどいいと、これまでの経験から導き出した姿だった。

　この姿になるまでは子供や老人なんかにもなったが、あなどられるか心配されるかでろくなことがなかったよ。

「セイゼル、あなたも変化して」

「わ、わかった」

　理由はわかっていなかったみたいだが、リオーネに言われるままにセイゼルも人間の姿になった。背の高い人間の男は、家にひとりいると盗人が警戒してくれるし、万が一のときにも信用されやすい。

　オレはセイゼルの頭の上から肩に移動して、リオーネが見つめている方角を見た。

　窓の外に人影が見えて、次の瞬間には扉をノックする音が聞こえた。少しだけリズムがおかしい気がした。

　暖炉の前にいたひよっこたちが驚いて飛び起きて、わらわらと奥の部屋に逃げていくのが見えたよ。ワンワンニャアニャアガアガアってさ。連中、こうなるまで何も気付かずに寝こけてたんだ。まったく暢のん気きな連中だよ。

　十体ほどいたひよっこたちが全員いなくなったのを確認して、リオーネが扉に向かった。

「……どちら様でしょうか？」

　リオーネが人間を相手にするときの声で客に訊きく。

　扉の向こうで大きく息を吐く音が聞こえたよ。あれはたぶん、ほっとしたとか、そういう感じに聞こえたな。

　そして、扉の向こうにいる奴は話し始めた。

「申し訳ない。助けてもらえないだろうか？　こちらには小さな子供もいる」

　そう言われて、セイゼルとオレは顔を見合わせた。

　言われてみれば、扉の外にはふたつの気配がある。

　片方が小さ過ぎて気付かなかったらしい。

　セイゼルはそれでも警戒していたみたいだが、リオーネは何かに気付いたみたいに慌てて扉を開けた。

「ああ……よかった……」

　――びっくりしたよ。

　精霊人生の中で、たぶん一番驚いた。

　血塗れの女がよろよろ入ってきて、そのまま倒れ込んだんだ。もう、酔っ払いが倒れるみたいにばたーんって感じで、受け身さえほとんど取れていない様子だった。あのまま倒れてたら、無事じゃ済まなかっただろうな。

「大丈夫ですか!?」

　だが、女の様子に気付いたリオーネが慌てて支えたおかげで、血塗れの女は腕に抱えていた赤ん坊を自分で押し潰すことはなかった。

　でも、そいつの全身を見てすぐにわかったよ。

　ああ、もう長くないなって。人間は脆もろい。

「リオーネ」

「セイゼル、毛布を持ってきて！　あと、暖炉の火を大きくして部屋を暖めて！」

「し、しかし……」

「いいから！」

「わ……わかった」

　リオーネにケツを蹴飛ばされるようにして、セイゼルは暖炉にいくつか薪を放り込んで、奥の部屋に毛布を取りに走った。

　オレはセイゼルの肩から暖炉の前に飛び降りて、火を大きくするために魔法で風を送り込んだ。少しずつ大きくなる炎を確認してから血塗れの女を振り返ると、そいつはリオーネの腕を掴つかんで、必死な顔して何か言っていた。

「はい、はい。大丈夫、大丈夫ですから。おっしゃる通りにします」

　リオーネが何度も頷いているのが見えた。

　ここの連中をビビらせるいつものおっかない表情じゃなくて、こいつこんな顔もできたんだなって思うくらい優しい顔だった。

「…………」

　血塗れの女の声はどんどん小さくなっていって、反対に女から流れる血は床にどんどん大きく広がっていった。ああ、もうそろそろだ。

「…………」

　女の顔は穏やかだった。

　オレには人間の見た目の善し悪しはわからないけど、たぶんあの顔は他の人間が見ても綺麗だって思えるんじゃないかね。赤ん坊を見て、リオーネを見て、見えていないはずのオレを見て、大きく息を吸い込んで、最後にちょっと笑った。

　セイゼルが部屋に戻ってきたとき、ちょうど女の体から命が消えた。オレにはわかるんだよ、そういうのが。女の魂は少しだけ部屋の中にいたけど、赤ん坊の顔に触れると消え去った。

　オレに聞こえたのは「この子をお願いします」って言葉だけだ。

「リオーネ？」

　だけど、リオーネやセイゼルには女の魂は見えてないし、最後の声も聞こえていない。あいつらはそういうのを見るのが苦手だからな。

　でも、生きてるか死んでるかはわかる。

　リオーネは赤ん坊を女の腕から抱え上げると、セイゼルから毛布を受け取って赤ん坊を包んだ。

　赤ん坊は自分を産んでくれた女が死んだことにも気付かず、ぐっすり眠っていた。いや、気付く必要なんてないか。女だって、望んでないだろう。

「その子は？」

　セイゼルは女を隠すように毛布を掛けると、リオーネに聞いた。

　暗にその赤ん坊をどうするつもりだって聞いてるんだ。

　リオーネは赤ん坊を抱きながら、じっとセイゼルを見つめて言った。

「うちの子になる」

「なんだと？　お前、ここがどこかわかって言ってるのか!?」

　セイゼルが大声を出すと、眠っていた赤ん坊が顔を顰しかめた。

　それに気付いたリオーネがセイゼルの足の甲を思いっきり踏みつけ、睨にらみつける。

「このバカ！　この子が起きたらどうするつもり！」

「……すまない」

　リオーネは精霊になる前に、何頭も子供を育てたことがある。

　そのときのリオーネを思い出したんだろう。セイゼルは素直に謝った。

　リオーネの子供たちにちょっかいをかけて、激怒したリオーネに追い回されたことを思い出したに違いない。

「だが、ここには人間の赤ん坊を育てるような道具はないぞ。どこかに預けた方がいい」

「だめだ」

　リオーネは強い口調で否定した。

　その言葉の強さに驚いた。オレもだが、セイゼルや、騒動に気付いてやって来た外の連中や、奥の部屋から戻ってきたひよっこたちも驚いていた。

「何故だ」

　そんなオレたちを代表して、セイゼルがリオーネに聞いた。

　リオーネは赤ん坊の額にキスをして、オレたちに言った。その顔は、反対する奴は敵と見なすって暗に言ってた。

「この子は、私たちと同じだからだ」

　リオーネは続けた。

「行く場所がなくなって、この牧場に辿り着いた。そして、ここの住人以外に頼れる者はいない。私たちは誓ったはずだ。私たちを受け入れ、守ってくれたご主人に恩を返す。ご主人の大切にしていたものを守り抜くと」

「…………」

　セイゼルは黙っていた。

「この子はかつての私のような捨て犬でもなければ、かつてのお前のような野良猫でもない。だが、ここに辿り着いて、託された。精霊は契約を守るものだろう」

「はぁ……。わかった」

　しばらく悩んだ後、セイゼルは頷いた。

「ロッキュ。悪いが山羊に頼んでミルクをもらってきてくれ」

「あいよ」

　オレは何も言わずにセイゼルの言葉に従った。

　群れの頭であるセイゼルが決めたのならそれでいいと思ったし、何よりオレもあの女の最期の言葉を聞いてたから、赤ん坊を見捨てる気にはなれなかった。

　精霊は契約で生きる。

　代償として命を差し出された以上、こっちも相応の働きで応えなきゃならない。押しつけられた契約だって突っ撥ねることもできるけど、それをしたらここで暮らす資格はなくしちまうだろうな。

　なにせここは、行き場を失った動物たちが集まり、ご主人の愛情で動物としての生を全うし、それでも大好きなご主人のためになりたくて精霊になった連中の集まる場所。たぶん世界でここにしかない〝精霊牧場〟なんだから。










第一章　精霊牧場の牧童




　牧場の朝は早い。

　普通の人間のガキなら寝てるような時間でも、あいつは兎が跳びはねるようにすぱっと起きる。

　太陽の光がカーテンから漏れ始めれば、実際には何時だろうともうあいつにとっては起きる時間なんだ。

「おはよう！」

「おう、おはようカイル」

　ベッドから下りて着替えをすると、カイルは寝癖だらけの金髪のままで台所に向かう。オレはカイルの枕元にある自分の寝床から起き上がると、カイルの肩の上に飛び乗って、今日の予定を話し始めた。

「今日はまず、馬どもを東の斜面にある牧草地に出すぞ。野生の鹿どもが勝手に牧草食い始めてるからな、あそこがオレたちの牧草地だってことを思い出させてやれ」

「うん」

　カイルはオレの言葉に素直に頷く。

　あの吹雪の日から十二年が経って、こいつは小さいながらも一人前として扱われていた。

　オレたちは人間の名前なんてよく知らなかったから、ご主人の親父さんの名前をそのままもらってつけた。今じゃ似合いの名前だって思う。

　最初はずいぶん大変だった。

　何せオレたちは、何らかの理由で群れや親からはぐれた動物たちを育てたことはあっても、人間を育てたことはなかったからだ。

　一応、オレやセイゼル、リオーネなんかの古参はこの牧場にご主人がいた頃、普通の牧場だった時期を知っているからまだマシだ。ご主人とその奥方が子供を育てていたのを知っているし、人間の子供は育つのに時間と手間がかかることを理解している。

　でも、他の連中は違う。

　半年かそこらで一人前になるのが当たり前の動物たちにとっては、大人になるまで十年以上かかる人間はとんでもなく面倒な生き物だろう。

　どいつもこいつもカイルが全然大きくならないって慌ててたもんだ。

　リオーネが一喝して、セイゼルが説明してなんとか騒ぎは収まったが、カイルが物心つくまでの四年くらいは牧場全体が振り回されていた。

　やれカイルが喋った、歩いた、走った、転けた、池に落ちた、木から下りられなくなった、扉の猫用の入口に頭を突っ込んだら、引っ掛かって出られなくなったってな。

「それが済んだら、乳搾りだな。そろそろ街にチーズを売りに行くらしいから、新しいのを作らないといけない」

「街かぁ、僕も行ってみたいな」

「そのうち行く機会もあるだろうさ」

　オレは慰めるようにカイルの頬を軽く叩いた。

　カイルの母親――オレには聞こえなかったが、リオーネにはそう言っていたらしい。確かにカイルが成長した今では、顔立ちもあの女に似てきた気がする――の死因は、カイルを抱いていた胸から腹以外に刻まれた刃物傷だった。つまり、カイルとその母親は人間に襲われたってことだ。

　カイルが牧場にやって来た数日後、吹雪が過ぎ去ってすぐに牧場の周りを調べたが、女の血以外の痕跡は残っていなかった。人間が通れば、たとえ吹雪でも隠しきれない痕跡が残る。それがなかったということは、女は襲われたものの、なんとか襲撃者を撒いて逃げることに成功。牧場まで吹雪の中を歩き、そこでカイルをオレたちに託して死んだ。

（大した母親だったなぁ、あの女）

　口には出さないが、セイゼルさえもあの人間の女には敬意を持っている。あの女の墓を牧場の片隅に作り、暇があればカイルを連れていって「お前の母親はここでお前を見守っている」と教えていたくらいだ。

　そのセイゼルが、カイルを人間たちの街に行かせることを嫌がっている。

　オレやリオーネも同じ考えだ。

（まだ、カイルのことを狙っている奴がいるかもしれないからな）

　十年以上前のことだから、可能性は低い。

　だが、カイルの母親の身なりはそこらの人間と比べても明らかに違った。

　剣で斬られていたからボロボロだったが、使われている材料は安物の木綿や麻なんかとは比べものにならない高級品だったし、身につけていた武器や防具も相当な業わざ物ものだった。

（ほとんど失われてたとはいえ、魔法の力まで宿っていたからな）

　武器や防具に魔法を付与する技術は、人間たちにとってかなり難易度が高い。ただぶっ放せばいい攻撃魔法や、一定時間それを防げばいい防御魔法なんかと違って、ずっと魔法の効果を維持しなきゃならないからだ。

　当然、かなり値が張る――らしい。

　そんなものを身に付けた女が、傷だらけになる状況。

　どう考えてもあの女は、単なる旅人が盗賊に襲われたというような状態ではなかった。だからこそオレたちはカイルの存在を隠すことを選んだ。

　これが普通の赤ん坊だったなら、街で親戚を探すことを選んだだろう。

　牧場はご主人が生きていた頃と変わらない状態を保っていたが、ここにはカイル以外の人間はいない。

　人間の姿に変身できる精霊は何体もいるが、やはり人間ではない。人間特有の病気への備えなどないし、人間としての常識を教えるのも難しい。

「ロッキュはどうするの？」

「オレはチーズ作りの準備だな。仕舞ってある道具を引っ張り出して、洗ったり直したりだ」

「僕もやってみたい！」

「また今度な」

　それでも、オレたちはカイルを自分たちで育てることを選んだ。

　セイゼルが街に出向いて人間用の子育ての本を買ってきて、精霊全員が頭を突き合わせて勉強した。

　オレたちだけだったら必要のない金を手に入れるために、普通の牧場のふりをする羽目にもなった。

　でも、みんな後悔はしていない。

　カイルはオレたちが想像した以上に素直に育ってくれた。オレたちにとって、カイルは弟であり、息子だ。

　実際にカイルに乳をあげた牛や山羊の連中なんて、実の子供のようにカイルを可愛がっているくらいだ。カイルの教育方針を巡ってリオーネと大ゲンカをして牧場をまっぷたつに割ったこともある。セイゼルとオレたちが必死に宥なだめてなんとか収まったが、あの頃は生きた心地がしなかった。

　牧草地のど真ん中で人間の姿になった精霊が睨み合い、その後ろに同じ意見で人間の姿になれない精霊が並び、さらにその後ろに精霊たちが従える動物たちが群れを成す光景。

　絵本で見た、人間たちの戦争のような有様だった。

　実際、きっかけがあれば戦争になっていただろう。あのときは確か、中立を表明してカイルの子守りをしていたセイゼルがうまくカイルをあやせず、大泣きさせてしまい、リオーネたちが戦いよりもカイルを泣き止ませることを優先したんだ。

　カイルの泣き声が牧場に響き渡った瞬間、群れの先頭にいたリオーネたちが顔を見合わせて頷き合い、一斉に群れを解散したのは感動モノだった。涙が出たね、まったく。

　とにかく、それくらい当時はピリピリしていたんだ。

　そう考えると、今のリオーネはだいぶ丸くなった。

　カイルに人間としての生活を教えるために、人間と同じ生活をしているのがいいのかもしれない。




「おはよう！」

　カイルが挨拶をしながら台所に入ると、リオーネがかまどの前で鍋をかき回していた。朝食のスープを作っているらしい。いい匂いが漂ってきている。

「おはようカイル。もうすぐご飯ができるから、顔を洗って髪を整えてきなさい」

「はーい」

　カイルはかまどで温めてあったお湯を洗面器に半分くらい注ぐと、それを持って外の井戸へ向かう。

　そして滑車を回して水汲みバケツを引き揚げると、お湯の入った洗面器に水を入れた。今の時期なら、これでちょうどいい温度になる。

「ロッキュも顔洗いなよ」

「おう」

　洗面器を覗き込み、カイルと一緒にバシャバシャと顔を洗う。

　少し前はただ水を顔に叩きつけるだけ、その前は顔に水をつけることもひと苦労だったのに、人間の子供の成長は遅いようで早い。

「もがもがもが……」

「顔洗いながら喋るな」

「もが」

　カイルの顔立ちは人間の感覚でいえば相当に整っているらしいから、きちんと手入れをするようにしようとリオーネが決めた。

　人間は鼻が利かないから、見た目で他人を判断する。なら、見た目をよくしておいた方が得という考えだ。オレもそれには同意見だ。

　たまに牧場にやって来る商人も、カイルの容姿を心の底から褒めていた。そして、カイルの好意を得ようと勝手にサービスしてくれるんだ。

「ぷはー！」

　顔を洗ったカイルが手拭いで顔を拭くと、オレはタイミングを見計らってその頭に飛び乗る。

　そして背負っていた櫛くしを取り出すと、カイルの髪を整え始めた。

「そのままじっとしてろよ」

「うん」

　カイルは笑って答え、おとなしく待っている。

　カイルの髪は他のどの動物たちの髪より柔らかい。そのせいで寝癖がつきやすいが、直すのも簡単だ。少し櫛を通せば真っ直ぐになる。

「――そういえば、お前の母親も同じような髪だったな」

「そうなの？」

「ああ」

　カイルは母親のことを知らない。しかし、オレたちの誰も母親のことを隠そうとはしなかったから、母親という存在がいたことは理解している。
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　だが、それ以上の興味は持っていない。今のカイルにとって母親と呼べるのはリオーネを始めとする雌メスの動物たちで、父親はセイゼルを始めとする雄オスの動物たちだ。

　オレみたいに性別のない精霊もいるが、まあ、それはカイルがどう思うかだからオレとしてはどちらでもいい。

　ただ今のオレは、カイルが親しみを覚えるように、人間の子供に似た姿になっている。ちょっと寸詰まりなのは、絵本に描いてあった家事精霊の姿を元にしたからだ。

「よし、これでいいだろ」

　オレがそう言うと、カイルは水の入った洗面器を覗き込んだ。水面に映った自分の顔を見ているようだ。

「…………」

　しばらくじっと水面を見つめた後、カイルはニコッと笑った。

「ありがとう、ロッキュ！」

「まあ、家事精霊ブラウニーだからな」

　オレは背中に櫛を仕舞うと、カイルを急かして家の中に戻る。

　少しずつ視線が高くなっていくのがわかる。

　きっといつか、カイルは人間体のリオーネやセイゼルと同じくらいの背丈になるだろう。いや、セイゼルはいき過ぎか。

　それまでここにいるかはわからないが、いつまでもオレの弟であることに変わりはない。

　オレはカイルがオレを必要としなくなるまで、この特等席を占領し続けるだけだ。他の精霊どもに貸してやることはあっても、この席はオレのものなんだ。
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　朝食の場には、セイゼルとリオーネ、そしてカイルとオレがいる。

　たまに他の精霊たちが顔を見せることがあるが、基本的にはこの四人だ。他の連中は自分の群れの面倒を見なきゃならない。

「セイゼル、牧柵の修理は終わったの？」

「いや、まだだ。材料が足りそうもないから、あとで木を切ってくる」

　セイゼルはスープにパンを浸しながら答える。この食べ方はご主人がよくやっていた。

「セイゼル、僕も手伝うよ。ちょうど牧草地に馬たちを連れていくんだ」

「おお、そうか！　じゃあ、少し手伝ってもらうか！」

　セイゼルはカイルの言葉に嬉しそうに笑う。

　精霊になる前はあんなに人に懐かなかったのに、よくもここまで変わったものだと思う。いや、態度に見せないだけでかなりご主人たち家族のことを慕っていたか。

　人間たちの暦でいえば一五〇年くらい前か、ただの動物だったリオーネとセイゼルはこの牧場に辿り着いた。

　それから牧場主だったご主人とその家族に可愛がられて動物としての生を全うし、魂となって牧場を守っていた。

　その間にご主人が死に、その家族は牧場を放棄して山を下りた。ボロボロになっていく牧場の姿に耐えられなかったリオーネとセイゼルが精霊になって牧場を守るようになり、その力に引き寄せられて牧場に留とどまっていた動物の魂が精霊になった。

　それからは、人間たちに目をつけられない程度に迷子の動物たちを拾って牧場を守ってきたんだが、カイルがやって来たことで人間たちと交流せざるを得なくなったってわけだ。

　まあ、オレとしては、ご主人がいた頃に戻ったみたいで、今の生活も気に入っている。カイルがここからいなくなっても、しばらくは同じ生活を続けてもいいかもしれないと思っている。

　カイルの子供や孫、子孫が遊びに来るかもしれないしな！

「あ、牛のみんなも運動したいって言ってたけど、同じ牧草地でいいかな」

「いや、エリザベスたちは西の牧草地にしよう。ちょうど畑にしたいところがあるから、あいつらに草取りしてもらいたいと思ってたんだ」

「わかった！　お願いしておくね！」

　この牧場は、この家や厩きゅう舎しゃを中心に四方に牧場や畑がある。

　精霊ばかりで普通の動物がいなかった頃はほとんどの牧場や畑が使えない状態になっていたが、カイルがやって来てから少しずつ元の姿に戻っていった。

「カイル、エリザベスに会うなら、次に削さく蹄ていする子の名前と人数を聞いておいてくれる？　人数がいるなら、手伝いを頼まなきゃいけないかもしれないから」

「うん！」

「削蹄か。若い奴らはよく走るからあんまり必要ないが、のんびりしてる奴と年寄りはどうしてもな。カイルが散歩に連れ出すからまだマシだが、外の牧場じゃ定期的に削ってるらしいぞ」

「へー。僕もやってみたいな」

「エリザベスたちに練習させてもらってからだな。結構力も必要だぞ」

「そっかぁ」

　カイルの体格じゃ、蹄ひづめを削るのもひと苦労だ。

　話の通じる連中なら自分で蹄を見せてくれるから楽だが、普通の牛や馬じゃ簡単にはいかない。間違って蹴飛ばされでもしたら、どこまで吹っ飛ばされるかわかったもんじゃない。あいつら、人間とは比べものにならないほどの力があるからな。

「そうだ。削蹄で思い出した。今度物置に使っている小屋の屋根を張り替えようと思う。雨漏りがひどくて、小屋そのものが腐りそうだ」

「なら、その分の材料も切り出しておいて。釘とかはまだ予備があるから」

　リオーネは牧場の修理に関しても、テキパキと指示を出す。

　群れに対する指示という点では、リオーネのほうがセイゼルよりうまい。

「屋根の修理なら僕も手伝えるよ。この間、セイゼルに屋根への登り方教えてもらったんだ！」

「カイル!?　それはリオーネには言うなって！」

「――へぇ」

　セイゼルが慌ててカイルの口を塞ぐが、もう遅い。

　馬鹿な奴だ。いくら元家猫で登ったり降りたりが得意だからって、カイルにそれを教えたらどうなるかわかってただろうに。人間は猫とは違って、ちょっとの高さから落ちただけで怪我するんだよ。

「その話は今夜にでもゆっくり聞かせてもらうわ。許すかどうかは、柵の修理の出来映え次第ってことにしてあげる。審査はエリザベスよ」

「……わかった」

　リオーネに圧倒されたセイゼルは、小さく頷いた。これでまた、牧場の修理が進むな。

　今の牧草地は、ご主人が元気だった頃の七割くらいまで手直しが済んでいて、今も少しずつ草取りや伐採をしているところだった。精霊牛であるエリザベスに率いられた牛たちは荒れてしまった牧草地や畑に出向いて、草を食べたり土を耕したりしてくれている。

　この家の上から周囲を見渡せば、だいたい見える範囲がうちの牧場って感じだな。四方を山に囲まれているから、広くも狭くもない。

「言っておくけど、あまりエリザベスに負担をかけないでよ」

「いや、あいつらなら、カイルにママのいいところ見せるってむしろ喜ぶだろ」

「だから負担になるのよ……。エリザベスや他の精霊牛たちはいいけど、普通の牛たちはあんまり無茶できないんだからね。カイルも牛たちが怪我をしないよう、きちんと見てあげなさい。彼女たちもあなたの言うことならちゃんと聞くから、疲れてそうだったらすぐに止めるのよ」

「はーい」

「うん、よろしい。じゃあ、今日のお昼はそっちに持っていくわ。セイゼル、カイルが〝怪我〟をしないようきちんと見ていてね。何かあれば……」

「わかってるって！」

　リオーネにじっと見つめられ、セイゼルはわたわたと両手を振る。さっきの屋根登りの件もあるからか、リオーネの目は鋭い。

　前にセイゼルの不注意でカイルが怪我をしたとき、セイゼルはリオーネに散々絞られた。三日ほど家から追い出されて厩きゅう舎しゃの方で寝泊まりしていたんだ。

　厩舎の動物たちからも白い目で見られ、セイゼルは大いに反省したに違いない。

　精霊獅子が仔馬用の寝床で丸くなっている姿は、哀愁を誘ったもんだ。

「大丈夫だよリオーネ。危ないことはしないから」

「はぁ、気をつけてね。エリザベスたちの言うことをよく聞きなさい」

「うん！」

　カイルの元気のいい返事に、リオーネは満足そうに頷く。

　一方、セイゼルは「俺もいるんだけどなぁ」と肩を落としていた。仕方がないんだよ、セイゼル。

　こういう話では父親は母親には勝てないんだ。

　ご主人だって、奥方に一度も勝てなかったじゃないか。




「エリザベス！　こっちだよ！」

　列を成して歩く牛たちの先頭。そこでカイルは大きく手を振る。

　後ろをついてくる牛たちはじっとカイルを見つめていて、その一いっ挙きょ手しゅ一いっ投とう足そくに注目しているのがオレからもわかった。

　なんて過保護な連中だと思うが、仕方がない。何せこいつらにとって、カイルは久しぶりの我が子だ。万が一にも怪我をさせないよう、神経を尖らせているに違いない。

『カイルちゃん、あまり急がなくても大丈夫だから、走っちゃダメよ』

「うん、わかってるよ、エリザベス」

『疲れたら私の上に乗ってもいいからね』

「ありがとう、でも大丈夫だよ」

　精霊であるエリザベスの声は、同じ精霊か精霊が声を聞かせたいと思う相手にしか聞こえない。今のエリザベスの声も、普通の人間には牛の鳴き声にしか聞こえないだろう。

「おーい！」

　そんな風に牛を連れて歩いていると、道の向こうで手を振る女の子が見えてきた。隣の家――歩いて半日の距離にある同じような牧場――の娘だ。

　名前はアリサ。カイルよりも一年ほど年上で、何かとカイルのことを気にかけてくれるいい娘だ。うちの動物たちにも人気があって、みんなアリサのことが大好きなんだ。

　動物たちの扱いをよく知っていて、怖がるようなことをしないからだろうな。

「カイル！　今日は牛さんたちを連れてるの？」

　息を切らせて走り寄ってくるとアリサは牛たちを撫でながらカイルに問う。牛たちはアリサの手を舐めようと舌を伸ばしているが、アリサはそれを巧みに躱かわしていた。この子も自分の家で牛を飼っているから、その扱いには慣れていた。

「うん。畑を作る手伝いをしてもらうんだ。アリサはどうしたの？」

「明日、キノコ狩りに行く予定なんだけど、カイルも一緒にどうかなって思ったの。カイル、キノコのシチュー好きでしょ？　リオーネさんに作ってもらおうよ」

「キノコのシチュー！」

　カイルは目を輝かせた。

　渋い趣味だとは思うが、カイルはリオーネの作るキノコのシチューが大好物だ。赤ん坊の頃、栄養のある離乳食としてリオーネが食べさせていたのを覚えているのかもしれない。

　そういえば、あのときは牛も山羊も、乳が出せる連中はみんな張り切っていたっけな。

「予定があるなら、わたしが採ったのを分けてあげるけど、どうする？」

　アリサはかなりの期待を視線に乗せて、カイルに予定を聞いた。

　ほほーん、なるほどなるほど、わざわざここまで誘いに来るとは、この子もなかなか積極的になってきたじゃないか。オレはそういう子、好きだぜ。応援したくなるじゃないか。

「うーん、セイゼルに聞いてみないとわからないけど……」

　オレはカイルが断ろうとしていることに気付いて、慌てて止めた。

　何してんだ、この唐変木。

「カイル、ちょっと待った」

「え？」

　カイルがオレの方を見る。

　アリサにはオレの姿が見えないし、声も聞こえないから、カイルの行動を不思議そうに見ていた。

「セイゼルもリオーネも、キノコのシチュー食べたいと思うぜ。オレからも言ってやるからさ、アリサの嬢ちゃんと一緒にキノコ狩り行ってこいよ」

　オレは両手をバタバタと激しく動かして説得を試みる。

　でも、嘘は言っていない。

　カイルの採ってきたキノコなら、ふたりは喜んで食べるだろう。それが毒キノコであっても、精霊であるふたりならなんともないからな。まあ、そんなことになる前にオレが止めるけど。

「ロッキュがそう言うなら……」

　カイルはオレの提案に頷いた。

　まったくやれやれだ。カイルは素直ないい奴だが、女心ってのをわかってねえ。それに、アリサはカイルの貴重な人間の友達だ。

　この辺りじゃ同世代の子供はカイルとアリサのふたりきりで、ずっと一緒に成長してきただけにこんなことで仲が拗こじれるとは思わないが、可能性は潰しておくに限る。人間ってのはちょっとしたことで仲が悪くなるからな。

　それに、オレの言葉は嘘じゃない。

　カイルが頑張って採ってきたキノコなら、セイゼルもリオーネも大喜びで食べるだろう。もちろん、オレもだ。

「大丈夫みたいだから、キノコ狩り僕も行くよ。霧の谷だよね？」

　霧の谷は、牧場から少し山を下ったところにある小さな谷だ。

　谷底にある森は年中いろんなキノコが生えていて、ここらの人間がキノコ狩りに行くといえばそこしかない。

（霧の谷の危険な動物はセイゼルが狩るか追い払ったし、特に危険はないよな）

「うん、その予定。でも、セイゼルさんに聞かなくていいの？」

　アリサは嬉しそうに笑った後、首を傾げた。

　カイルと一緒に出かけられるのが嬉しいんだろう。こっちも嬉しくなるような満面の笑顔だ。もう少し大きくなれば、人間の男どもを一発で魅了できるに違いない。

「今朝予定を話してたのを思い出したんだ。おじさんたちも行くの？」

「お父さんはそのつもりだけど、セイゼルさんたちも来る？」

「ううん、セイゼルたちは忙しいから行けないと思う」

「そういえば、前に柵の修理のために釘を買いに行ってたもんね。柵の修理中？」

「うん。いろんなところが壊れてて、直しても直してもキリがないって言ってた」

「この間の風のせいかも。夜中じゅう、ずっとごうごう言ってたもん」

「うんうん、すごかったよね！」

　カイルが一人前の人間として生きていくためには人間としての財産が必要だと言ったのは、たぶんリオーネだったと思う。

　それ以来牧場の連中は、いつかカイルが独り立ちするときに少しでも金を渡してやるために、普通の牧場と同じことをやり始めた。

　本当なら牧場そのものを渡してやれればいいんだが、精霊の中には家に取り憑いている奴もいる。カイルが生きている間はいいが、その子孫が牧場を潰すなんてこともあるかもしれないということで、普通に金を作ることになった。

「お父さんがセイゼルさんにお礼言ってたよ。セイゼルさんが熊を追い払ってくれたおかげで、うちの子たちが襲われなくなったって」

「えへへ、セイゼルはすごく強いからね。この間もこんなに大きな鹿を追い払ったんだよ」

「へぇ～～」

　カイルが全身で大きな輪を作り、先日うちの牧場にケンカを売ってきた大鹿の大きさを表現している。セイゼルが徹底的に怖がらせたから、もう二度とこの辺りに近付くことはないだろうな。

　いくらでかいとはいえ普通の鹿が、精霊猫……いや、精霊獅子に敵うわけがない。うちで育てている美う味まい牧草が目当てだったんだろうが、運がなかったと諦めてもらう。それがお互いのためってやつだ。

「セイゼルさん、若いのにすごい腕前だってお父さん褒めてたよ」

「うん、僕もそう思う」

　セイゼルは人間の姿で依頼を受けて、精霊の姿で動物たちを追い払ってるんだが、たぶん人間たちはセイゼルを凄腕の狩人か何かだと思ってるな。

　精霊の姿を見せたことはないから、当然と言えば当然なんだが。

「あっ！　わたしもう行かないと！　じゃあ明日の朝、うちに来てね！」

「わかった！」

「それじゃあ約束！　絶対に寝坊しちゃだめだからね！」

　アリサはカイルの頬に軽く唇を触れさせると、そう言って走り去った。

　約束のキスというやつだな。仲のいい人間たちがよくやるやつだ。ついでに、リオーネもカイルによくやってる。リオーネの場合は犬だった頃の癖だろうけどな。

『カイルちゃん、そろそろ行かないとセイゼルがやきもきしてるわ』

「あっ」

　エリザベスに促され、カイルは再び牛たちを先導し始める。

　オレはチラリとエリザベスに目を向けると、精霊牛のおばさんがニコニコ笑っている。エリザベスはアリサがお気に入りだから、カイルとアリサが仲良くしているのが嬉しいんだ。

『キノコのシチューを作るなら、美味しい牛乳も必要よね。おばさん、久しぶりに頑張っちゃおうかしら』

「えっ、いいの？」

『いいに決まってるでしょう？　私だってたまにはお乳を出さないとね』

「わあ、エリザベスの牛乳美味しいから楽しみだよ」

『ふふふ、それじゃあ今日は厳選した草を食べないとね。期待していてちょうだい』

　精霊牛の牛乳は人間にとっては大層美味いらしい。美味いだけじゃなくて、体の調子もよくなる。

　今のカイルが健康そのもので、諸々人間としての身体能力が高いのは、精霊牛や精霊山羊たちの乳を飲んで育ったことも理由のひとつだとオレは思っている。体が作られる時期に、精霊の力を取り込んだってことだからだ。

　前にアリサの家に、エリザベスの乳で作ったチーズやらバターをお裾分けしたことがあったが、それを食べて病気がちだったアリサの母親が回復し、さらに病気知らずになった。

　動物たちの世話で体中ガタガタになっていたアリサの父親も元気よく働くようになったし、間違いなく精霊たちから取れる食材ってのは人間にいい影響を与えるんだ。

　ただ、人間の中に魔法の扱いが上手いやつと下手なやつがいるように、精霊牛の乳で作った食べ物の効果にも差がある。小さな頃から精霊の体から採れたもので育ったカイルは、先天的な魔力への適性の高さもあってかなり効果が高い。

　一方のアリサ一家は、魔力への適性があまり高くなかったこともあって、限定的な回復効果に留まった。ただ、カイルと同じように小さな頃から精霊の乳を口にする機会があったアリサについていえば、おそらく生涯大きな病気をすることはないだろうってくらいに健康な体をしている。

　それは完全に、人間たちがおとぎ話の中で語る霊薬の類と同じ効果だったが、それだけの効果を得るには継続的に体に取り込み続ける必要がある。オレたちが売りに出している程度のチーズやバターの量じゃ、とても霊薬ほどの効果は期待できない。

（美味いのは間違いないけどな）

　この世のものとは思えないほどの味なんていわれることもあるらしい。

　それだけに貴重なものだが、エリザベスにとってはカイルやアリサの笑顔の方がよっぽど価値があるんだろう。エリザベスたちはカイルやアリサのためならばいくらでも牛乳をくれるが、街に売りに行くとなると、カイルのためという理由がなければ絶対に協力してくれなかっただろうな。

「ねえねえエリザベス、草って美味しいの？」

『美味しいわよ。でも、人間には苦いから食べちゃだめよ。お腹壊しちゃうから』

　そうだぞ。

「うーん、残念。いつもエリザベスたちが美味しそうに食べてるから、僕も食べてみたいと思ったんだけどな」

　カイルの奴、心底残念そうな顔してるな。

　でも、本当に食べるなよ？　リオーネが卒倒するぞ。

　カイルが赤ん坊の頃、落ちていた木の実を食べてとんでもないことになったのをオレたちは覚えてるんだ。あのときにオレたちは、人間たちと関わらずに暮らすのは無理だと思い知らされた。延々吐き続けるカイルを前に全員が全員パニックになり、右往左往した挙げ句にふとお隣の家に女の子の赤ん坊がいたことを思い出し、リオーネの全速力でカイルを連れていってなんとか処置してもらったんだ。あれ以来、リオーネもセイゼルも他の連中も、無条件で人間を見下したり警戒したりすることはなくなった。

　精霊だって、恩知らずじゃない。

『人間が食べても美味しい草はあるから、リオーネに料理してもらうといいわ。ただ、リオーネは野菜とかあんまり好きじゃないから、美味しくなるかわからないけど』

　精霊になった今も、食べ物の好みは動物だった頃とたいして変わらない。

　リオーネもセイゼルも、基本的には肉好きだ。

　ただ、カイルのためにとあまり好きじゃない野菜も食べるようになった。

「大丈夫だよ。リオーネは料理上手だもん」

『ふふふ、そうね。リオーネ、頑張って料理を覚えたものね』

　エリザベスが楽しそうに笑う。

　オレも思わず思い出し笑いしてしまいそうだ。

　カイルが来るまでは料理なんてしたこともなかったあいつが、カイルのためだけに料理を覚えたんだからたいしたもんだ。

　その上、カイルに料理上手なんて呼ばれるくらいには腕を上げたんだから、母親の強さってのはオレの想像の遥か上だ。

「ロッキュは草食べるの？」

「食わねえよ。花精霊じゃあるまいし、芋虫でもない」

「そうなんだ」

「そうだよ」

　カイルお前、人をなんだと思ってるんだよ。ある日急にさなぎにでもなると思ってんのか？
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　カイルが馬に乗っている様子を、オレはセイゼルと一緒に眺めていた。

　カイルは赤ん坊の頃から馬の背に乗って遊んでいたせいか、これといった訓練をすることもなく大人顔負けの乗馬の腕前を持っている。

　乗っていたのが普通の馬と比べものにならないほど扱いが難しい精霊馬だからかもしれないが、本人はそういった自覚がまったくない。

　今日も馬たちに誘われ、そのまま馬上での魔法鍛たん錬れんをしている。

「【疾風刃ブラストエッジ】！」

　カイルが前方に片手を突き出してそう呪文を唱えると、不可視の風の刃が発生して牧草を根元から切り裂いていく。

　斬り倒された牧草はすぐさま鍛錬を遠目に見ていた動物たちのおやつになり、奴らは次のおやつができ上がるのを今か今かと待っている。

　不安定な馬上で正確に魔法が撃てれば、それ以外の状況でも正確に魔法を放つことができる。誰が言い出したかわからない鍛錬だったが、カイルの上達ぶりを見ていると案外正しい仮説だったのかもしれない。

「セイゼル」

「なんだ？」

「カイルの奴、精霊魔法に関しちゃそれなりの腕前だ。精霊たちの乳やら卵やらを食べて成長したやつが精霊魔法を使ったら、普通の人間なんて束になっても敵わないだろう。あいつの母親の件もあるし警戒するのはわかるが、どこまで鍛えるつもりなんだ？」

　オレはカイルにどこまで戦いの方法を教えるのか、ずっと疑問だった。

　カイルの性格は戦いに向いているとはとても言えない。戦いの方法を覚えることが、カイルにとって負担になっているかもしれないと思うと、不安でしょうがなかった。

「リオーネが納得するまでだ。――いや、あいつが納得なんてするとは思えないけどな」

　セイゼルは大きく欠伸をする。

　カイルを鍛えたのは、主にセイゼルだ。

　リオーネは精霊ではあっても精霊魔法にはあまり適性はなく、もっぱら自分を強化することしかできない。

　その点、セイゼルは人間の真似事をして精霊魔法を使うことができた。

　精霊個人の適性もあるんだろう。セイゼルは動物だった頃から妙に器用なところがあった。よく勝手に扉を開けてご主人たちを驚かせていたし、食料庫の扉を器用に開けて中のものをつまみ食いしていた。

「リオーネもわかってるんだ。カイルをいつまでもここに置いておくことはできないってな。でも、あいつの母親を看取ったことで、カイルも同じ目に遭うんじゃないかっておびえてるのさ」

　それは他の精霊たち、動物たちも同じだが、リオーネは特にその傾向が強い。やっぱり母親としての本能がそうさせているんだろうか。

「それこそ、俺たちと真正面から戦えるくらいになれば、あいつも納得するかもな。今はまだ、手加減してやっとだ」

　それだけ手加減したところで、普通の人間なら十人単位で吹き飛ぶほどじゃないかとは口にしなかった。

　結局のところ、セイゼルも精霊で、人間とは感じ方が違う。

　獣が子供に狩りを教えるのに、人間のような勉強と実践を繰り返すようなことはしない。ひたすら経験させ、体に覚え込ませる。

　精霊になったことと、カイルへの愛情もあって多少は人間の勉強に近い教え方をしているが、本質的には動物なんだ。

　オレは基本的にセイゼルたちの鍛錬方法に不満はない。でも、人間を相手にするときに不安がないわけじゃない。

「とりあえず、俺たちが助けにいくまで持ち堪こたえられる程度には、力をつけさせよう。そうしたら、少しずつ人間たちと関わらせるようにして、あっちの社会に慣れさせる」

　言っていることは正しい。だが、正しいだけじゃリオーネは納得しないぞ。

「それはリオーネも了解してるんだろうな？」

「してる。というか、あいつが言い出したことだぞ」

「そうなのか？」

　オレは驚いた。

　てっきりリオーネは、カイルを人間たちの社会に帰すことに消極的だと思っていたからだ。

　いや、理性ではそうするべきだと思っているが、本能がそれを拒否している状態だと思っていた。

「お、牧草刈り終わりそうだな」

　セイゼルの言う通り、牧草地の草は綺麗に刈り取られていた。高さも均等で、また葉が伸びるように根元の部分は綺麗に残っていた。

　周囲に散らばった牧草を、動物たちがつまみ食いをしながら集めている。

「おーいカイル！　次は俺と一対一でやるぞ！」

「わかったー！」

　カイルは馬から下りると、柵を乗り越えて牧草地横の草地へ移動する。

　オレはふたりが草地で向き合うのを見ながら、鍛錬に巻き込まれないように場所を移動する。

「それじゃあ、いつも通りかかってくるんだ。一本取れたら終わりにしよう」

「うん！」

　カイルは楽しそうにしているが、普通に考えたら精霊相手の戦いなんて人間にとっては恐怖以外の何ものでもない。

　精霊は本来、人間とは関わり合いにならない。しかし何らかの事情で戦うようなことになれば、人間たちは何十人もの兵士を集めて戦いを挑む。

　それだけ、人間と精霊の間には力の差があるんだ。

　でも、カイルはそんな精霊相手の戦いも、セイゼルとの遊びの延長としか見ていない。

　この認識の差がどこかで問題にならないか不安なんだが、オレが心配してもどうにもならないと諦めている。

　カイルが強くなれるなら、多少の不都合は仕方がない。生きていればなんとかなる。

「じゃあいくぞ!!」

　セイゼルがそう叫ぶと、奴の周囲に稲光が走る。

　魔力の雷がセイゼルの周囲を縦横無尽に駆け回り、数本の雷がカイルに向けて放たれた。

「やあっ！」

　しかし、カイルはその雷を魔力の壁で防ぐ。

　単なる雷なら、魔力の壁で地面に誘導してやるだけで防ぐことができる。

「次だ！」

　今度は炎の玉がカイルに向けて飛んでいく。

　いくつもの炎の玉は、オレのいる場所でも熱を感じられるほどの高温だ。

　だが、カイルはこれにも冷静に対応した。

　風の魔法で炎の玉を何度も切り裂き、吹き散らしてしまう。

　続いて、岩をも斬り裂く水の剣。

「てりゃ！」

　カイルは地面に手を置くと魔法で木を生やし、水流を受け止める。精霊魔法は、他の生き物の傷を癒やしたり、成長を早めたりすることができる。

　精霊魔法とは、自然の力を引き出し、操る魔法なんだ。

　人間たちが扱う普通の魔法よりも扱いが難しいが、威力は高い。

「いいぞ！」

　セイゼルはカイルの成長を喜ぶように、次から次へと強力な魔法を発射する。自然の力を操る精霊にとってはたいしたことはないが、人間が同じことをしようとすればひどく面倒なことをしなくてはならない。

　これが、人間と精霊の力の差ということだ。だが、カイルにはそれができる。人間でありながら、限りなく精霊に近いところにいる。

　それがいいこととは、牧場の誰も思っていない。

　人間であれ動物であれ、集団で生きる生き物がその集団から外れてしまったときの末路は悲惨なものだ。運良く生き延びられる奴もいるかもしれないが、大半の奴はあっさり死ぬ。

「集中しろ！　お前ならもっとやれる！」

「うん！」

　カイルは素直にセイゼルの言葉を聞き、素直に自然の中にある魔力を操る。不純な気持ちがないため、精霊魔法は強く発現する。

（強くなればなるほど、カイルは人間の集団から外れていくのかもしれない）

　人間の中には、とんでもなく強い奴がいるらしい。

　人間たちの数を考えれば、当然のことかもしれない。だが、人間の本当の力は知識を蓄え、それを改良する意思を持つことだ。これは他のどんな生き物よりも人間が強い。

　カイルも、教えてもらったことを自分なりに理解し、それを改良することができる。きっと、今日のカイルは昨日のカイルよりも強い。

「次はそっちから撃ってこい！」

「わかった！」

　カイルはそう言って両手を空に向けると、魔力を集める。

　すると上空で雲が渦を巻き、嵐のような風が俺たちに吹きつける。オレの体がわずかに浮き上がった。

「おっと、こりゃまずいな」

　オレは地面に降り、近くにあった木の陰に隠れる。油断してたら吹き飛ばされかねない。というか、前に一度思い切り吹き飛ばされて井戸に落っこちたことがある。

「いくよー!!」

「おう!!」

　カイルの宣言に、セイゼルは身構える。

　そして、カイルが両手をセイゼルに向かって振り下ろした。

「【大気エア鎚プレッシャー】!!」

　雲の中心から強烈な風がセイゼルに向かって降り注ぐ。

　その威力は風というより、でかい岩が頭の上から落ちてきたようなもんだ。

　セイゼルは風を受け止めた後、気合を入れてそれを弾き飛ばそうとするが、予想以上に威力が強かったのかそれが遅れる。

「お？」

　セイゼルが驚いたような声を上げ、膝をつく。そのまま風がセイゼルを押し潰し、周囲に暴風が吹き荒れた。

　オレはそれを見て、鍛錬の終了を宣言した。

「そこまで！」

　オレがそう言うと、馬たちが楽しそうに嘶いななく。

　セイゼルがいた場所は大きく地面が凹へこんでいたが、セイゼル本人は頭を振りながら立ち上がるところだった。

　精霊の体は普通の現象では傷つかない。

　魔力の塊でもぶつければ別だが、今回のような風の塊ならなんともないんだ。

「この間よりも強くなってるじゃないか。よくやったぞ、カイル」

「うん！　鶏たちが風の見方を教えてくれたんだよ」

「そうか、あいつらまともに空飛べないのに、やっぱり鳥なんだな」

　セイゼルが感心したように頷く。

　精霊鶏たちの親玉は、厳つい雄鶏の精霊ルシファーだ。

　普通の鶏だった時期に大陸を横断する旅を経て牧場に辿り着き、凶暴な狼相手にも一歩も引かない強さを見せていた。

　精霊になった今でも鶏舎の主として君臨しており、カイルにいろいろな戦い方を教えていた。

　ついでに言うと、ルシファー率いる雄鶏軍団は、この牧場でもかなりの武闘派だ。精霊としての力はあまり強くないが、群れとしての強さなら、一、二を争うのは間違いない。野生の狐程度なら、誰の力も借りずにあっさり撃退するくらいだ。

　今回の魔法も、ルシファーがいろいろコツを教えたんだろうな。赤ん坊のカイルに面白半分で羽をむしられてもひたすら我慢していたあいつの姿を思い出して涙が滲にじむぜ。
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　霧の谷はどの季節もジメジメしていて、どこか薄暗い。

　一年中いろんなキノコが生えているっていう環境だから当然だが、オレとしてはあんまり愉快な場所じゃなかった。

「うおっ!?」

　ぶおん、と目の前をでかい虫が通り過ぎていく。

　虫の野郎、オレを餌だと思ってるんじゃないだろうな。

「ロッキュ、大丈夫？」

「おう、なんともないぜ。カイル、アリサと手を繋つないでおけ、足場がよくない」

「うん、わかった。――アリサ！」

　カイルが走り、少し前を歩いていたアリサに追いつく。

　さらに前方には、アリサの父親の姿が見えた。籠を背負っており、周囲に目を配っている。

「どうしたの、カイル」

「手を繋ごう！」

「えっ」

　アリサが頬を染め、戸惑う。

　うんうん、そういう反応になるよな。まったく素直な娘だ。オレ的には好感触。

　人間ってのは素直が一番だ。相手を出し抜こうとし始めると、途端に人間ってのは濁っていくからな。

「地面がちょっとぬかるんでるし、手を繋いでたらどっちかが転んでも大丈夫でしょ？」

「あー、そういうこと」

　アリサはカイルの言葉を聞くと、少し残念そうな表情を浮かべる。

　カイルめ、余計なことまで言いやがって……いや待て……。

（アリサの今日の服可愛いし、汚れたら可哀そうだもん）

　カイルの心の声が聞こえてくる。

　よし、それを口に出すんだ。お前ならできる。――いや無理か。いけるか？

「別にいいよ。それにわたしが転んだせいでカイルも転んじゃったら嫌だし」

「そんなこと気にしなくていいよ！　僕が転ぶより、アリサの可愛い服が汚れる方が大変だって！」

「可愛い？　本当に？」

　ちょっと不満そうだったアリサの表情が一気に華やぐ。

　その切り替わりはまるで、花が咲いたかのようだ。やっぱり女の子はこうじゃないとな。

「これ、お母さんが作ってくれたの。カイルも可愛いって思う？」

「うん。アリサにすごく似合ってるよ」

「えへへ、そっか。じゃあ、手を繋いであげる！」

　アリサが笑顔でカイルの手を取る。

　ちょうどオレを挟んでふたりで歩き出した。オレの姿は見えてないが、ちらちらとカイルに目を向けているせいで、ちょっと居心地が悪い。

　まるでオレがふたりの間で邪魔してるみたいじゃないか。そんなつもりなんてまったくないのに。でもここから逃げたら、それこそ邪魔してたことを認めるようなもんだ。

「ふんふんふふ～～ん♪」

　ふたりの歌声が森の中に響く。

　オレはそのリズムに合わせて頭を揺らしながら、周囲に気を配っている。

　たまに動物の気配があるが、あいつらは基本的に人間に近付こうとしない。

　その上、カイルの力を感じ取れば、万が一にもちょっかい出そうなんて思わないだろうさ。

　精霊魔法が自然の力なら、自然の中で生きる動物にとっては、精霊魔法の使い手であるカイルは自分たちよりも強い存在ってことになるからな。

　正直、オレが見張りをする意味もほとんどないんだ。

「大きな白樺の妖精が♪」

「妖精が♪」

「冬眠前のクマに言いました♪」

「言いました♪」

「他のみんなは寝ているよ。君はどうして起きてるの？」

「起きてるの？」

「クマは笑って言いました♪」

「言いました♪」
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　アリサの歌にカイルが続く形で、ふたりは楽しそうに歌っている。

　この辺りに伝わる民謡で、白樺の精霊と冬眠が下手くそなクマの話だ。

「ちゃんと寝たさ。寝てたのさ♪」

「寝てたのさ♪」

「でも、寒くて起きちゃった♪」

「起きちゃった♪」

「だから、あたたかい春になってから♪」

「なってから♪」

「寝ることにしたんだよ♪」

「したんだよ♪」

　ふたりはそこまで歌ってから、顔を見合わせて笑い出す。

「ふふふ、変なクマ」

「でも、寒いと眠れないから、僕は気持ちがわかるよ。冬になると、動物たちに囲まれないと、寒くて眠れないんだ」

「わたしも。お母さんと一緒じゃないと寒いわ。お父さんはイビキがうるさいし……」

　本来は冬眠できず徘徊する熊もいることを子供たちに教えるための歌だが、カイルもアリサも間抜けな熊の話としか認識していない。

　まあ、子供の記憶に刻み込むには、笑い話か恐怖のどちらかということになるから、仕方のないことだ。

　それ以上の知識は、追々学んでいくだろう。オレはカイルの耳元に口を寄せ、囁ささやいた。元々アリサにオレの声は聞こえないが、なんとなくだ。

「カイル、遅れてるから急ごう」

「あっ」

　少し前方を歩いていたアリサの父親の姿が、霧に隠れそうになっている。

　それに気付いたカイルは、アリサの手を握って早足になった。

「アリサ、おじさんに置いてかれちゃう。急ごう」

「うん！」

　カイルに手を引かれたアリサは、少しびっくりした後に小さく笑い、カイルと一緒に歩き出した。軽やかなステップは、アリサの心中を表しているような気がする。

「あれ？　カイルの手、ちょっと大きくなった？」

「そうかな、自分だとよくわからないんだけど」

「絶対そうだよ。ほら」

　そういってアリサが繋がった手を掲げてみせる。

「うーん、そうかなぁ。僕はよくわかんないや」

「もう！　絶対そうだって！」

　アリサが頬を膨らませている。

　でも、オレはアリサが嘘を言っているとは思わない。実際、カイルの手は大きくなった。

　細くて小さい子供の手から、太くて大きな男の手になりつつある。それは、よく手を繋ぐアリサだからこそわかる変化なんだろう。

（カイルも誰かの手を引けるようになったってことか）

　オレは感慨深くなって、思わずため息を漏らしそうになった。

　あんなに小さかった弟分が、ここまで成長している。家事精霊なんてやっていると、その家の子供たちの成長を見ることはよくあるが、カイルほどオレに近しい人間はいなかった。

　あの家で生まれ育った子供は、全部で二〇人ほどいた。だが、大抵の子供は、五歳を過ぎればオレの姿が見えなくなってしまう。

　それまで一緒に遊んでいた子供が、オレのことを認識できなくなるのは悲しいことだが、同時に子供にとってはいいことなんだ。人間たちの世界に溶け込めるようになったってことだからな。

「ロッキュ、どうかした？」

　だから、オレはこうしてカイルと話せることが嬉しいと感じると同時に、不安も感じている。

　オレと話し続けられているということは、まだカイルは人間たちの社会に馴染めていないということではないのか。

「いいや、なんでもない。それよりも、そこに木の根があるぞ」

「わっ、本当だ。アリサ、足元気をつけてね！」

「本当だ。ありがとうカイル！」

　木の根を避けるふたり。

　楽しそうに歩くふたりは、どこからどう見ても普通の人間の子供だ。なんにもおかしなところはない。片方が精霊に育てられたなんて、誰も想像しないだろう。

　それはつまり、オレたちの子育てが上手くいったということだ。苦労した甲斐があった。

（でも、仕上げに失敗したら元も子もない）

　オレは固く握られたふたりの手を見つめ、そろそろオレたちがカイルを突き放す必要があるのかもしれないと思った。




◇　◇　◇




「おじさん、ありがとうございました！」

　キノコが入った籠を受け取ってカイルが頭を下げると、アリサの父親は豪快に笑った。

「はっはっは！　気にするな！　セイゼルとリオーネには世話になってるからな。セイゼルには、また酒でも飲もうと伝えておいてくれ」

「はい！」

　セイゼルとアリサの親父さんは、事あるごとにどちらかの家で酒を飲む仲になった。

　精霊と人間の関係としては珍しいが、セイゼルもアリサの親父さんも楽しそうだ。いつか別れが来るのは間違いないが、それまで楽しんじゃいけないって決まりはない。

「ちょっとお父さん！　またお酒飲むつもり？　お母さんに怒られてたでしょ！」

「そりゃひとりで飲むからだ。ご近所さんとのコミュニケーションなら、あいつだってそこまで目くじら立てないさ。次の狩りの打ち合わせもしたいしな」

「むー、そういう言い訳ばっかり上手いんだから」

「お前もあいつによく似てきたなぁ。あんまりガミガミうるさいと、カイルに怖がられるぞ」

「もう！　またそうやってカイルを引き合いに出す！　カイルはいい子だから、わたしが怒るわけないでしょ！」

　そんな親子のやりとりを、オレとカイルは笑いながら眺める。

　どこの家も、精霊も人間もたいして変わりはしないんだと思った。

「あれ？」

　そんなことを思っていると、カイルが首を傾げる。

　カイルの視線の先を見ると、街道を二台の馬車が進んでくるところだった。

　オレたちの牧場の方角からだ。

「山の向こうから来たのか？」

「珍しいね。商人さんかな？」

　カイルが首を傾げるのも当然だ。

「わざわざこっちの山道を通る奴がいるとは思えないが、どこかで土砂崩れでもあって街道が塞がれたのか？」

　本来予定していた街道が使えず、こちらの街道を迂回してくる奴らはいる。

　だから、そういう連中かとも思ったが、それにしては様子がおかしい。

「おいカイル、あの連中、なんかおかしくないか？」

　オレがそういうと、カイルは首を傾げる。

「そうかな？　どこがおかしいの？」

「いや、具体的にどこがって言われると困るけど、なんかおかしいと思わないか？」

「そうかなぁ」

　馬車はゆっくりとオレたちに近付いてくる。

　アリサとその父親も馬車に気付いたようだ。

「おや珍しい」

　アリサの父親もオレと同じ疑問を持ったらしい。

　馬車に近付くと、御ぎょ者しゃ台だいにいた男に話しかけた。

「やあ、山道ご苦労様。こんな道を通るなんて、どこかで事故でもあったのかい？」

　アリサの父親に話しかけられた男は、オレたちをひと通り眺めた後、愛想笑いを浮かべた。

　警戒しているようにも見えるが、初対面の人間に急に声をかけられたら、誰でも同じような感じになるかもしれない。

（こうなったら……）

　オレは目の前の男の心を探ろうと集中した。

　しかし、どうにも上手くいかない。

（ちっ、やっぱりカイルみたいにはいかないか）

　オレは普通の家事精霊だ。人間の心を読むのは専門じゃない。

　赤ん坊や子供、動物みたいな単純な心なら読み取ることができるが、大人の心ってのはどうにも複雑で読み取りにくい。他の感情を塗り潰すような強い感情なら読み取れるかもしれないが、この男みたいにいろいろごちゃごちゃ考えているようなときはどうにもならない。ただ、焦りの感情が少し強いような気がする。でも、これだけじゃあな。

「いやぁ、実はこの辺りに慣れてなくて途中で道を間違えてしまいましてね。まあ、ちょっと険しいが同じ目的地には行けるってことで、そのまま進んだんですよ」

　御者の男はそういって困ったように笑う。失敗してしまった人間の顔そのものだ。そう考えると、さっきまでの固い表情もなんとなく理解ができる。

　遅れを取り戻す方法を考えていたんだ。

「ああ、なるほど。確かにこの辺りの方ではないようですね。でもここから先は穏やかな山道ですから、大丈夫ですよ」

「そりゃあよかった！　商品に傷がついたら大変ですからね」

　商人はそう言って、幌に隠れた荷台を見る。なるほど、さっきの焦りはそういうことか。

　確かに理屈は通る。

「実はかなりの貴重品を運んでいましてね。お見せできないのが残念ですが……」

「いやいや、こちらも久しぶりに外の方と話せてよかった。そうだ、うちでお茶でもいかがです？」

　アリサの父親がそう誘うと、一瞬御者の男は目を細めた。

　しかし、すぐに元の愛想笑いを浮かべると、頭を振る。

「いや、せっかくのお誘いですが、遠慮いたします。取引相手が待っているものでね」

「そりゃ残念だ。商売の成功を祈っていますよ」

「ありがとうございます」

　御者の男はそう言って馬を歩かせ始める。

　二台の馬車は、ゆっくりと山道を進んでいく。

　カイルはその馬車をじっと見つめ、不思議そうな顔をしていた。

「どうしたカイル」

「うん、あの馬車、普通の馬車とは違うなって思ったんだ」

「あん？」

　オレはカイルにそう言われて馬車を見たが、馬車の違いなんてオレにはさっぱりだった。家事精霊は家具を作ったりすることはできるが、馬車は作れない。

　ずいぶんしっかりした馬車だってことはわかるが、長旅をする馬車なんてどれも似たようなものだろう。牧場で使っているような、年代物の荷車とはモノが違う。

　でも、カイルが気になるっていうなら、何かあるのかもしれない。

　人間のことは人間の勘の方がアテになるんじゃないか。

「どこが違うんだ？」

「ええと、よくわからないんだけど、ずっと金属の音がしてるんだ。キイキイって。なんだろう、聞いたことがない音だ」

　カイルは何度も首を傾げた。

　聞いたことのない音か。うーん、牧場にはない音ってことだよな。

　でも、人間の街なんてそんな音ばっかりだろうしなぁ。

　人間たちは自分たちの生活を楽にするためにいろんな道具を作る。オレたちが見たこともないような道具だってたくさんあるに違いない。

　商人ってことなら、そういうものを載せてる可能性だって十分ある。具体的にどういうものかはわからないけどな。オレはとりあえず、不安そうなカイルを安心させるために自分の考えを説明する。

　カイルが小さな頃からしてきたことだ。こいつはきちんと説明すればわかってくれる。

「そういう荷物載せてるってことか。まあ、そういうこともあるだろ、商人だし」

「そっかぁ」

　確かにカイルにとっての馬車は、野菜や肉を運ぶためのものだ。

　だから金属音が聞こえる馬車というのが珍しいんだろう。カイルにとっての馬車の音は、車輪が回る音と、車軸の木が擦れ合う音だろうからな。

　そこまで考えて、オレはアリサのおふくろさんが前に話していたことを思い出した。

　買い物のために街に行ったとき、四頭の馬が引っ張るとんでもなくでかい馬車を見たらしい。

　その馬車はいろいろな部分が金属でできていたって話だ。

「長旅をする馬車は、丈夫にするためにいろんなところを鉄や鋼で作るらしいし、まあ、気にしなくてもいいだろ」

「そうだね」

　カイルは納得したのか興味を失ったのか、商人を見送ったアリサの父親とアリサの会話に交ざり始める。

　次の狩りの日取りとか、目標なんかの話をしてるようだ。

　オレは遠ざかっていく馬車を眺めながら、今日の夕飯のメニューに想いを馳せた。これだけキノコが手に入ったんだから、しばらくは美味いキノコ料理が楽しめそうだ。
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　カイルとキノコ料理の話をしながら家に帰ると、リオーネの怒号がオレたちを出迎えた。

「!?」

　オレとカイルは首を竦すくませるが、すぐにわかった。さっきの怒鳴り声は、オレたちに対してのものじゃない。

「あなたはいったい何をしていたの!!　群れの長が聞いて呆れるわ!!」

「すまない！　牧場に近付いてきた狼を追って森に入っていて、奴らに気付かなかった」

　慌てて扉を開けた瞬間にオレたちの耳を貫くリオーネの怒号と、リオーネの前で平へい伏ふくするセイゼルの情けない声。

　オレとカイルは驚いて顔を見合わせると、すぐにふたりに近付いた。何か揉めているなら、仲裁しないとな。

「ふたりともどうしたの？　ケンカしてるの？」

　カイルがそう言葉をかけると、ふたりは今初めてその存在に気付いたかのように驚いた表情を浮かべる。どうやら、オレたちが帰ってきたことにも気付いていなかったらしい。

　このふたりがカイルの気配に気付かないなんて、いったい何があったっていうんだ？

「カイル、帰ってたのね」

「無事だったか。よかった」

「うん、ただいま。それよりもどうしたの？」

　カイルは背負っていた籠をリオーネに渡しながら、先ほどと同じことを質問した。

　リオーネたちは一瞬視線を交わした後、頷き合った。

　そしてセイゼルがカイルに向き直る。

「実は、黄金羊の子供が一頭、盗まれたんだ。一番小さいあの子だ」

「えっ!?」

　カイルが目を丸くする。

　黄金羊は精霊化した羊の一種で、黄金羊同士から生まれた子も黄金羊になる。

　その羊毛は非常に高価で、この牧場にとっては貴重な収入源のひとつだった。

「半年前に少しだけ金羊毛を売りに出しただろう？　おそらくそのときに目をつけられたんだ」

「そんな……。あの子はやっと自分でご飯を食べられるようになったばかりなのに……」

　カイルが顔を歪め、震え、泣きそうな声を出す。

　オレはカイルの頬を撫で、慰める。

「大丈夫だ。奴らだって大事な羊を傷付けるようなことはしない。それに黄金羊なんて目立つもの、探せばすぐに見つかるさ」

「うん。そうだよね」

　オレの言葉は真実だ。

　でも、すべてじゃない。

　黄金羊が珍しいことも事実、探せば見つけ出せるというのも事実。だが、この牧場に連れ戻すことは面倒だ。

　しかし、カイルに悲しい顔をさせておくのは、リオーネの機嫌を考えても危険なことだった。

「…………」

　今のリオーネの表情をひと言でいえば、〝憤ふん怒ぬ〟だ。

　青筋が浮かび、全身から怒気を発している。

　群れの仲間が連れ去られたとなれば、特に仲間意識が強い精霊狼のリオーネが怒り狂うのは当然だった。

　彼女にとって、仲間は自分の命よりも大切なものだからだ。

「――すぐに街に行くわ」

「いやいや、待て待て待て！　今のお前を行かせるわけにはいかない！　盗人どもをどんな目に遭わせるかわかったもんじゃない!!」

「そうだよリオーネ！　落ち着いて！」

　セイゼルとカイルが、今にも飛び出そうとするリオーネを押さえ込む。

　セイゼルがリオーネの両肩を押さえ、カイルが腰に抱きついている状態だ。

　ちなみにオレは、カイルの頭の上でリオーネの一本に括くくられた髪を掴んでいる。くそっ、なんて力だ。じりじりとオレたちが引き摺ずられていく。

「でも、早く連れ戻さないと、どこか遠くに売り払われたらどうしようもないわ。私たちはこの牧場から遠く離れられないのよ？」

「それはそうだが……」

　精霊という生き物は、基本的にその土地に縛られるものだ。

　家事精霊であるオレも、この家か、家族から遠く離れることができない。

　リオーネとセイゼルも同じで、この牧場を守りたくて精霊になったために、この牧場から遠く離れることができなかった。

　もしも長期間離れてしまえば、消滅することになる。

　消滅までの期間は、精霊ごとに差があるが、基本的には強い力を持っているか、逆に子供で消費する力が少なければ長い時間精霊としての存在を維持できる。このあたりは、精霊ごとに差があるから、具体的に何日とかはわからない。
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「それに、犯人の顔も知らないんだ。連中、匂いも残していかなかった」

　おそらく番犬を警戒してのことだろう。

　盗人は自分たちの匂いを消して牧場に近付き、黄金羊を連れ去った。リオーネが盗人に気付かなかったくらいだから、相当な手て練だれだ。焦って追いかけても、捕まえられるかわからない。

「――あれ？　そういえば、あの馬車って……」

　リオーネの腰に抱きついていたカイルが、そう呟つぶやくのが聞こえた。

　馬車……そう、馬車だ。

　オレたちは今日、怪しい馬車を見ている。

「リオーネ、セイゼル、オレたち、犯人を見ているかもしれないぞ」

　そう言ったときのふたりの顔は、こう言っちゃなんだが、とても面白かった。










第二章　羊泥棒を追え！




　オレとカイルがキノコ狩りの帰りに出会った馬車のことを話すと、ふたりはカイルを大いに褒ほめちぎった。

　カイルはオレが思っていたよりも馬車のことをよく観察しており、その形や御者台にいた人間たちの顔をかなり正確に記憶していたからだ。オレは知り合いならともかく、赤の他人の顔までは見分けられないから、本当にカイルの手柄だ。

　リオーネたちは絵を描くのが得意な絵筆の精霊を連れてきて、カイルの記憶通りに馬車と人間たちの絵を描かせる。絵筆を持った元イタチの精霊はカイルの記憶を読み取り、かなり精巧な絵をあっという間に描き上げた。この精霊は死んだ後に自分の毛で作られた絵筆に宿った変わり種だった。

「こんな感じ？」

「ううん、もうちょっと眉毛はこう、薄かったかな」

「ふんふん、この国だとあまり見ない感じの顔立ちだね」

「そう？」

　絵筆精霊は精霊としては珍しく、人間の顔立ちを見分けることができた。

　絵筆になった後にいろいろな人間の絵を描いてきたかららしい。不思議な話だが、精霊なんてそんなもんだ。曖あい昧まいで、不確かで、いい加減なんだ。

「こんな感じでどう？」

「あ、似てる」

　カイルがそう言うと、イタチは完成の印ということで絵の隅っこに自分の似顔絵を描き、肉球判を押した。そして、セイゼルに手渡す。

　絵を受け取ると、セイゼルは勢いよく立ち上がった。

「ふたりともよくやった！　すぐにお隣さんのところに行ってくる！」

　そう言ってセイゼルは獅子の姿になって家を飛び出し、リオーネはカイルの頭をぐりぐりと撫でた。絵筆精霊はカイルの懐に収まっている。

「すごいわね、カイル。これできっと泥棒たちを捕まえられるわ」

「うん」

　しかし、リオーネに褒められても、カイルの表情は浮かないものだった。

　心配なんだろうと思ったが、それだけではない気がする。

「おい、カイル。羊のことはセイゼルに任せて、お前は夕飯食って寝ろ。リオーネ、もう夕飯はできてるんだろ？」

「そうね、今日はキノコ狩りで疲れてるでしょうし、たくさん食べてゆっくりした方がいいわ」

「――うん」

　リオーネに連れられ、夕食の用意されたテーブルに向かうカイル。

　オレはその沈んだ表情を見ながら、自分には何ができるか考えるしかなかった。
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　精霊の中には、眠る必要のある奴とない奴がいる。

　家事精霊は眠る必要がある精霊で、それは人間と同じ生活をすることが存在に刻み込まれているからだろう。

　オレもカイルが寝入ったことを確認してから自分の寝床である籠に入るのが日常で、この日もそうして眠っていた。

　だが、深夜ふと目を覚ますと、カイルのベッドはもぬけの殻だった。

「カイル？」

　オレは慌ててカイルのベッドに飛び降り、カイルを探し始める。

　着替えはそのままになっていたから、遠くに行ったわけではないだろう。トイレかと思って部屋を出ると、窓から見えた羊厩舎に明かりが見えた。

「もしかして……」

　オレは窓を開け、羊厩舎に向かう。夜の空気はかなり冷たく、オレの体はぶるぶる震えた。震える体で厩舎の壁をよじ登る。

「よ……っと」

　こっそり屋根の通風口から中を覗き込むと、カイルが羊たちの真ん中で一頭の黄金羊に抱きついていた。

「ごめんね、ごめんねカリン。僕がもっと早く気付いてたら、ミシェルを連れ去られなかったのに……」

　カイルは黄金羊の毛に顔を埋め、泣いているようだった。

『いいの、いいのよカイル。あなたが無事でよかった。ミシェルを連れ去るような人たちだもの、あなたにだって危険はあったはずよ』

「でも、カリン泣いてるよ。みんなだって悲しそうだよ」

　他の黄金羊だけではなく、普通の羊たちも子供を連れ去られて動揺しているのは間違いない。

　カイルの周囲に羊たちが集まっているのは、少しでも不安を和らげるためだろう。

『ニンゲンはひきょうだ』

『ニンゲンはひどい』

『ニンゲンなんていらない』

　羊たちの心がこっちにまで流れ込んでくる。

　きっとカイルにも聞こえているだろう。オレは羊たちを止めようと身を乗り出し、誰かに体を掴まれた。

「!?」

「静かに」

　それはセイゼルだった。

「やっぱり、ここにいたのね」

　リオーネもいる。

「お前ら、何やってるんだよ」

「それはお互い様だ。まあ、他の動物たちも似たような状況だけどな。ほら」

　そう言われて羊厩舎の周りを見ると、他の厩舎から牛や馬たちが顔を出している。

　それぞれ落ち着かない様子で頭を上下させたり、荒い呼吸を繰り返していた。

「カイルの悲しい声が聞こえてきて、みんないても立ってもいられなくなったのよ」

　どいつもこいつもカイルに甘い奴らばっかりだ。

「でも、羊連中は人間を恨んでるぞ。カイルも人間だっていうのに」

「普通の羊たちにとっては、カイルが人間っていう認識はないからな。カイルはカイル、その他の人間が人間だ」

　通風口から再び中を覗き込むと、黄金羊たちが普通の羊たちを小突き回しているところだった。

　小突かれているのは先ほど、人間たちへの恨み言を漏らしていた連中だ。

『お前たち、カイルのことが嫌いなのか！』

『違う……』

　若い精霊羊がそう答えると、次々と他の羊たちも答える。

『カイル、きらいじゃない』

『カイル、ともだち』

『カイル、なかま』

　黄金羊も普通の羊も、しょんぼりと頭を垂れている。

　黄金羊たちの長は、ノアという雄羊だ。ひと際大きく、立派な角で巨大な熊や猪と真正面から戦うだけの力を持っている。

　セイゼルと真正面から戦えるという事実だけでも、その強さがわかるだろう。人間の姿は山男って感じの髭面づら爺さんで、その強こわ面もてで人間たちをよくビビらせていた。

『なら、人間がどうのと言うのはやめろ。それにミシェルを取り返す方法はいくらでもあるんだ。セイゼルたちに任せて、お前たちは静かに待っていろ』

　ノアにそう叱られた羊たちが、一頭ずつカイルに頭を擦りつけて自分の寝床に戻っていく。

　どうやら謝っているらしい。

　カイルは羊たち一頭一頭に声をかけながら、頭を撫でてやっていた。

「ごめんね」

「ちゃんと連れ戻すから」

「おやすみ」

　そんな感じで羊たちのことを慰なぐさめ終わると、カイルはノアに顔を向けた。

「ありがとう、ノア」

『いいんだ、カイル。お前が優しい子なのはよく知ってる。気にするなとは言わないが、あまり悲しむな。ミシェルだって、お前が悲しんでいれば自分を責めるだろう』

「うん、わかった」

『今日はカリンと一緒にいてやってくれ。お前が一緒なら、落ち着いていられるだろう』

「うん」

　カイルは再び、カリンの毛に顔を埋める。

　普通の羊と違って、黄金羊の毛は魔力を宿しているため油も汚れもつかない。そのまま眠っても汚れることはないだろう。オレは毛が絡んで首が絞まったことがあるから、黄金羊に埋まって寝ることはしないけどな。

「……大丈夫そうだな」

　オレはカイルが寝息を立て始めたのを確認してから、セイゼルやリオーネと一緒に家に戻った。

「ノアを納得させたのか？」

「ああ、あいつは加減を知らないからな。ミシェルを盗んだ奴らを街中で挽肉にしかねない。だから俺とリオーネ、エリザベスたちみんなでなんとか説得した」

　オレたちが帰る前にあった騒動を想像し、オレはため息を吐いた。

「ノアがおとなしくしていたから話はしてるだろうと思ったけど、よく納得したもんだ」

「カイルよ。あの子のことを考えてって説得したの」

「どういうことだ？」

「私たちが騒動を起こせば、ここに街の人間が来るかもしれない。そうしたらカイルの存在がいろんな人間たちの耳に届くでしょう。そうしたら、カイルを狙う連中がやって来るかもって言ったの」

「なるほどな」

　ノアが自分の怒りを堪えたんだから相応の理由だとは思ったが、まあ、カイルのことを考えろと言われたら我慢するしかない。

「相手が手練れである以上、ミシェルのことを粗末に扱うこともないからな。これが飢えた狼とかなら、すぐに追いかけて取り返してたさ」

　人間たちの強欲ぶりはよく知っている。もちろん、それが悪いことだなんて思っちゃいない。

　人間たちはその欲望のお陰で生きていられるからだ。オレたちも、そういう人間の欲望のおかげで家族ができて、幸せに暮らすことができた。

「子羊を狙うあたり、本当に手練れらしいな。これが大人の羊だったら、抵抗している間に他の動物たちが気付いただろうし」

「たまたまミシェルが群れから離れていた隙を狙ったようだ。ずっと機会を窺うかがっていたとは思えないから、本当に運が悪かったんだろう」

「牧場の周りに怪しい奴がいれば、私たちが気付かないはずないもの」

　リオーネの言う通りだ。

　何日も怪しい奴が縄張りにいたら、警戒するし、場合によっては排除する。たまたま近くを通りかかっただけの可能性もあるから、いきなり攻撃するような真似はしない。もちろん、牧場の中に入り込んだら速攻で叩き出すけどな。

「気配消しの魔法道具は確実に使っていたと思う。あと臭い消しの薬草だな」

「牧場犬対策は完璧だったわけか。リオーネの鼻も誤魔化されたわけだし、本当に手練れだったんだな」

「いや、リオーネに関しては料理中で鼻が利かなかったってのもあるかもな。今日の料理、タマネギ入ってただろう？」

「ああ、そういうことか」

「…………」

　リオーネが恥ずかしげに顔を伏せる。

　タマネギで鼻が利かなくなる精霊狼か。いや、仕方がないんだ。うちのタマネギは周囲に漂う精霊たちの力を取り込んだ特別製で、精霊の体にも影響を与える。それだけに精霊たちにとっても美味いメシになるんだが、何事もいい事ばかりじゃないってことだな。

「とにかく、明日にでもミシェルを探しにいくことにする。気配が見つからなくても、臭いかなんかの痕跡を見つけることはできるはずだ。最悪、魔法で周囲を丸ごと調べる」

　セイゼルがそう言い切ると、オレとリオーネは頷いた。

「じゃあ、もう寝ましょう」

　リオーネのひと言で、オレたちはそれぞれの寝床に向かった。オレはカイルの部屋にある寝床に戻ってから、天井を見上げ、カイルはどうするのだろうと思った。あんなに悲しんでいたら、カイルの方が体を壊しちまう。人間の心は体を壊すんだ。

「あの馬鹿」

　体ばかり大きくなったところで、人間は大人になれない。

　責任ってものを理解して、ようやく一人前になれるんだ。そういう意味では、カイルはまだまだ子供だ。

　自分に責任がないことまで背負い込んで、悲しむ。

「――本当に、大馬鹿野郎だ」

　オレは布団を被り、不ふ貞て寝ねした。
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　カイルの行動は早かった。

　オレの予想を遙かに超えていた。誰の教育のせいだろうなクソッタレ。

「おいおいおい、本気かカイル」

　日の出前、カイルは静かに部屋に戻ってくると、よそ行きの服に着替えようとしていた。

　それだけじゃない。遠出をするときに使う鞄を引っ張り出して、食べ物やら着替えやらを詰め始めたんだ。

「うん、僕がミシェルを取り返す」

「危険だ。やめろ」

　オレはカイルの目の前に移動し、鞄の上に乗って妨害する。それでもカイルはオレを払いのけようと手を伸ばしてきた。

「嫌だ」

「駄目だって言ってるだろ！」

「嫌だ！」

　そう言って振り返ったカイルの目は、真っ赤だった。

　ずっと泣いていたに違いない。

「カイル……」

　オレはその目を見て、なにも言えなくなった。カイルがどれだけ悲しいか、一発で理解できたからだ。

　ミシェルはカイルにとって家族だ。家族を連れ去られて、それも犯人が自分と同じ人間で、自分たちの私利私欲のために盗み出したなんてことに耐えられるわけがない。それだけ、優しい奴なんだ。

「僕はミシェルのすぐ近くにいたんだ！　なのに助けられなかった！」

「それはオレも同じだ。きっと薬かなんかで眠らされてたんだろう。気付かなかったのは仕方のないことだったんだよ」

　もしもミシェルの意識があったなら、馬車を見つけた時点でその声が聞こえていたはずだ。

　その場でオレたちが奴らをどうこうすることはできなかったにしても、すぐにセイゼルたちを呼んで盗人どもを叩き潰すことはできた。

　精霊獅子と精霊狼は、人間たちが束になったところで勝てる存在じゃないからだ。

　人間との戦いに慣れていないカイルとは違う。あいつらは何度も人間たちと戦ってきた。たとえ相手が精霊との戦いに備えていたとしても、負けることは考えられない。

「でも、僕は許せない。自分も、あの人たちも」

「――そんな顔するなよ、カイル」

　カイルの顔には、悔しさと憎しみが浮かんでいた。

　オレはカイルのそんな表情を一度も見たことがなかったから、ひたすらに悲しかった。

「リオーネとセイゼルにはロッキュから話しておいて」

　カイルのそのセリフに、オレはぎょっとした。

「なっ!?　お前まさか、オレを置いていくつもりじゃないだろうな！」

「だってロッキュはこの家からあんまり離れられないじゃないか。それに、僕を止めるっていうことは、危ないってわかってるんでしょ？　危ないところにロッキュは連れていけないよ」

「そこまでわかってるなら、なおさらお前ひとりで行かせられるわけないだろ！」

　オレがそう言ったとき、扉の向こうからガタンという音が聞こえてきた。

「!!」

　オレとカイルの動きが止まり、そのまま数秒が経過する。

　もしかしたら、リオーネかセイゼルが起きてきたのかと思い、オレは扉のノブに飛び乗って静かにそれを回す。

「……これは」

　ドアを引くと、廊下の床に丈夫そうな布に包まれた何かが置いてあった。

「どうしたの？」

「カイル、こっち来てみろ」

　オレに言われるがまま、カイルはドアに近付く。

　そして恐る恐る廊下に顔を出すと、床に置いてあった荷物に気付いた。

「なんだろう」

　そう言って、カイルは荷物を部屋に引っ張り込み、布に包まれた中身を見た。

「あっ」

　それはカイルのサイズの旅たび装しょう束ぞくだった。

　外を包んでいるのは外がい套とうで、黄金羊の毛で作った頑丈な上着とズボンが綺麗に畳んで収まっている。

　そして、その上に牧場近くで暮らす精霊鹿の角で作った魔法杖が置いてあった。杖は魔法の力を何倍にも引き上げ、その上扱いやすくしてくれる。ただ、鍛錬のときはむしろ邪魔になるってことで使っていない。

　それを置いていったってことは、これが必要になる状況も考えられるってことだな。

「これって、セイゼルとリオーネが？」

「ああ、そうだろうな」

　ふたりはカイルがこっそり街に向かうことがわかっていたんだろう。血は繋がっていなくても親は親だから当然だろうが、オレとしては少し意外だった。

「あのふたりのことだから、オレと同じように止めると思ったんだけどな」

「――ふたりも、人間が嫌いになったのかな？」

　そう言うカイルは、今にも泣き出しそうだった。

　オレはカイルの頭に飛び乗り、思いっきり蹴飛ばした。

「いたっ」

「馬鹿言ってんじゃねえ。あのふたりがお前のことを嫌うわけないだろ。むしろあと何年かしたら、お前の方があいつらのこと煙たく思うはずだぜ」

　オレはセイゼルとリオーネが、成長したカイルの反抗期を恐れていることを知っていた。

　人間は成長の中で、親に反発することがある。

　それは人間が人間の社会で暮らすために必要な過程のひとつだと、ご主人が言っていた。そうやって反発することで衝突と和解を学ぶのだと。

　でも、セイゼルたちからすれば、カイルにとって必要なことであろうと、カイルに嫌われることは耐え難いことなのだ。

「きっと、お前を信じて行かせるつもりなんだ。お前もそこそこいい歳になったし、使える魔法も覚えたからな。自分で自分の身を守るくらいならできるはずだ」

　実際にはもう少し戦えるだろうが、ここでそんなことを言って調子に乗らせるのは不味い。カイルはよくも悪くも素直過ぎるからな。

　多少、自分の実力を過小評価させておくくらいがちょうどいい。もう少し大きくなれば、冷静に自分と他人の力を推し量ることもできるだろう。

「そうかな」

「そうに決まってるだろ。ほら、着てみろ。そうすりゃわかる」

　オレがそう言うと、カイルは旅装束に着替える。

　糸からボタンに至るまで、この牧場で採れたものばかり。

　牧場にいる精霊や動物たちの意思が、この服には宿っている。

「こいつは、そこらの魔導師の服より上等だな」

「そうなの？」

「ああ、すべてが精霊の賜物だぜ？　防御魔法を何枚も重ねがけしてるようなもんだ」

　人間たちの感覚でいえば、この服自体がとんでもない宝物だ。あまりにも高価過ぎて、買い手がつくかも怪しいくらいの価値がある。

「そっか……そうなんだ。だから、こんなにあったかいんだね」

　そう言って、カイルは外套を抱きしめる。

　そうだぜカイル。この服さえ着ていれば、この牧場の連中はみんなお前の側にいるんだ。ちょっとやそっとの危険じゃ、かすり傷ひとつつけられないはずさ。

「それじゃ、オレも支度するかな」

「えっ？」

「これ見てみろよ」

　オレはカイルの旅装束と一緒に入っていた、オレの旅装束を指差す。

「お前のお目付役として一緒に行けってことだろ？」

「でも、危ないって……」

「そんなのわかってんだよ。でもな、お前を放っておいたらどこで迷子になるかわかったもんじゃねえだろ。お前、近場の街しか行ったことないしな」

「確かにそうだけど……」

　カイルはそれでも心配そうだ。

　でも、オレにだって意地があるんだ。ここで引っ込むわけにはいかない。

「カイルがオレを連れていかないって言っても、オレは勝手についていくからな。まあ、お前から離れ過ぎたら、そこで一巻の終わりだろうけど」

　家事精霊は家か、その家族に宿る存在だ。

　その両方から離れたら、自分を保てなくて消滅する。

　火事で家が焼けて消滅した奴も、一家が流行病はやりやまいで全滅したことで自分も消滅することになった奴も知っている。

　家事精霊ってのは、精霊の中でもひと際脆もろい存在なんだよ。

「わかったよ。僕もロッキュが一緒なら心強いし……」

「決まりだな！　そうと決まればさっさと出発するぞ。動物たちがお前がいなくなったことに勘付いたら、勝手についてくるかもしれないからな」

「うん！」

　カイルはオレの言葉を冗談だと思ってるみたいだが、オレは本気だ。

　黄金羊の子供が連れ去られた今、カイルまでいなくなったとなったら、精霊も動物たちも大パニックに陥るだろう。

　そして、カイルを連れ戻すために百頭を優に超える精霊と動物たちの群れが山を一斉に下りるわけだ。

　何体かは牧場に残るとしても、精霊の数だけでも軽く十体はいくだろうな。たぶん、天気もぐちゃぐちゃになるし、土地の魔力も乱れて畑も荒れる。

　精霊ってのはそういう存在だ。

「……天変地異だぜ、へへ」

「えっ？」

　オレはカイルの言葉に答えず、手早く着替えを済ませる。

　夜が明けきる前に、牧場からある程度離れる必要があった。

「よし、行くぞカイル。まずは近場の街に行って、馬車の痕跡を追いかける」

「そこに着いたらどうするの？」

「そこからは、オレたちが着ている服がヒントになる」

　黄金羊の毛に宿っている魔力は、暮らしている場所に依存する。

「ということは、僕たちの服と同じ魔力を追いかければ……」

「そこにミシェルがいるってわけだ」

「よかった！」

　黄金羊の毛でできた服を用意したってことは、リオーネたちも同じ方法を考えてたんだろう。

　精霊のことは精霊が一番よくわかってるってことだ。ミシェルみたいな子供だと、自分の居場所をこっちに知らせるために何かするって考えはない。こっちが見つけてやらなきゃならないんだ。

「まあ、とりあえず出発してからだ。急ぐぞ、カイル！」

「うん！」

　カイルの肩に乗り、静かに扉を開けて廊下に出る。

　そのまま足音を忍ばせて階段を下り、そっと家を出た。

「――よし、大丈夫そうだな」

「うん」

　カイルの口から、白い息が出ている。

　山の朝はどの季節でも冷える。オレはカイルの首元に潜り込んだ。

「しっかり外套を羽織れよ。風邪ひいても、リオーネの看病はないんだからな」

「わかってるよ」

　カイルは外套の前をしっかり閉じると、牧場の門に向かって歩いていく。

　これまでだって、何度もこの門を通ってきた。何も特別なことなんてないはずなのに、今日は妙に緊張した。

「ロッキュ？」

　カイルが不思議そうな顔でオレを見る。

　オレはカイルの母親が眠っている方角を見て、心の中で祈った。

（カイルのこと、守ってやってくれよ）

　オレが何も言わなくたって、きっとあの女はカイルを守り続けるだろう。

　でも、今日は祈ってみたくなったんだ。
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　子供の足であっても、山道に慣れていれば数時間程度で山を下りることはできる。特にカイルは運動神経もいいから、途中で軽い休憩を挟んでスイスイと山道を下ってきた。本当はもっと早く下りることもできたんだが、あまり焦らせると怪我をするかもしれないから、オレが無理やり休憩を取らせたんだ。

　オレとカイルが麓ふもとの街に辿り着いたのは、昼を少し過ぎたあたりだった。日が高く、街ではたくさんの人間が動き回っていた。

「わぁ、この間来たときよりも人が多いよ！」

「前に来たのは秋も遅くなってからだったからな」

「あ、もしかして、雪が降るかもしれないから？」

「そういうことだ。下手に山で雪に降られたら、遭難するかもしれないだろ？　そうなると、旅人はオレたちの牧場近くを通る山の街道を使わなくなる」

　そこまで言うと、カイルが何かを思いついたように顔を輝かせた。

「そういう人たちに物を売る人たちもいなくなって、街から人が少なくなる！」

「おう、正解だ」

　まあ、それ以外にもいろいろ理由はあるんだろうが、カイルがわかってなきゃならないのはそのくらいだからな。

「お隣のおじさんも言ってたよ。冬になると買い物が大変だって。街に行っても何も売ってないんだって」

「元々そんなに人が多い街じゃないからな。人が少なくなれば、売り物だって減るさ。仕入れもタダじゃない」

「そっか、そうだよね」

　カイルは頭がいい。

　身内びいきだって言われるかもしれないが、こいつの地頭のよさはリオーネや他の精霊連中だって認めてるんだ。

　うちの精霊の中でも無駄に長生きな連中がそう言ってるんだから、間違いない。

「でも、それなら、ミシェルはこの街にはいないよね」

　カイルは周囲を見回しながらそう言った。

「ミシェルのことを珍しいからって連れていったんだから、たくさん人がいる街に向かうはず。珍しいものは、たくさんの人がいるから、珍しいんだ」

　カイルの推測はおそらく正しい。

　ミシェルをどうするにしても、でかい街の方が都合がいい。

　街はでかくなればなるほど、人が集まってくる。金を持っている奴らも集まってくるってわけだ。

「なら、街道を進んで〈ゼルディア〉の街を目指すか」

〈ゼルディア〉はこの街の軽く十倍以上の規模があるでかい街だ。

　住んでいる人間の数なら、何十倍にもなる。狭い中に人がひしめき合っている。そんな感じの街だ。

「〈ゼルディア〉は確か……この辺りで一番大きな街で、いろんな方向に道が延びてるんだよね」

「そうだ。この地方の街道の中心だな。どこに向かうにしても、〈ゼルディア〉を経由するのが一番安全になる」

　重要な街道が通ってるってことは、人間たちの兵士が巡回してるってことだ。黄金羊なんて貴重なものを、盗賊どもがうろつく危険な街道を使って運ぶわけがない。

　盗人どもは盗人でありながら、でかい街道を進むしかないってわけだ。同業者に獲物を盗まれるなんて、連中からしたら最悪も最悪だろうからな。

「それじゃあ、〈ゼルディア〉に向かおう」

「待て待て、お前の足じゃ〈ゼルディア〉まで何日かかるかわからない。その間にもっと遠くまで逃げられたら困るだろ」

「じゃあ、どうすればいいの？」

「馬車だな。毎日午前と午後に一本ずつ、〈ゼルディア〉行きの馬車が出てるはずだ。今は昼過ぎだから、午後の便に間に合うだろう」

「そうか！　じゃあさっそく馬車の停留所に……」

「だから待てっての」

　オレはカイルの髪を引っ張る。

「その前に、腹ごしらえと路銀づくりだ。そっちの袋を見てみろ」

　カイルは服と一緒に置いてあった革袋を開く。

　そこには、牧場で作った干し肉が詰まっていた。

「いくらかは保存食にとっておいて、残りはここで売って路銀にするぞ。どの肉も滅多にお目にかかれない代物だ。それなりの金になる」

　ご主人の時代から、牧場が街で売るものは干し肉やチーズだった。保存も利くし、運びやすい。他に服なんかも売っていたが、一番売れるのは食べ物だったな。

「ただ、こっちが子供だからってなめてくる可能性はある。そういうときのために……ごにょごにょ……」

「ええっ!?　本当にそんなことするの!?」

「別に法外な値段で売りつけようってんじゃないんだ。ハッタリだよ、ハッタリ」

　家事精霊はイタズラのプロフェッショナルでもある。

　ここらでひとつ、オレの妙技を見せてやるぜ。
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　オレたちは街の雑貨店に入り、カウンターに向かう。

　そこには店の店主らしい中年の男が、暇そうに座っていた。

「――干し肉を売りたい」

「あん？　あんた誰だ？」

「お前は旅人にいちいち名前を聞くのか？」

「ふん、余よ所そ者ものか。とりあえず、売り物を見せてみな」

　店主に促され、カイルが革袋から干し肉を取り出す。

　セイゼルが狩った超大物の肉だ。でかいから美味いとは限らないが、少なくともこの干し肉はそこらの安物なんかとは比べものにならないほどの味なのは間違いない。

「ふーん、そう悪いもんじゃないか。それじゃあ、このくらいでどうだ？」

「…………」

　フードを被ったままのカイルが、オレの方を見ている気がする。

　気がするというのは、オレがカイルの首の後ろ側にいるからだ。

　実はさっきから喋っているのはオレだ。カイルの声じゃ、どうやっても子供にしか聞こえないからな。ただ、オレの声は基本的に、精霊か、精霊が見える奴にしか認識できないから、今回は魔法でオレの声を少し低く加工して、大人の男の声に変えている。

「ほう、ここじゃ食料が余ってるみたいだな」

　店主が提示した金額は、相場の半分以下だった。

　声は誤魔化せても身長は誤魔化せないから、完全になめられている。

　いや、カイルの魔法ならそっちも誤魔化せたんだが、下手に魔法を使っていることに勘付かれるとそれはそれで面倒なんだ。

　魔法を使える奴はあまり多くないからな。どうやっても面倒事に巻き込まれる。

「別にこっちは、売ってもらわなくてもいいんだ。嫌ならさっさと帰りな」

　売ってもらわなくていいなんてのは、店主の強がりだ。

　この時期は街に人が増える。品物はひとつでも多い方がいい。そして、非常食ってのは常に需要があり、中でもいい仕上げをされた干し肉は旅人に人気がある。

「そいつはいい仕上げだろう？　普通に袋に詰めていても、軽く二ヶ月は保もつ。保存用の包み紙を使えば半年。きっちり食品庫で保存すれば来年や再来年だって食える」

「だ、だからなんだっていうんだ」

　店主の声が震えているのがおかしかった。

　こいつ、商売に向いてないんじゃないか。

　いや、こんな人間が百人足らずの小さな街の店なんて、こんな奴でも商売になるのか。

「――その干し肉、どう作ったか気にならないか？　オレの手作りなんだ」

　オレがそう言うと、カイルが店主に手のひらを向ける。

　そして、その手のひらに魔力を集め始めた。

「ひっ」

　店主は怯えたような表情を見せた。単なる発光魔法だっていうのに怯え過ぎだろう。というか、カイルからぼったくろうとしなければ、こんなことをする予定はなかったんだ。

　なにせ旅の途中だ。余計なトラブルは起こさないに限る。今回こんな風に強気なことをしているのは、最初の路銀を稼ぐのとカイルに経験を積ませたいからにすぎない。オレだって馬鹿じゃないから、理由もなくこんなことをするつもりはないんだ。

　オレはさっさと話が済むことを祈りながら、さらに凄む。

「――なあ、お互い気持ちのいい取引をしようぜ。別に脅して高く買わせようってんじゃない。疲れた旅人から小銭を巻き上げるようなことをしないでくれたら、それでいいんだ」

　オレとしては、カイルの前で滅多なことはしたくない。

　最低限、対等な取引さえしてくれればそれでいいんだ。人を脅すのが当然だなんてカイルに教えるつもりはない。

　今回教えたいのは、こっちをなめてくる相手にはきっちりケジメをつけさせろってことだけだ。

「わ、わかった。悪かった。まさか魔導師だなんて思わなかったんだ」

「――いくら田舎だからって、客を選べるほどじゃないだろう」

　カイルが手を下ろすと、店主はほっとしたように金を並べ始める。

　ほっとしたようなカイルの呼吸が聞こえてきて、オレは思わず笑った。まったく、こいつが悪人じみた真似をするのは一生無理だな。

　セイゼル相手ならバカスカ魔法をぶっ放せるこいつも、人間相手に魔法を向けるのはかなり抵抗があるみたいだ。

「確かにそうなんだが、実は少し前に手酷くやられてな。剣を突きつけられて、商品を安く買い叩かれたんだよ。その穴埋めをしたくてな、本当に悪かった」

「オレと同じ余所者か？」

「ああ、山から馬車二台で降りてきた連中さ。ここらの奴らじゃなかった」

「!!」

　カイルの体が震えた。

　どうやら連中がここを通ったのは間違いなさそうだ。

「ふーん、もしかしてこういう連中か？」

　オレがそう言うと、カイルは慌てて似顔絵を取り出す。

　それを見た店主は紙を握りしめながら震えていた。なんとか怒りを抑え込んでいるらしい。

「――こ、こいつらで間違いない。くそっ、あんたもあいつらにやられたのか？」

「まあ、ちょっとした揉め事さ」

「そうか。あんたも……」

　店主はオレたちに対する態度を少しだけ軟化させた。敵の敵は味方ってことかな。

　しかし連中、ずいぶん気がでかくなってるみたいだな。ミシェルを捕まえてもう大金持ちになったつもりらしい。

　その勘違い、徹底的に叩き潰してやろうじゃねえか。人様の家族を連れ去って、ただで済ませてもらえるなんて思っちゃいないだろうしな。

「そういうことなら、いくつか商品も買わせてもらうぜ。堅焼きのパンをいくつか包んでくれ」

「悪いね、魔導師さん。さっきのお詫びにおまけさせてもらうよ」

　そう言って店主は、奥の棚に置いてあった堅焼きのパンをいくつか袋に包んでくれた。

　保存用のパンだから味はたいしたことはないだろうが、それでもいつ作ったかわからないような奴を食べるよりはいい。

　カイルはまだ成長期なんだ。変なモノは食べさせたくない。

　家事精霊の力で食べ物の腐敗を遅れさせることはできるが、最初から腐ってたりカビたりしている食べ物はどうしようもないんだ。

「またこの街に寄ることがあったら、顔出してくれよ」

「おう、そうさせてもらう」

　パンの料金を引いた分を受け取り、オレとカイルは店を出る。

　そのまま路地裏に入り、カイルはフードを取った。

「はぁ……緊張した……。まさか人に魔法を向けることになるなんて……」

「向けるっていっても、単なる発光魔法だろ。リオーネとの鍛錬でだって、同じようにリオーネに向けて発光魔法を撃ってたじゃねえか」

　それも、狼の姿のリオーネに、だ。セイゼルはカイルの魔法を受け止めるが、リオーネは徹底的に避ける。そんな相手に魔法を命中させるための鍛錬をしていたんだから、カイルの魔法は百発百中といって間違いない。

「言っておくが、これからは人に魔法を撃つことを躊躇ためらうなよ。別にぶっ倒せって言ってるわけじゃないけどな」

「うん……」

　カイルは命を狙われているかもしれない。

　セイゼルとリオーネ、他の精霊たちはカイルの母親が人間に襲われた理由がわからない以上、いずれはカイルも狙われるという最悪の事態を想定した。

　自分の身を守るだけの力をつけさせようとしたんだ。

　その一環として、セイゼルやリオーネとの鍛錬があって、カイルはここ数年ずっとふたりに鍛えられてきた。

　その甲斐もあって、カイルはそこらの魔導師より魔法を上手く扱えるし、下手な兵士よりも殴り合いに慣れている。

　そうでもなければ、リオーネたちがカイルを旅に出すことはなかっただろうな。

「でも、リオーネは強いし」

「まあ、強いよな。確かに」

「うん、セイゼルも強いけど、リオーネの方が強いし怖い」

「それはオレもそう思う」

　完全に同意するしかない。

　リオーネがどう思っているか知らないが、セイゼルに逆らうことはあっても、リオーネに逆らうのは無理というのが牧場で暮らす連中の総意だ。

「前にリオーネに雷落とされたのって、いつだった？」

「うーん、いつだったかな」

　暇潰しのオレの質問に、カイルは考え込む。

　セイゼルと違って、カイルがリオーネに怒られることは滅多にない。半年に一度あるかないかくらいだ。

「先々月に、リオーネのご飯残したときかなぁ。アリサの家で果物たくさん食べ過ぎちゃって、あんまり食べられなかったんだよね」

「そういえばそんなことあったなぁ」

　いつも自分の作ったメシを残さず食べるカイルが残したって、リオーネが大騒ぎしたんだ。

　反抗期か病気かと大慌てで、セイゼルが止めてもまったく聞く耳持たなかった。カイルがなんとか理由を説明するとようやくおとなしくなったが、そういうことなら食事を作る前にひと言言っておくようにって叱りつけた。

　まあ、食べ物を無駄にしちまうから当然といえば当然なんだが、リオーネの顔は怒ってるっていうよりも、安堵そのものって感じだった。

「リオーネのメシ、お前は何が好きなんだ？」

「シチューと、胡桃くるみのパンかな。いくらでも食べられるよ」

「ああ、確かにあれは美味いよな。胡桃はある程度保存が利くからいつでも食べられるし」

　カイルのために料理の腕前を磨いたリオーネがこの話を聞いたら、泣いて喜ぶだろうな。あとで話してやるとしよう。いや、オレが怒られる時に取引材料にするのもいいな。

　お前が幸せになる話をしてやるから、説教を短くしろって。

「セイゼルの料理も僕は好きだよ。お肉ばっかりだけど」

「肉好きだからなぁ、あいつ」

　元々が猫だからか、セイゼルは肉が大好物だ。

　カイルにも、体をでかくするには肉が一番だっていって、よく食わせようとしていた。赤ん坊のカイルの口に血の滴る生肉を入れようとしたときは、精霊たち総出で蹴り飛ばして反省させたけどな。

「ミシェルを連れ戻したら、お土産に調味料とか買って帰ろうかな。どう思う？」

「悪くねえな。ここらじゃどうしても手に入る調味料に限りがあるし、でかい街に行くんならかさばらない調味料を買うのはいいかもしれねえ」

　どんな調味料にも使い出はあるし、土産にするにはこれ以上ないって代物だな。間違いなくリオーネもセイゼルも喜ぶ。

「それじゃ、帰りにでも買うとするか」

「うん！」

　カイルの元気のいい返事に、オレは頷いた。よし、だいぶ調子が戻ってきたな。

　このまま落ち着いてくれれば、旅もやりやすくなる。

「とにかく、金も手に入ったし、連中がここを通ったことも確認できた。ほぼ間違いなく〈ゼルディア〉に向かったはずだ」

「本当に？　他の街に向かったりしてない？」

「ここから行けるでかい街は〈ゼルディア〉だけだ。別の街に向かうとしても、必ず〈ゼルディア〉は通る」

「そ、そうだよね」

　カイルが不安に思うのも無理はない。

　相手が馬車である以上、その目的地を見誤ったら追いつくことはできなくなるだろう。

「それに、ミシェルはまだ子羊だ。普通の羊よりも気を使わなきゃ簡単に弱っちまう。連中だって商品が弱ったら困る。ミシェルの様子を確認しながらの移動になるから、そこまで素早い移動はできない」

「また眠らせたらいいんじゃ……」

「家畜ってのは食べさせたり運動させたりしなきゃ弱っちまうんだ。家畜専門の盗人ならそれを知らないはずはない」

　セイゼルたちとも話したが、今回の盗人は家畜の生態に詳しい。そうでなければ牧場からミシェルを盗み出すこともできなかったはずだからだ。

　逆にいえば、ミシェルの安全はある程度保証されているってことだ。

　あとは精霊としての存在を維持できるかどうかが問題だが、ミシェルは精霊同士から生まれた純血の精霊で、自分の力を外に放出する術を知らない子供だ。

　そう考えると、最低でも三ヶ月は精霊のままでいられる。それ以降は、普通の羊に戻るか、消滅するかのどちらかだ。どっちになるかは個体差があるから、オレにもわからなかった。

「そういうわけだ。急いで、でも確実に追いかけるぞ」

「わかった！」

　カイルは素直に頷き、オレは満足そうに笑う。

　オレとしては、カイルが無茶をしないかの方が心配だった。こいつはあの母親の息子だ。家族のためにあそこまでやれる母親の血を受け継いでいるなら、カイルだって牧場の家族のために無茶をするかもしれない。

（頼もしくもあり、怖くもあるな）

　オレは停留所に向かって歩き始めたカイルの肩で、これからカイルがどう成長するかを考えた。

　答えは出なかった。
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　馬車に揺られること数時間。

　完全に日が落ちる頃に、オレたちは〈ゼルディア〉に到着した。

　オレとカイルは麓の街でやったように大人のふりをして宿を取り、夕食を済ませた。

「こんなに大きな街があったんだね」

「オレもよく知らないが、王都っていう人間のボスがいる街は、もっとでかいらしいぞ」

　何万人も人が住んでいる街なんて、オレには想像もできない。

　人間って蟻とか蜂とか、虫みたいな連中だな。

「へー！」

　カイルは宿の窓から見える〈ゼルディア〉の風景を見ながら、感心したような声を出した。

「そういえば、ここのご飯美味しかったね。ちょっとしょっぱかったけど」

「酒を飲みながら食べるためのものだからな」

「じゃあ、僕もお酒飲んだ方がいいのかな」

　カイルがそんなことを言い出して、オレは慌てた。

　余計なことを考えるんじゃない。カイルが酒に興味を持ったなんてリオーネに知られたらオレが怒られる。怒られるだけで済むならまだマシだ。虫除け代わりに畑に吊されるかもしれない。オレは嫌だぞ、延々畑に近付く鳥どもとにらめっこするなんて。

「やめとけやめとけ。もう少し体がでかくなってからじゃないと、体を壊すぞ」

　そして万が一にもカイルに酒を飲ませたなんてリオーネに知られたら、八つ裂きにされかねない。八つ裂きにされたところで精霊だから死にはしないが、いい気分じゃない。

「とりあえず、今日は移動で疲れてるはずだ。さっさと寝て明日に備えるぞ」

「えー、もうちょっと街を見てみようよ」

　カイルは不満そうに頬を膨らませる。

　そんな風にむくれても駄目だぞ。

「馬鹿なこと言うな。人間の街は、夜の森と同じくらい危険なんだ。子供が出歩いていい場所じゃない」

「でも、あんなにたくさん人がいるよ」

　カイルが指差した先には、通りを闊かっ歩ぽする酔っ払いどもの姿があった。

　どいつもこいつも楽しそうに喚わめきながら、ふらふらと歩いている。まったく人間ってのはどうしてああも気楽なのか。

「あいつらの半分は痛い目見るだろうさ。財布を盗まれるか、ケンカに巻き込まれるか、二日酔いになるか。どっちにしろ、悪い見本だ」

「あんなに楽しそうなのに？」

　不思議そうなカイルに、オレは世の中の厳しさをひとつ教えてやることにした。

「人間ってのは楽しむには対価を支払わなきゃならない。それは金ばかりじゃなくて、嫌なことの場合も多いんだ」

　まあ、これは人間に限った話じゃないけどな。

「楽しいって大変なんだね」

　カイルは街中を徘徊する酔っ払いどもを見つめながら、そんなことを言う。

　酔っ払い本人たちに聞こえていたら、どんな顔をするだろうな。

　笑うか、怒るか。

「僕もあんな風になるのかな」

「どうだろうな。でも、あれはあれで悪いことばかりじゃない。全力で楽しめるのも才能だからな」

「そうなんだ」

　絶対後で後悔するからって何もしない奴は、結局何も手に入れられない。

　それなら、後先考えずに行動して、後で頭を抱える方がマシってこともある。少なくとも後悔っていう成果は得られるわけだからな。

　その後悔が、後々自分を生かしてくれることもあるってもんだ。

「さあ、よい子は寝る時間だ。リオーネに夜更かししてたって言われたくなければ、さっさと寝ろ」

「うわっ、やめてよロッキュ！」

　カイルがバタバタとベッドに飛び込む。

　オレはカイルがベッドに入ったのを確認すると、カーテンを閉めて明かりを絞った。

　魔法を使わない、普通のランプだ。油の匂いが少しキツいから、オレの力で油の質を少しだけよくしておく。

　子供はよく寝ないとな。

「明日からはミシェル探しだ。寝坊するなよ」

「うん」

　カイルはそう答えると、しばらく寝返りを打った後に寝入った。

　緊張しているだろうが、旅の疲れからくる眠気には勝てなかったらしい。

「さて、オレも寝るとするかな」

　机の上に作られた寝床に入り、オレも大きく深呼吸する。

　緊張しているのは、カイルだけじゃない。オレも同じだった。

　ここにはセイゼルやリオーネはいない。カイルを守ってやれるのはオレだけなんだと思うと、頭が痛くなってくる。

「……オレをこんな目に遭わせやがって、犯人ども見つけたらタダじゃおかねえ」

　オレは犯人たちへの復讐を誓い、布団を被った。




◇　◇　◇




「すみません。羊ってどこで売ってますか？」

　そうカイルが声をかけると、市場で肉を売っていたおばさんは愛想のいい笑みを浮かべて答えてくれた。

　カイルの見た目のよさは、本当に効果的だ。人間、見た目のいい相手には優しくなる。

「おや坊や、お使いかい？　羊の肉ならうちにもあるよ。どれくらい欲しいんだい？」

「いえ、お肉じゃなくて、羊そのものを探してるんです」

「ああ、そういうことかい。お父さんと家畜の買いつけに来たってことだね。それなら、反対側の区画にある家畜市場の方だと思うよ。こっちの市場で売ってる家畜は、せいぜい鳥くらいじゃないかねぇ」

「そうなんですね。ありがとうございます！」

　カイルが笑顔でお礼を言うと、おばさんはニコニコしながら頷く。

「何、いいってことさ。今度はお肉も買ってくれると嬉しいね。お父さんかお母さんに、ここのこと宣伝しといてくれよ」

「はい！」

　カイルが手を振り、店を後にする。

　オレはカイルの外套の中に隠れながら、これまで聞き込んだ内容を整理していた。

「どいつもこいつも、カイル相手には口が軽くなって最高だな」

「みんないい人ばかりだよね。どうしてリオーネたちは、人間は危ないから気をつけろって言うんだろう。泥棒の人たち以外は、みんないい人だよね」

　カイルは、自分がどれだけ人に好かれる見た目をしているかわかっていないらしい。

　カイルが大人の男だったら、さっきのおばさんはあそこまで愛想よく接客してくれなかっただろう。子供っていうのは、それだけ相手の警戒心を緩める効果がある。カイルのような見た目なら、むしろ好意を持ってくれるだろう。

　実際、宿の店主や客は、カイルのことを何くれとなく気にかけてくれていた。朝ご飯はできたてを出してくれたし、街に出ると聞くと危険な場所を教えてくれた。子供ひとりで泊まっているとは思っていないから、誰かの子供だと思い込んでいるんだろうな。

　先入観ってのは恐ろしいもんだぜ。旅人が多くて、いちいち客の顔を憶えていられないっていうのもあるんだろうが、オレたちには好都合だ。まあ、そういういい加減な宿を選んだってのもあるんだが、子供ひとりで旅をしていると知られたら、衛兵でも呼ばれかねない。さりとて宿の中でもフード姿でいたら、別の理由で衛兵を呼ばれちまう。

　となると、方法はひとつ。さも客の家族ですよってな顔して過ごせばいい。堂々としていれば、カイルの見た目と人当たりのよさで誰もカイルことを怪しんだりしない。

「まあ、悪人ではないだろうな。でも、人間ってのは自分や家族を守るためには他の奴らを犠牲にしても仕方がないと思うもんだ。いつもいい人ってわけじゃないんだぜ」

「――確かに、セイゼルもリオーネも普段は優しいけど、牧場に怖い動物が近付いてきたらすごく怒るもんね。それと同じことなのかな」

「だいたい同じだな。でも、人間はオレたちよりも守るモノが多い。それだけ、いい人でいられることは少なくなる」

「でも、本当はいい人なんだよね？」

「そりゃ、最初から悪人で生まれる奴なんていないだろう」

「そうだよね！　よかった！」

　ほっとしたようなカイルの様子を見て、オレは気付いた。

　カイルは、ミシェルを盗んだ連中と自分が同じ人間であることに恐怖を抱いている。

　自分も同じ悪人かもと怯えている。

　まったく、頭がいいのも考えものだな。

「人間も精霊も、自分の考え方ひとつでよくも悪くもなる。あんまり難しく考えるなよ」

「うん」

　そう、精霊の中にだって悪い奴はいるんだ。人間だからどうこうなんて、オレたちが偉そうに言えるわけがない。

「でも、セイゼルもリオーネもロッキュも、いい精霊だよね」

「――そいつはどうかな」

　オレはふと思うことがある。

　あの雪の日、カイルの母親が牧場に来たとき、カイルを育てようなんて思ったのはリオーネだけだった。

　オレやセイゼルは厄介事だと思って、カイルを見捨てようとした。

　セイゼルがカイルを可愛がるのは、そのときの罪悪感を忘れるためでもあるだろう。それくらい、あのときのことをオレやセイゼルは後悔している。

　カイルがオレたちを慕ってくれるほどに、オレたちはあのときの自分たちがとんでもない悪者に思えるんだ。

「カイル。ひとつ言っておくぞ。いい人に思えても、簡単に信じるな。いい人でも裏切るときは裏切る。それが相手にとって必要なことなら、人間はそうするんだ」

「――うん、わかったよ」

　カイルが寂しそうに頷く。

　本当なら、カイルにこんなことを教えたくはない。

　でも、いずれ人間たちの中に戻っていくカイルには、絶対に教えなきゃならないことなんだ。

「さて、次の聞き込みだ。四方の門の兵士に、盗人たちが街から出ていないか確認するぞ」

「わかった！」




　確実なことはわからない。

　だが、盗人たちがこの街にいることはほぼ間違いないだろう。

　その理由は、この街で一週間後に開かれるオークションだ。

「うわぁ、カッコイイ！」

　カイルが感心したように言う。

　その視線の先には、遙か遠い異国から連れてこられた銀色の毛並みの馬がいた。

　馬の方もカイルを見て、機嫌よさそうに鼻を蠢うごめかせている。褒められていることがわかるんだろう。

「あっちの馬も、すごい！　毛並みがぴかぴかしてるよ」

　カイルが示した漆黒の馬体は、太陽の光の下で宝石のように輝いている。

　足の筋肉も大きく、とんでもない速さで走るであろうことが簡単に想像できた。

　しかし、そこまでべた褒めすると、うちにいる馬たちが臍へそを曲げるぞ、連中、普通の馬なんて比べものにならないほど速く、遠くまで走れるんだ。

　自分の方がすごいって猛烈にアピールしてくるだろうな。

「あっ、牛もいる。たくさん牛乳を出す牛だって」

　大きな乳房を持った牛が、商人に曳ひかれて歩いている。

　あの牛を母親にして子牛を作れば、牧場全体で牛乳の量を増やせるだろう。

　最近、人間たちは家畜にいろいろ手をかけるようになったらしく、馬や牛はより速く走れたり、より多く牛乳を出せたりするようになってきている。

「ここでのことは牧場の連中には秘密にしておいた方がよさそうだな」

　カイルが他のところの奴らを褒めていたと知ったら、やきもちを焼いて面倒なことになる。

　エリザベスなんかは特にそうだ。

　あいつはリオーネとさえ真正面からやり合うほどにカイルのことを気に入っているから、牧場の外の、それも普通の牛と比較されたらどれだけ怒るかわかったもんじゃない。

　馬でも羊でも鶏でも、だ。

「羊はあっちの方か。行くぞ、カイル」

「うん」

　カイルは目深に被ったフードからオークション会場を見回し、オレの指した先へと向かう。

　オークション会場は街の広場に作られた巨大なテントで、その周囲ではオークションにかけられる予定の動物たちのお披露目が行われている。

　ここで客に商品を見せて、より金額をつり上げようってことだな。

「黄金羊ともなれば、かなり注目を浴びるはずだ。滅多にいるもんじゃないからな」

「そうなの？　うちにはたくさんいるけど」

「うちの黄金羊だって、最初は二頭だけだったんだ。そこから精霊化する奴がいたり、黄金羊同士で子供を作ってあそこまで増えた。普通の牧場にいるような家畜じゃない」

「そういえば、ノアもそんな感じのこと言ってた」

　カイルは黄金羊の頭であるノアから、黄金羊のことを聞いているらしい。

　ノアは牧場最初の黄金羊で、普通の羊としてはリオーネたちよりも先輩になる。

「――おい、聞いたか？　金色の羊がオークションに出るらしい」

　そんな声が聞こえてきたのは、オレとカイルが羊を扱う商人を探している最中だった。

「ロッキュ！」

「ああ、聞こえた」

　オレたちは声が聞こえてきた方角へと目を向ける。

　そこでは、商人らしい男たちが、ひそひそと会話していた。

「どこで手に入れたか知らないが、モノは確からしい。知り合いが直接見て、サンプルももらったらしい」

「よくある黄色がかっただけの羊や、適当な染料を塗った羊じゃないってことか」

「ああ。客の前で直接毛を切って、サンプルとして配ってるみたいだ。でも、つき合いのある相手にしか見せない」

「本物の黄金羊なら、王侯貴族の御料牧場にいてもおかしくないからな。いや、普通の御料牧場にもいないか」

　商人たちの会話に耳を欹そばだてていると、他の商人たちも集まってくる。

　オレとカイルは物陰に潜みながら、息を殺した。

「お前らも黄金羊目当てか？　ここまで集まってるとなると、相当な額になりそうだな。さっき、トランジレスタの商館長も見たぞ。下手すると金貨一万を超えるかもしれない」

「一万!?　そりゃとんでもねえな。いや、一頭しかいなくても、普通の羊とかけ合わせれば黄金羊になるかもしれない。そうなれば、さらに数を増やすこともできるか」

　商人たちは唸うなっている。

　金勘定をしているんだろうが、オレたちには関係ない。かけ合わせるだのなんだのと言ってるってことは、ミシェルは無事ってことだ。それがわかっただけでも大きな収穫だった。

　カイルも商人たちの言葉の意味がわかっているようで、さっきまでとくらべても表情が明るくなっている。

「――ねえロッキュ、黄金羊の毛ってそんなにすごいの？」

「偉そうな人間にとってはな」

　普通の剣では傷もつかないほどに頑丈で、魔法も防ぐことのできる黄金羊の毛で作られた服は、命を狙われる可能性のある奴らにとっては喉から手が出るほど欲しいものだ。

　しかも、見た目もいいとくれば、王様や貴族、あと神官なんかはこぞって欲しがるだろう。連中は常に命を狙われているからな。

　精霊になった動物の毛や角は人間たちによっていろいろなものに加工される。

　大抵は服や装飾品だが、これは人間たちにとって高値になる代物だからだ。材料だけじゃなくて、見た目で金額を上乗せしようってことだな。よく考えてるぜ。

　まあ、刈ってやらなきゃ羊が困る羊毛や、一年で生え替わる角の類ならどんどん使ってくれて構わない。こっちも人間たちを利用させてもらっているからな。

　でも、精霊たちの意思を無視して勝手に金儲けに使おうってことなら、はいそうですかと頷いてやることはできない。オレたちは生きているんだ。対等な取引ならともかく、一方的に吸い取られるのは御免被る。

「お前の着ているその服だって、ちゃんとしたところに持っていけば、金貨千枚にはなるだろうさ」

　オレはカイルが驚くことを期待して値段を口にしたが、その期待は外れた。

　カイルにとって金貨はさほど価値のあるものではないんだってこと、忘れてたよ。

「金貨千枚ってすごいの？」

「……やっぱりそこからかぁ」

　カイルが金貨をよく知らず、首を傾げるのも仕方がない。

　生まれてこのかた、カイルと金貨に接点はほとんどなかったからだ。

　牧場で使っている硬貨は、銀貨か銅貨のどちらか。金貨なんて、ほとんど使われない。使い勝手があまりよくないからだ。

　金貨を使う必要があるのは、できるだけ荷物を減らしたい旅のときか、大金を扱うときのどちらかになる。

「とにかく、オークションにミシェルが出品されることがわかったのは収穫だ。あとは、ミシェルがどこにいるか確かめられればいいんだが……」

　オレが呟きながら考え込んでいると、いつの間にかカイルの姿が消えていた。

「カイル!?」

　慌てて探すと、カイルはあの商人たちに話しかけるところだった。

「おいおいおい」

　オレは慌ててカイルを追いかけるが、もちろん間に合わない。カイルは笑顔で商人たちに話しかけた。

「すみません！」

「なんだ、お前」

「ガキ？　なんでガキがこんなところに？」

「いや、こいつの服、かなり上等な代物だ。――もしかして貴族のお忍びじゃないか？」

　商人たちがカイルを値踏みするように眺める。

「坊主、俺たちに何か用か？　欲しい物があるなら、別の機会にしてもらいたいんだが……」

「あの、さっき言っていた黄金羊って、どこにいるんですか？」

　カイルの質問に、オレは悲鳴を上げそうになった。

　こんなところでそんな質問をしたら、怪しまれるだろうが！

　しかし、商人たちはカイルの質問に顔を見合わせたものの、オレの予想とはまったく違う反応を示した。

「ははぁ、坊主も黄金羊目当てか。お父様に買ってもらうつもりか？　それなら、向こうのテントにいる歳のいった商人に聞いてみな。お父様か、召使いと一緒に行けば、見せてくれるだろうよ」

「ありがとうございます！」

「いいさいいさ、それよりな坊主、他に欲しいもんはないか？　うちで扱ってるものなら、いい値段で売ってやっても……」

「おい！　テメエ何抜け駆けしてやがる！」

「そうだ！　おい坊主……じゃなかった坊ちゃん！　うちで扱ってる武器に興味はねえか？　東方のすげえのが入ってるんだ。使ってよし、飾ってよしの名品だぜ！」

「いや、それならうちの絵を見てくれよ！　手元にないやつでも、どんなのが好みか教えてくれたらすぐに揃えてみせるからよ！」

「お前ら、今は俺が話してるんだぞ！　すっこんでろ！」

「テメエこそ引っ込め！」

　そんな風に、商人たちが争いを始めると、オレはカイルの髪を引っ張った。

「カイル、すぐにここを離れろ。こんだけ大きな騒ぎになったら、すぐに人間の衛兵がくる」

「うん」

　カイルは商人たちの隙を突いて、その場を離れる。

　背後から、商人たちの怒声が聞こえてきた。

「あのガキの髪と目の色を見ただろ！　上客間違いなしじゃねえか！　邪魔しやがって！」

「それはこっちのセリフだ！　滅多にない機会をぶち壊しやがって!!」

　カイルの見た目のことを言っているんだろうが、オレにはそれだけじゃないようにも聞こえた。でも、オレは人間の見た目なんて気にしたことないし、見分けもつかない。これ以上聞いてもどうしようもない。

「ここまでくれば大丈夫かな？」

　いつの間にか、カイルは商人たちからだいぶ離れたところまで移動していた。もうあいつらの声も聞こえない。

「そうだな」

　オレはほっと胸を撫で下ろし、ミシェルがいるはずのテントに向かった。

　これで、ミシェルを取り戻せるかもしれない。オレはそう思い、少しだけ気が緩んでいたのかもしれない。

　少し離れた場所からカイルを見ている奴がいることに、オレは気付かなかったんだ。










第三章　女戦士ディラーダ




　ミシェルがいると思われるテントには、屈強な護衛が何人もいた。

　それだけで、テントの中にあるものがどれだけ重要かわかる。そんな警護だった。

「うわ、こりゃ忍び込むのは無理だな。魔法封じの宝ほう珠じゅまで置いてある」

　テントを囲むように置かれた魔法封じの宝珠は、魔法を使って襲撃してくる盗賊への対策だろう。しかも、どれかひとつ壊すだけで警報が鳴るようになっている。

　魔法封じの宝珠は人間たちの間でよく使われる道具で、外からの攻撃も、姿を隠す隠れ蓑みのの魔法も防ぐ力がある。

　見たところかなりの高級品だから、カイルの魔法でも妨害される可能性が高かった。

「それじゃあ、普通に聞いてみた方がいいよね！」

「あ、馬鹿！　また勝手に！」

　止める間もなくカイルがテントに向かって歩き出す。

　くそ、この人の話を聞かない感じ、リオーネにそっくりだ。

「こんにちは！」

　カイルがそう声をかけると、テントの入口を守る兵士はちらりと目を向けて一礼してきた。客かもしれない相手に高圧的な態度をとるほど、馬鹿ではないらしい。

　教育が行き届いているぜ。

「いらっしゃいませ、お約束はありますか？」

「あ、ごめんなさい。ないです。そこを歩いていたら、珍しいものがあると聞いて、そのまま来てしまったので」

「なるほど、では通すことはできません」

　兵士は慇いん懃ぎんな態度を崩さず、頭を振った。

「そうですか……」

　カイルが残念そうな表情を浮かべる。

　それを見た兵士は、カイルがいいところの子供だと思ったのだろう。すぐにフォローを入れてきた。

　ここで上客を逃すのはもったいないと思ったんだろう。

　それにしても、カイルの見た目はそんなにそういう連中と似ているんだろうか。オレには人間を見分けるのが苦手だからわからないが、人間ならわかるんだろうか。

「しかし、今日はもう来客の予定は入っておりませんので、あちらにいる主人とお話しするのはいかがでしょうか」

　そう言って兵士が指し示す先には、年とし嵩かさの商人が部下たちを集めて何事か命じている光景があった。その商人は部下たちに次々と指示を出し、手元の書類に何かを書き込んでいる。

　これまでの商人と比べるといい服を着ているし、明らかに儲かっている様子だ。敏腕なんだろうな。

　はた目にも暇そうには見えない。

「あの、忙しそうですけど」

「大丈夫です。主人にはお客様を追い返すような真似はするなと言われておりますので、少々お待ちください」

　兵士はそう言って、隣にいた同僚に警備を任せると、年嵩の商人のところに向かう。そして何事か会話すると、商人がこちらに目を向けた。

「!!」

　商人がカイルを見て驚いたのを、オレは確かに見た。

　しかしそれは一瞬のことで、商人は小さく頭を振ると胡う散さん臭くさい笑顔を浮かべてこちらに近付いてきた。

（今の顔、いったいどういうことだ？　何に驚いたんだ？）

　オレがそんなことを考えている間に、商人はカイルを前に腰の低い態度を見せる。相手が子供でもこんな態度なのかと感心していると、商人は言った。

「ようこそおいでくださいました。今日はどのようなご用件でしょう」

（よし、ここはひとつミシェルの情報を……）

「あの、黄金羊の子を返してほしいんです！」

「カイルゥウウウッ!?」

　オレは叫んだ。

　そりゃあもう盛大に叫んだ。

　だってそうだろう？

　ここからうまいこと情報を引き出そうって思っていたら、急にど真ん中にぶち込んだんだからな！

　ああちくしょう！　こういう駆け引き苦手なところはセイゼルにそっくりだ！

「――なんのことでしょうか？」

　商人は一瞬硬直したが、何もなかったかのように振る舞う。

　そりゃそうするしかないよな。

　でも、オレはどうすりゃいいんだ。周りの兵士たちがこっちに注目してる。どうやってここから逃げる？　魔法封じもされてる状況で、カイルの魔法でどうにかなるか？

（ちくしょう！　もっとちゃんと言い聞かせておけばよかった！）

　カイルは頭がいい。

　でも、子供であることに変わりはない。

　駆け引きなんてものはまったく理解してないんだ。教えたこともないんだから当然だけどな。

「当商会は確かに羊も扱っております。しかし、黄金羊は……」

「でも、ここにいるって聞きました。その子を、家族のところに返してください」

「――――」

　商人の顔が険しくなる。小さく口が動くのが見えた。

「……あの女と似たような顔で、似たようなことを……」

　カイルには聞こえていなかっただろう。でも、オレには聞こえた。

（あの女？　誰のことだ？）

「…………」

　そんなことを考えていると、周囲の兵士たちがじりじりと近付いてきた。

　ヤバいヤバいヤバい。

　周りの兵士たちが剣に手をかけているのが見える。

　このままじゃカイルが真っ二つにされちまうぞ。どうする？　もう〝奥の手〟を使うか？

　オレは自分の首に掛けてあった首飾りに手をかける。

　これを引きちぎれば、〝奥の手〟が動き出す。

「お客様――」

　商人がカイルに手を伸ばそうとする。

　オレは〝奥の手〟を使うために手に力を入れた。

　だが、オレが首飾りを引きちぎろうとしたちょうどそのとき、別の声がその場に響いた。

「ここにいたのね！　心配したわよ！」

　それは女の声だった。

　オレもカイルも、商人や兵士たちも、一斉に振り返る。

「まったく、ひとりで勝手に行動するなと言っておいたでしょう。これだから、屋敷から出してもらえないのよ」

　それは、太陽の光のような明るい金髪の女だった。

　騎士のような鎧を纏まといつつ、しかし華やかな雰囲気はまったく損なわれていない。歳の頃は、たぶん人間の姿のリオーネと同じくらい。見た目は、たぶんいいんだろう。オレにはよくわからないが、周囲の兵士たちが一瞬女に見み蕩とれていた。

　それに、オレはこの女に似た存在を、見たことがある。

　纏っているもの、負っている傷、それらすべてを覆い尽くすほどの存在感。

　あの日に見た女と同じモノを、オレはこの女戦士から感じた。

「ごめんなさい。うちの連れが迷惑をかけてしまったみたいね」

　女は商人とカイルの間に体を滑り込ませると、微笑みながら謝罪した。

　商人は女の雰囲気に圧倒されたように小さく頷くしかできない。

「この子はあまり外に慣れていなくて。私が付き添いを頼まれたんだけど、勝手にいなくなってしまったの。ここにいてくれてよかった」

「そ、そうですか、それはなによりでございます」

「商売の邪魔をするつもりはないわ。私たちはこれで失礼するし。いい取引ができることを祈っています」

「ははぁ、ありがとうございます」

　商人は、カイルの手を引いて歩き出す女に深々と頭を下げた。

　冷静に考えればおかしなことは山ほどあるが、女にはそれをすべて無視するだけの圧倒的な存在感があった。

　この女にかかれば、黒も白になるし、太陽は西から昇ると人々に信じさせることもできるかもしれないとオレは思った。

「さあ、いくわよ」

　女がカイルの手を引いて歩く。

　余裕たっぷりに歩くその様子をみれば、ここから逃げ出そうとしているなんて誰も思わないだろう。

「あの……」

「シッ。今は静かにしとけ」

　何か言おうとしたカイルを止める。

　カイルは自分の手で口を塞ぎ、コクコクと頷いた。

「よし、いい子だ。この女に殺気はない。今はおとなしくついていけ」

「…………」

　再び頷くカイル。

　さて、この女はいったいどこの誰だ？




「ここまでくれば大丈夫。坊や、あまり無茶をしないで。彼らは多少の荒事なら苦もなくやってのけるわ」

　女はオークション会場から少し離れた路地まで移動すると、カイルの手を離した。

　そして、子供を叱りつけるように腰に手を当て、カイルに凄んでみせる。とはいえ、迫力はあまりない。表情が柔らかだからだろう。

「ごめんなさい。どうしても黄金羊の子を助け出したくて……」

「助け出す？　穏やかじゃないわね」

　女はカイルの言葉に眉を顰めた。

「私はディレ……じゃない。ディラーダという流れの戦士よ。困っていることがあるなら話を聞かせてちょうだい。力になるから」
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「ええと……」

　カイルは戸惑ったようにオレを見る。

　そんな目をされても、オレだって困る。この女が何者なのか、さっぱりわからない。カイルの母親と似た雰囲気を持っていることが何か手がかりになるかと思ったが、そもそもカイルの母親のことさえオレはよく知らない。

「でも、初対面の方ですし……」

「初対面でも、子供は大人に頼るものよ。そうやって人間は助け合っていくものだわ」

　女はカイルの警戒心を解きほぐすように、笑みを浮かべた。

　その笑顔は、少しカイルに似ていた。

「そうでしょうか……」

「まあ、確かに急に言われても困るか。それなら、落ち着いた場所に行きましょう。そこで私の話を聞いてから、信じるかどうかを決めてくれればいいわ」

　そう言ったディラーダは、カイルの手を優しく引いて歩き出した。

　カイルは不思議そうにその手を見ていたが、振り払うことはなかった。

（やっぱり、似ている）

　そしてオレは、ディラーダにカイルの母親の面影を強く感じていた。

　顔つきだけではない。纏っている雰囲気がよく似ていた。

　しかし、オレにはそれほど細かく人間の顔を見分けることはできないから、ただ漠然と似ていることしかわからなかったんだ。




◇　◇　◇




　カイルの手を引いたディラーダは、表通りから外れた場所にある小さな店に入った。酒場のようにも見えるが、荒れた雰囲気はまったくなく、すべてが落ち着いた雰囲気で満ちている。

　ディラーダはふたり分の飲み物を注文すると、まずは自分の身の上を話し始めた。

「私はこの大陸を旅しながら、いろいろ見て回っているの。この街に来たのもたまたま」

　ディラーダの心の動きを見る限りでは、嘘を吐いている様子はない。人間、嘘を吐くときにはどうしても心に波が起きる。心を見通せる精霊を相手に嘘を吐くのはとんでもなく難しいことだ。

「そうなんですね。オークションにも参加するんですか？」

「いいえ、あまり興味を惹かれるものがなくてね。面白いものがあればといろいろ探していたところで、あなたを見かけたというわけ」

（ん？）

　ディラーダの心に、わずかな乱れが見えた。

　嘘を吐いているわけじゃない。何かを隠しているって感じだが、戸惑っているような感じもある。

　この女、心が上手く見えない。普段から自分の心を隠すことに慣れているのか、それともそういう性格なのかはわからないが、やりにくくて仕方がない。

　アリサを見習え。カイルを好きなことが親にもバレバレなくらい素直なんだぞ。

「そうだったんですね。ありがとうございました」

「いいわよ、気にしなくて。でも、さっきも言った通り、あまり無茶はしないことね。あなたに何かあれば、親御さんも悲しむわ」

「そうですね……」

　カイルは反省したように顔を伏せる。

　基本的にカイルは、自分の間違いを素直に認められる子だ。頑固なところはあるが、それは単に性根が真っ直ぐだからにすぎない。間違いを認められずに駄々を捏こねているわけじゃないんだ。

「ま、まあ反省しているならいいわ。同じことをしなければいいだけだもの」

　カイルが素直に反省の態度を見せたからか、ディラーダは慌ててカイルを慰めてくれた。

　やはり、悪人ではなさそうだ。

「それで、いったいどうしてあんな無茶を？」

　ディラーダはじっとカイルの目を見つめてくる。

　青い瞳は嘘を許さないというように、きらりと輝いている。おっかない目だなとオレは思った。

　さっきオレが思った通り、嘘だらけの生活を送っているのかもしれない。そういう環境にいると、生き物は心を守るためにそれを隠そうとするもんだ。

「さっきも話した通り、黄金羊の子を取り返そうと思ったんです」

「取り返すってことは、もしかしてあなたの羊なの？」

　信じられないというような表情を浮かべるディラーダ。

　まあ、そうだろうな。人間たちにとって、黄金羊っていうのはとんでもなく貴重な羊だ。

　子供が持っているようなものじゃない。それでもカイルの言葉を嘘だと切り捨てないあたり、かなり人がいいのかもしれない。

「はい。僕がっていうか、僕の家がある牧場で育てていた子なんです。名前はミシェル。お母さん羊はカリンっていいます」

「――そう。嘘は言ってなさそうね」

　ディラーダはカイルの言葉を信じたようだった。

　そんな簡単に信じていいのかと思ったが、向こうもそう考えたらしい。

「私が簡単に信じたのが不思議って顔をしてるわね」

「は、はい」

「私、これでもいろんな人と話す機会があるし、中には嘘を吐くのが仕事みたいな連中もいるわ。そういう連中と話していれば、自然と真実と嘘の区別くらいつくようになるし、何よりあなたは嘘があまり得意じゃなさそうだもの」

　それは確かにその通りだ。

　カイルは嘘が下手過ぎて、アリサさえ騙せない。

　子供のうちは長所でしかないが、大人になったときには欠点にもなるだろうと思っていた。

　それにしても、この女に関するオレの予想は当たってたんだな。でも不思議だ。この女はそんな嘘塗れの生活を送っているのに、まったく心が歪んでいない。

　嘘は人の心を歪ませてしまう。嘘を嘘と思えなくなる。

「そういうことだから、私としてはあなたが本当のことを言っていると信じた。あと、あの商人にはいろいろ悪い噂もあるのよ」

「そうなんですか？」

「ええ、あの商人、私の実家の方にも出入りしているんだけど、どうも盗品を扱っているらしくてね。盗品も、家畜から美術品、国の機密までいろいろらしいわ」

　つまらなそうな表情で話しているが、その内容はかなり物騒だ。

　こんな話を聞かされてカイルに危険が及んだりしないだろうな。

　そんなことになったら、オレたちにはどうしようもないぞ。

「そ、そうなんですか……」

　カイルは戸惑いを隠せない。

　オレだってそうだ。

　そんな話をされたって、どんな顔をしたらいいのかわからない。

　ディラーダはそんなオレたちの表情を面白そうに眺めている。正確には、カイルだけだが。

「でも、黄金羊の話を聞いたら、放っておくわけにもいかないわね」

「どうしてですか？　特別な羊だからでしょうか？」

「それもそうなんだけど、根本的な問題があるのよ。あなたの牧場は、当然この国にあるわよね？」

「はい。山の中ですけど」

「山の中だろうと、街の中だろうと、そんなことは関係ないわ。大事なのは、この国の民のものを盗んで、場合によっては他国に売り払おうなんてことを考えている奴がいることなのよ」

　ディラーダは険しい表情を浮かべ、テーブルを指でトントンと叩く。

　怒っているのが丸わかりだ。

「これを放っておけば、いずれ国を壊す原因になる。国の富が国外に流出するっていうのは、そういうことなの」

「このお嬢さん、普通の傭兵って感じじゃないな」

　オレがそう呟くと、カイルは一瞬オレに目を向けてから、ディラーダに質問を投げかけた。

「あの、ディラーダさんはどうしてそんな風に、この国のことを心配しているんですか？」

「えっ？　ああ、うん、そうね」

　ディラーダははっとした後、何か言い訳を探しているように見えた。

　恥ずかしがっているようにも見える。

「――とりあえず、この国が気に入ってるからかしらね。いろんなところを旅したけど、やっぱりここが一番好きなのよ。好きなところの人が困らせられていたら、怒りたくもなるでしょう？」

「はい」

　きっと牧場のことを考えただろうカイルが頷くと、ディラーダは満足そうに笑みを浮かべた。

「そういうことだから、私にもあなたの家族を取り戻す手伝いをさせてほしいの」

　ディラーダはカイルの手を握る。

　その表情は真剣そのもので、たとえ裏があるとしても信頼に足るような気がした。

「わかりました。お願いします」

　カイルはディラーダに頭を下げた。

　ディラーダはほっと息を漏らすと、飲み物に手を伸ばす。

「よかった。生き物が関わっていることだから、勝手に首を突っ込むのもどうかと思っていたのよ。私、馬以外の家畜の世話ってやったことないし、黄金羊なんて、昔ちょっと見かけたことがあるだけだから」

「そうだったんですか？」

「うん。実家の関係でね」

　そういうディラーダは、明らかにこの話題を続けたくないといった様子だった。そういうことなら、話を変えてもいいかもしれない。

「カイル、どんな方法があるのか聞いてみろ」

　オレがそう言うと、カイルはディラーダにそのまま質問を投げかけた。

　ディラーダは少し悩んだ後、指を二本立てた。

「最良なのは、あの商人の悪事の証拠を掴んで騎士団に拘束してもらうことよ。でも、それには時間がかかるから、今回使える方法じゃない。そこで、私たちが選べる手段はふたつあるわ」

　ディラーダはテーブルの真ん中にカップを置くと、その周りにテーブル備え付けのフォークを何本も取り出し、ぐるりと取り囲んだ。

　フォークの先はカップに向けられている。

「ひとつ目、直接黄金羊を取り返す」

　ディラーダはそう言って、周囲のフォークを指で弾き飛ばしてカップを手に取る。

「ただ、これだといろいろ面倒があるわ。まず、あの商人が雇っている護衛の兵士と戦わないといけない。戦って負けるつもりはないけど、街中で戦えば衛兵たちも出てきて無関係な市民も巻き込む可能性がある」

「それは……」

「ええ、面倒だし、気持ちいいことにはならないわ」

　オレとしては、人間を巻き込んだところでどうとも思わない。

　同族の尻ぬぐいをさせられただけだと思う。しかし、カイルは違う。これから人間の社会に戻らないといけないカイルにそんな真似をさせるのは、どう考えても割に合わない。

　それに、子供に背負わせるにはどう考えても重過ぎる。

「もうひとつの方法は、オークションそのものを不発にさせること。あの商人がオークションに参加しているのは、自分の商品をできるだけ高く売るためよね？　だったら、その思惑を叩き潰せばいい。結局のところ、商人にとってはこっちの方が堪えるわ」

　ディラーダは笑った。

「だから、私はこっちがオススメね。事前の準備が面倒だけど、あの商人以外の誰にも迷惑をかける心配はないわ」

「なら、そっちにしましょう！」

　カイルが力強く言う。

　ディラーダは少し驚いた様子だった。

「いいの？　さっきも言ったけど、準備が面倒よ？」

「ミシェルのためなら、それくらい頑張ります。家族のためなら、僕は頑張れます」

「そう、いい子ね、あなた」

　微笑みながら、ディラーダは小さく口を動かした。

　カイルには聞こえていなかっただろう。

　でも、オレにはディラーダの心の声が聞こえた。これまで固く隠されていたディラーダの心が、このときだけはよく見えた。

（ファルティア様……）

　いったい誰のことだろうか。

　オレが抱いた疑問が解消されるのは、もう少し先のことになりそうだ。

　これから忙しくなる。




◇　◇　◇




　ディラーダの言う事前の準備とは、〈ゼルディア〉から五日のところにある封印の地から宝物を発掘し、オークションに出品するというものだった。

「封印の地にある遺跡は、とんでもなく危険で深くてね。一攫千金を狙う連中が挑戦しては帰ってこないってことで、ここ何年かは誰も立ち入っていない状態なのよ。でも、伝承を調べる限りでは、まだまだ宝物が残っているはずなの。中には都市国家ひとつ買い占めてもお釣りがくるような宝物もあるそうよ」

「そんなにすごい宝物か……」

「ええ、そういうものをたくさんオークションに売り出せば、黄金羊なんて誰も見向きもしなくなる。仮に買いたいって人が出ても、かなり値段が下がるから、とても利益なんて出せないでしょうね」

　ディラーダと一緒に封印の地に向かうための準備をしながら、事前の説明を受ける。

　オレは封印の地について、心当たりがあった。

　精霊の間で語り継がれている、妖精の都の伝説だ。

　人間たちが今よりも少なく、弱かった頃、この土地には妖精たちの国があった。

　妖精と精霊は似ているようで異なる生き物で、仲が悪かった。妖精たちは神々から続く自分たちの系譜をことさら自慢してきたし、精霊たちはただ古臭いだけの血筋だと馬鹿にした。

　とにかく、妖精と精霊はひたすらにいがみ合い。だんだん交流が減っていった。

　そんなある日、妖精たちの都で何かが起きて、都にいた妖精たちはひと晩で消え去った。

　生き残りが誰ひとりとしていない状況、精霊たちは、きっと妖精は神々の怒りに触れて消されてしまったのだと恐怖した。

　実際に起きたことはわからない。でも、この土地に妖精たちの暮らす都があったのは確かで、そこに後から人間たちがやって来たのも事実だ。

　しかし、人間たちに妖精たちの都は危険過ぎた。

　妖精は魔法に長たけた種族で、自分たちの縄張りに立ち入る侵入者を倒すための仕掛けをごまんと用意していたらしい。

　まったく、性格の悪い連中だ。

　ただまあ、こうして人間たちがこの土地で生きているということは、結局は人間が勝ったってことだ。

「すぐに準備をして、封印の地へ向かいましょう。立ち入りの許可はこっちでなんとかするわ」

「わかりました」

　頷くカイル。

　オレは話が拗こじれてきたことに危機感を持ちながらも、カイルだけでミシェルを取り戻すことが不可能で、このディラーダという女に手伝ってもらうのが一番いいということだけはわかった。

　人間の社会で精霊は無力だ。

　人間の協力者がいてくれるだけでも、カイルの安全には役立つだろう。

「ディラーダさん、こっちの準備はできました」

　ディラーダとの待ち合わせ場所に行くと、そこには巨大な剣を背負ったディラーダの姿があった。

　細い女の体で振り回せるとは思えないような大剣だ。

　しかし、ディラーダの体には剣の重さによる傾きは見られない。

「バケモンか、あの女」

　オレのそんな呟きに、カイルは戸惑った表情を見せる。

　そういえば、カイルの周りにいる女や雌は、基本的にどいつもこいつも腕力には自信のある奴らばかりだったな。

　そう考えると、ディラーダがそうでも不思議じゃないのかもしれない。

「思ったよりも早かったわね。馬を用意してもらったから、さっそく出発しましょう」

「はい！」

　ディラーダが用意した馬は、人間たちが使う馬としてはかなりいいものだった。とはいえ、カイルが牧場で乗り回していたような精霊化した馬には到底及ばない。

「よいしょっと」

　そういう普通じゃない馬に慣れているカイルは、初めて乗る馬に対しても気後れすることなく、するりと鞍に収まる。

　馬も乗り手が落ち着いていれば驚くことはなく、すぐにカイルの指示に従って動き始めた。

　いや、違うな。

（この人、すごい）

　馬は、カイルの体に残った牧場の精霊馬の気配を読み取っている。だから、カイルに従うことに躊躇ためらいがないんだ。

　馬は群れで生きる生き物で、その群れのリーダーなんかの自分が認めた相手にはきちんと従う。カイルの馬は、カイルを自分よりも上位の存在だと認め、素直に従ったってことだ。

「上手ね。やっぱり牧場育ちだからかしら」

「ありがとうございます」

「実は急ぎってことで、足が速くて頑丈なのを選んでもらったんだけど、その分気難しい子たちなの」

「そうなんですか？　全然そんな感じはしませんけど」

　そう言ってカイルが鬣たてがみを撫でる。

　すると、馬は心地よさそうに鼻を鳴らした。馬がどこを撫でれば喜ぶか、カイルはよく知っている。なにせ馬たちに直接聞くことができるからな。個体差はあっても、心地いい場所ってのはだいたい同じなんだ。

「相性がいいのかしらね。こっちの子なんて、さっきから何度も私を振り落とそうとしてくるんだけど」

　そう言うや否や、ディラーダの馬が後ろ足で立ち上がる。

　しかしディラーダは驚く様子もなく、バランスを取って危なげなく馬を叱りつけた。

「こら！」

　ディラーダを振り落とせないと悟った馬が、おとなしくなる。

　だが、オレにはわかる。

　この馬、しばらくおとなしくしてからまた暴れるつもりだ。

「――ふーん、なかなか楽しそうな馬ね。いいわ、やってみなさい」

　どうやらディラーダにも馬の思惑は筒抜けのようだ。

　それでも余裕の態度を崩さないディラーダに、オレは呆れた。

　だが、カイルは違った。

「すごい！　ディラーダさんもお上手なんですね！」

　ディラーダの手た綱づな捌さばきにキラキラとした眼差しを向け、純粋な尊敬を表情に浮かべている。

　お前もかなりのもんだけどな、とは思ったけど口には出さなかった。我流の馬術だし、下手に調子に乗らせて落馬されても困る。

「慣れてるだけよ。でも、これくらい気が強くないと旅には向かないわ。魔物に襲われて逃げ出したら困るし」

　封印の地へ向かうということは、街道から外れるということ。

　当然、街道のようにある程度の安全が確保された場所から離れるということは、魔物に襲われる危険性が高まるということだ。

「カイル、お前は魔物相手でも大丈夫か？」

「うん。平気だよ」

　カイルの耳元で聞けば、答えははっきりとした肯定だ。

　魔物との戦いはあまり経験がないが、まったくないわけではない。

　リオーネたちはカイルができるだけどこでも生きてけるように、魔物との戦いもきちんと経験させていた。精霊の力は魔物を引き寄せることがある。そういう奴らを叩きのめすときに、カイルにも手伝わせてたんだ。

　あのふたりは親馬鹿だが、馬鹿な親ではなかった。精霊の力に引き寄せられてきたはぐれ魔物相手だが、経験としては十分だ。

「それじゃ、出発しましょうか」

「はい！」

　馬の腹を叩く。

　パカラパカラとリズムよく進み始める馬の背は、思ったよりも激しく揺れた。このあたりは、精霊馬と比べるべくもない。

　しかし、カイルは苦もなく馬を操っている。

「さーて、何が出てくるやら」

　オレは安心して、昼寝ができそうだ。
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　人間の顔っていうのは、精霊には見分けがつかない。

　人間だって動物の顔の見分けはつかないだろうから、こればっかりは仕方のないことだ。

　生き物が他人を見分けるのは、そうする必要があるからだ。本来、生き物は自分と同じ種類か、天敵を見分けられれば生きていける。

　でも、精霊は見た目以外でも他の生き物を区別できる。

　それは、魔力の波長だ。

「へぇ、ディラーダさんのお父さんって、そんなに厳しい方なんですか」

「ええ、もう本当に口うるさくて嫌になっちゃうくらい」

「でも、ディラーダさんはお父さんが大好きなんですね」

「あら、どうしてそう思うの？」

「だって、お父さんの話をするとき、とても楽しそうですから」

「――そうかもね」

　カイルとディラーダの魔力の波長はかなり似ている。

　魔力の波長は血に依存するらしいと聞いたことがあるが、オレはそこまで魔力について詳しくなかった。

　精霊ってのは基本的に本能で魔力を操るから、人間ほど魔力について考えたりしないんだ。

　当然、研究なんてまったくしていない。

　研究者の家の家事精霊なら別だろうけどな。

　ただ、魔力の波長が似ていることは赤の他人同士でもあり得ることだということは知っている。精霊でも同じようなことが起きるからな。

「ねえ、あなたの家族を取り戻したら、うちに遊びに来ない？　きっと私の家族もあなたに会いたいと思うの」

「え？」

　ディラーダが探るような目でカイルを見る。

　オレはディラーダの提案に驚いたが、それも悪くないかもしれないと思い直した。

　ディラーダはいい奴だ。かなり複雑な環境みたいだが、そういう環境にカイルを馴染ませるのも悪いことじゃない。

　人間の社会ってのはかなり複雑だからな。経験は大事だ。

「旅の費用も、私が出してあげる。あなたくらいの歳だったら、山に籠こもっているだけじゃだめよ」

「…………」

　カイルは戸惑っている。

「あの、なんでそこまでしてくれるんですか？」

　その疑問は当然だ。

　会って間もない子供に旅をしろといい、その手助けもするという。

　普通に考えたらおかしな話だ。いくらカイルでも、そう思う。

「そうね。ちょっと昔の話になるんだけど、私もあなたと似たような境遇だったの」

「え？」

「山の中ってわけじゃなかったけど、ほとんど誰にも会えず、どこにも行けない毎日で、ひたすら習い事ばかりをさせられていた」

　懐かしそうに空を見上げるディラーダの表情からは、苦痛は感じられない。

　ただ、昔のことを心の底から懐かしんでいるだけだ。

「私は誰にも望まれていなかった。それどころか、命さえ狙われる立場だったのよ。でもね、あるときひとりの女の人がそれを変えてくれた」

　ディラーダは手綱を固く握りしめ、ひと言ひと言、嚙みしめるように言った。

「その人がきっかけで、私の立場は大きく変わった。父が表舞台に立つことになって、私もそれに引っ張られるように明るい世界に出ることができたの」

　嬉しそうに笑うディラーダ。

　しかし、その笑顔はすぐに曇った。

「でも、その代償に女の人は立場を失ってしまった。それどころか、私たちの代わりに暗い世界に行ってしまった。私はその人の生き方に憧れて、こうやって旅をしているの。あの人が旅をした場所を同じように回れば、あのとき、あの人がどうしてあんな行動をしたのかわかるかもしれないって思ったから」

「わかったんですか？　その人の気持ち」

「ううん、わからないわ。たぶん、一生わからない。だって、私はあの人じゃないもの。あの人の気持ちはあの人だけのもの。私のものじゃない」

　自分の目的が果たされないと語っているにも拘わらず、ディラーダの表情は晴れやかだ。心にも細さざ波なみひとつない。

　心の底から喜んでいるのがわかる。

「さてと、そろそろ日が暮れるし、野営の準備をしましょうか。話の続きはそのときにでもしてあげる」

　そう言って、ディラーダは大きな岩陰に向かっていく。

　オレとカイルは顔を見合わせて、ディラーダの後を追いかけた。
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　カイルは馬から下りて寝床を作ると、すぐに料理を作り始めた。

　リオーネがいろいろ教えていたおかげで、スムーズに材料を切り、鍋に入れていく。

「なにか手伝いましょうか？」

「大丈夫です。ディラーダさんは休んでいてください」

「そう言われても、ただ待つのも結構辛いのよね……」

「じゃあ、馬たちにご飯をあげてきたらどうですか？　ディラーダさんの馬も喜ぶかもしれませんよ」

「なるほど、餌をくれる人間って覚えれば、多少おとなしくなるかもしれないわね」

　ディラーダは納得したように頷き、馬たちの餌が入っている袋を手に取る。

　この辺りは草地が少ないから、馬の餌は自分たちで用意しなければならない。道中にあった数少ない草地でも馬たちの食事をしたが、満足している様子はなかった。

「それじゃあ、その間にご飯完成させちゃいますね。そんなに時間はかからないと思いますから」

「わかったわ。それじゃあ、楽しみにしてるわね」

　そう言って馬たちの方へ向かうディラーダ。

　オレはカイルに話しかける。

「カイル、オレも馬たちの様子を見てくる」

「そう？　わかった、じゃあご飯できたら呼ぶね」

「おう」

　カイルと別れて、馬たちのいる岩場に向かう。

　ディラーダは馬たちに話しかけながら、草を食べさせていた。

「ほら、美味しいでしょう？　こんな美味しい草を食べさせてあげるんだから、反抗なんてしちゃ駄目よ」

「ブルル……」

　ディラーダにそう言われたあいつの馬だが、馬鹿にするように嘶いななくだけだ。

　というか、実際に馬鹿にしている。

「――まったく、ずいぶん捻くれた馬ね。あなた」

「ブルルルル……ヒヒン！」

「はいはい、でもご飯は食べるんでしょう。まったく、この神経の図太さは見習いたいくらいだわ」

　ディラーダは楽しそうに馬たちに話しかけている。

　オレの存在にはまったく気付いてない。どうやら、精霊を見る力はないらしい。

　人間の中には、オレたちが姿を見せようとしなくても、オレたちの姿を見ることができる奴らがいる。そんなに数は多くないが、カイルはその中のひとりだ。

　だから、似た魔力の波形を持つディラーダもそうかと思ったんだが、やっぱり生まれつきじゃなくて、オレたちと一緒に過ごした結果、精霊たちの姿を見られるようになったってことだろうな。

「あの子、不思議な子よね」

　今度はカイルの馬に草を与えながら、話しかけるディラーダ。

　その口調は穏やかで、草をもらっている馬も落ち着いた様子だ。

「実はね。あの子に似た人を知ってるの。あの人も、動物たちに好かれるタイプだったわ。ううん、動物たちさえも従えるだけの力があったっていうほうが正確かも」

　楽しそうに笑うディラーダ。

　馬たちはディラーダの言葉を理解していないから、ひたすらに草を噛んでは胃に流し込んでいる。それでも、ディラーダは言葉を止めることはない。

　一人旅が長いって言っていたから、独り言をいう癖があるのかもしれない。

「もしもあの人と一緒にこんな風に旅ができたら、どれだけ楽しいかしら。きっと私が知らない場所をたくさん知っているんでしょうね」

　どこか遠くを見詰めるディラーダ。

「あの人に追いつきたくて旅に出たけど、今頃あの人はどこにいるのかしら。噂もまったく聞かないし、たぶんこの大陸にはいない気がするのよね」

　馬たちはディラーダの独り言に反応することなく、草を食べ、近くの小川で水を飲む。

　この辺りは何もないが、小さな川だけはあった。元々はもっと大きな川で、例の都を潤していたらしい。今では当時の面影はまったくない、小さな川だ。

　それでも、綺麗な水が常に手に入るのは非常に助かる。

「カイルさえよければ、一緒に旅をしてみたいわ。あの子、まだまだ大きくなるだろうし、いろいろ教えてもよさそう。そう思わない？」

　そうディラーダが問いかけると、カイルの馬は大きく頷くように頭を振った。

　たまたまかもしれないが、ディラーダは同意されたと受け取ったようだ。楽しそうに笑う。

「そうよね。いい考えだわ。お父様もきっとあの子のことを気に入るだろうし、あの子の旅が終わってから改めて誘うのもいいかも」

　確かにそれなら、牧場の連中も半分くらいは賛成するかもしれない。

　牧場の連中は、カイルが人間たちの社会に戻らないといけないことを理解している。そのためにディラーダと旅をするというのは、悪くない話だ。

　旅をして一箇所に留まらないようにすれば、カイルの身の安全も確保しやすい。

「ふむ、本当に悪くないかもしれないな」

　リオーネとセイゼルは反対するかもしれないが、ノア辺りは賛成するだろう。あいつは人間の姿に相応しく、冷静に物事を判断できるタイプの精霊だ。

　今回みたいに身内が連れ去られたなんて状況でなければ、常に冷静に事態を把握することができる。

「まあ、あの子次第だけどね。でも、あの子の性格を考えたら、結構いい線いくと思うの」

　再び頷く馬。

　お前、本当にわかってんじゃねえか？

「そうよね！」

　嬉しそうに笑うディラーダ。

　もしかしたら、一人旅に飽きていたのかもしれない。

　これだけ騒がしい女だから、誰かと一緒の方が落ち着くのかもな。

「そうと決まれば、あの子の黄金羊を早く取り戻してあげないと！　あなたたちも手伝ってくれるわよね？」

「ブルル……」

　馬たちは案外素直だった。

　ディラーダの馬も、カイルに対しては好意的みたいだな。

「――ディラーダさん！　ご飯できましたよー！」

　カイルの声が聞こえてくる。

　ディラーダがいるからオレの名前は出さないが、オレにも戻ってこいって言いたいのは間違いない。

「わぁ、こんなに早く完成させたの？　ますます一緒に旅したくなっちゃいそうだわ。断られたら、しばらく立ち直れないかも」

　ディラーダはそう言って笑い、馬たちを軽く撫でてカイルのいる場所へと戻っていく。

　オレはその後を追いかけながら、ディラーダと旅をするカイルの姿を想像してみた。

（悪くないな。本当に）

　実際に一緒に旅をしている姿を見ているからか、その想像はかなり鮮明だ。

　お互いの足りない部分を補い合って旅をするふたりの姿は、カイルの将来の姿としては本当に悪くない。

（カイルの母親を狙った奴らが誰かわかれば、こんな風に気を揉む必要もないんだけどな）

　こればかりはどうにもならないことだ。

　オレたち精霊は、人間たちの社会のことをほとんど知らない。調べる伝手もない。地道に近くの街に出向いて聞き込みをするくらいしかできないが、カイルのことを知られてしまう可能性があるためそれもできない。

（あいつが旅をすれば、いずれ母親のこともわかるかもしれない）

　人間社会のことをよく知っていれば、こちら側のことを知られずに人捜しをすることもできるかもしれない。

「――本気でノアに相談してみるか」

　オレはカイルのことが大切だ。

　だけど、ずっと牧場の中で暮らすのがいいことだとはまったく思っていない。

　ディラーダが言っていた通り、あいつにはいろいろな才能があるんだ。それを無駄にさせるなんて、それこそ家族失格ってもんだろう？

　オレは、カイルの家族であることに誇りを持っている。

　その誇りを汚すようなことは、オレにはできない。

「リオーネとセイゼルは反対するかな」

　するだろう。間違いなく。

　しかし、それを説得するのもオレの役目かもしれない。

　カイルが本当の意味で成長するためにも、オレが頑張らないと。




「美味しい！　こんな美味しいスープ、家でも食べたことないわ！」

　ディラーダはカイルが作ったスープをひと口飲むと、そう言って驚いた。

　干し肉と野菜を入れただけの簡単なスープだから、そんなに驚くほどの味じゃないと思うんだが、ディラーダの好みだったらしい。

「はぁ、こんな美味しいもの食べさせられたら、なおさらあなたと旅がしたくなっちゃうわ」

「そ、それはちょっと……」

「あら、ふられちゃった。これでも結構モテるんだけどな。まあ、仕方ないわよね。家族を取り戻すのが先決だもの」

　残念だと態度で示しているものの、ディラーダの表情は明るい。

　夕食の手を止めずに、先ほどの話の続きを始めた。

「さっきの話の続き。私は立場が変わった後、その人を追いかけようとした。なんとか助けになりたいと思ったから。でも、その人はいろんな人に狙われていたから、足跡を追うのもひと苦労だった。何度も居場所を見つけたけど、そのたびに誰かに先を越されてあの人は逃げ出した後だった」

　ひとりの人間を追いかけるのはそんなにも大変なのかとオレは驚いた。

　確かに、人間社会は複雑だから、人捜しってのはかなり大変なのかもしれない。

　いつかカイルの母親の正体を調べるとしたら、同じくらい面倒なんだろうか。

「はぁ」

　オレは思わずため息を吐いた。

　そんなオレに気付かず、カイルはディラーダに尋ねた。

「ずっと探していたんですか？」

「ええ、ずっと。もう十五年以上になるわ。両親も協力してくれたおかげでしばらくはどこにいるかわかっていたんだけど、ここ十年はまったく足取りが掴めていないの」

　まるで、この世界からいなくなってしまったみたい、というディラーダの言葉に、オレはゾッとした。

　別の世界というのは、間違いなく存在する。

　でも、この世界の生き物は別の世界に行くことはできない。もしも別の世界に行く方法があるとしたら、この世界にあるすべてを失わなければならないだろう。

「だからね。私は考えを変えることにしたの。私が助けられたように、私も誰かを助けようってね。あなたに声をかけたのも、半分はそういうことなのよ」

「半分、ですか？」

「ええ、半分。もう半分は……うん、この旅が終わったら話してあげる。きっと、その方がいいから」

　ディラーダはカイルを見て優しく微笑んだ。

　まるで母親のような、あの女が最期に浮かべたような笑顔。

（……まさか、この女は）

　オレはカイルに、その仮説を話すことができなかった。

　だって、それを話したところで何も変わらないんだ。ただ、カイルが苦しみ、悲しむだけ。

　だからオレは、何も言わないことを選んだ。
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「ロッキュ、見てよあれ」

　封印の地に近付いていくにつれ、周囲の風景は大きく変わっていった。

　最初は青々とした草地が広がる草原だったのが、ゴツゴツとした岩が点在する荒地へと変貌した。

「どうやったら、あんな形の岩になるんだろうね」

　カイルが眺めている岩は、巨大な柱のようにも見える円筒形だった。

　妖精たちが作ったものかもしれない。

「カイル！　今日はあの岩陰で休みましょう！」

「はい！」

　気付けば、周囲には夜の闇が迫ってきていた。

　ディラーダとカイルは手早く野営の準備を済ませ、迫る夜に向けての準備を怠らない。

「前にも話したけど、魔物除けの宝珠が効かない魔物もいるから気をつけてちょうだい」

「わかりました。じゃあ、僕も……」

　そう言ってカイルが取り出したのは、中に透明の液体が入った小瓶だ。

　カイルはそれを少しずつ周囲に振り撒く。ここ数日は使っていなかったが、周囲に危険な魔物がうろつくようになったから、今日からは使うようにオレが言ったんだ。

「それは？」

「ええと、よくわからないんですが、魔物除けらしいです。作り方とかは知らないんですが、牧場にいるときも、遠出をするときは持ち歩くようにしていました」

「そうなのね。魔物が嫌う匂いでも出ているのかしら？」

　ディラーダはそう言って匂いを嗅ぐ。

　彼女の言葉は当たらずも遠からずといったところだ。

　あれはリオーネやセイゼルの魔力を液体にしたもので、並みの魔物ならセイゼルたちの気配を察して近付かなくなる。

　同じレベルの精霊なら、逆に興味を惹かれて近付いてくる可能性もあるが、この辺りにそんな精霊がいるなんて話は聞いたことがなかった。

「じゃあ、ご飯にしましょう」

「あ、今日は僕が作りますね！　食材も新しく買ってきたので！」

「そう？　だったらお願いしようかしら」

「はい、任せてください！」

　革袋から食材を取り出したカイルは、手際よく料理を作っていく。

　干し肉を筋に合わせて切り、今日買ってきたばかりの新鮮な野菜と合わせて炒める。

　スープは干し肉と少し残った干し野菜を入れ、塩とコショウで味を調える。

　あとは堅焼きパンを火で炙り、家から持ってきたバターを添える。

　これを作るのに、十五分もかかっていない。リオーネが仕込んだ腕前は、こんな場所でも有効らしい。

「美味しい！　そういえばこの干し肉、どこで手に入れたの？　前に食べたときは美味しさに気を取られて聞きそびれちゃったわ」

「うちの牧場で作ったんです。狩りに出ることもありますけど、大抵の場合は牧場に近付いてきた鹿とか猪ですね」

「鹿と猪っていう割には、ずいぶん味が違うと思うんだけど……」

　もぐもぐと口を動かしながらディラーダが言う。

　あまり行儀がいいとはいえないが、こんな場所で行儀だのなんだのというのもおかしな話だ。

「たぶん、使っている香辛料のおかげだと思います。何をどれくらい使っているかは、まだ教えてもらってませんけど、僕はこの味が一番好きです」

　リオーネが聞いたら嬉しくて泣いちまうんじゃないか。

　オレはカイルの言葉を聞いてそんなことを思った。

「機会があれば、あなたの家にも行ってみたいわね。こんなに美味しいものを作れるお母様がいるんだもの、ぜひ挨拶させてもらわないと」

　カイルの作った料理を頬張りながら、ディラーダはそんな提案をしてきた。

　お母さん、か。

　カイルはディラーダにそんなことまで話せるようになったんだな。

「あの、実はこれを教えてくれたのはお母さんじゃないんです。お母さんみたいな人なんですけど」

「そうだったの、ごめんなさいね。勘違いしちゃったわ」

　申し訳なさそうなディラーダに、カイルは両手を振った。

「でも僕は、本当にお母さんみたいな人だと思ってるんです！　でも、僕の本当のお母さんはひとりだけだから、自分はお母さんにはなれないって言ってくれて……」

「本当のお母様はどうされたの？」

　ディラーダが、できるだけ何気ない風を装っているのがわかる。

　下手に気を使ってもカイルには負担になるだけだとわかっているらしい。

　オレはディラーダに感謝した。カイルのことをわかってくれる人間がいるだけでも、気が楽になる。

　ただ、その視線は鋭い。

　まるで戦いの最中のようだ。

「赤ん坊だった僕を牧場まで連れてきたらしいんですが、そのときにはほとんど喋ることもできなくて、自分のことも、僕のことも、何も話せなかったそうです」

　カイルの説明はかなり曖昧だ。

　本人がその場にいたとはいえ、赤ん坊だったのだから仕方がない。

　しかし、ディラーダはその曖昧な話を真剣に聞いていた。

「そう。あなたの歳の頃からすると、十何年か前のことみたいだけど」

「はい。十二年前の吹雪の日だったそうです。それと、たくさんの傷があったって」

「傷？　お母様は誰かに襲われたの？」

　ここでディラーダの目つきが明らかに変わる。

　先ほどまではあくまでも真剣って感じだったが、今は殺気立っているって感じだ。

　カイルに向けられているわけじゃないからいいが、物騒で仕方がない。

「セイゼル……ええと、お父さんみたいな人はそう言っていました。たくさん斬られていて、牧場に辿り着けたのが奇跡みたいだったって」

「赤ん坊連れの女性を襲うなんて、いったい誰がそんなことを……」

　険しい表情のディラーダは、難しい顔で考え込む。

「そういえば、あの人の足取りが掴めなくなったのも、その頃だった……。でも、いったいどうして……」

　ディラーダはぶつぶつと何かを呟いている。その間も手が勝手に食べ物を口に運び、食事を進めているのは、旅慣れた戦士ならではというやつだろうか。

「カイル。大丈夫か？」

　オレはそんなディラーダからカイルに目を向け、その顔をじっと見つめた。

　親の死に様なんて、人間だろうが精霊だろうが好んで語りたいものじゃない。ディラーダが単なる好奇心で聞いていたらオレが止めていた。

　声が聞こえなくても、額を蹴飛ばせば話を逸らすことくらいはできる。

「大丈夫だよ。セイゼルもリオーネも、お母さんのことは絶対に隠さなかったから」

「あのふたりはお前の強さを信じていたからな。あの女の息子なら、絶対に受け止められるって」

　精霊の半数は、カイルに母の死の真相を伝えることに消極的だった。

　ご主人が生きていた頃の経験から、人間は弱い生き物で、特に心は弱いと知っていたからだ。だが同時に、カイルの母のように強い心を持つ人間もいると知った。

　結果、精霊たちはカイルが八歳のとき、真実を伝えた。

　カイルはそれをきちんと受け止め、こうして人にそれを話せるまでに成長した。

「――強くなったな、カイル」

　オレは心の底からそう思い、吐と露ろした。

　赤ん坊のこいつを抱いてやって来たあの女と同じように、カイルも強くなった。力だけじゃない、心も強くなった。

　こうやってミシェルのために旅に出られたのも、心が成長したからだ。

「えへへ……」

　カイルが照れたように笑う。

　オレはその顔を見て、同じように笑った。

「もうそろそろ、巣立ちなのかもな」

　オレはカイルに聞こえないほど小さく呟いた。いろいろなことが、カイルをオレたちの牧場から巣立たせようとしている気がする。

　それは運命だとかそういう感じの名前のものなのかもしれない。でもオレはそれをまだ受け入れられない。だから、カイルには何も言えない。カイルに聞かれたら本当になってしまいそうな気がしたんだ。










第四章　封印されし都




〈ゼルディア〉から五日。予定通りに到着した荒野のど真ん中に、それはあった。

　カイルの頭の上からそれを見つけて、オレはばしばしと足元を叩く。

「カイル、見えてきたぞ！」

「あっ、本当だ」

　いくつもの尖せん塔とうが聳そびえるその土地は、確かに都と呼ばれるに相応しい広さだった。岩でできた樹木のような細長い建物と、丸みを帯びた住居といった具合で、人間の街とは明らかに違う構造の都。

　しかし、妖精たちの都に、妖精たちの姿はない。

　感じる気配はすべて魔物だ。

「外の世界には、あんなものがあるんだ……」

　カイルは巨大な街を見て呆然としている。

〈ゼルディア〉の街であれだけ衝撃を受けていたんだから当然といえば当然だが……うーん、ちょっと過保護にし過ぎたかもしれない。

　人間たちの生活を理解するためにも、どこかに遠出させるようにリオーネたちに言ってみるのもいいだろう。

　オレたち精霊と違って、人間であるカイルはどこへでも行ける。

　どこへでも行ける奴を、あんな山の中の牧場に縛り続けるなんてことは、できないんだ。

「ディラーダさん、あれが目的地なんですか？」

「ええ、そうよ。封印地って呼ばれてるけど、大昔の遺跡だってことくらいしかわからないわ」

「そうなんですか？　僕は妖精たちの街だったって聞きましたけど」

「あら？　誰にきいたの？」

「ええとそれは……」

　まさか精霊が教えてくれたなんて言うわけにもいかず、カイルは言い淀む。

　しかし、ディラーダはそれを問い詰めるつもりはないようで、説明を続けた。こんな場所で長話なんてできないもんな。

「確かにそういう説もあるわね。でも、それを確かめる方法がないのよ。当時を知ってる人がいれば直接聞いてみてもいいんだろうけどね」

　横並びになった馬の上で、カイルとディラーダは言葉を交わす。

　当時を知る奴か。探せばいるだろうが、オレに心当たりはなかった。

　精霊以外にも長生きな奴らはいるもんだ。

「さてと、何が出てくるか――」

『ロッキュ!!』

　突然の声に、オレは思わず跳び上がった。

　それは頭の中に直接響き渡り、意識が半分持っていかれるほどの衝撃だった。

『セイゼル!?』

　そう、声の主はセイゼルだった。

『私もいるわよ。ロッキュ、ここがどういう場所か、知らないあなたじゃないでしょう？　どうしてカイルをここに連れてきたの？』

　オレは慌てて背後を振り返る。

　遥か遠くに、ふたつの影があった。

「あいつら、我慢できなくなってついてきやがった……」

「ロッキュ？　どうしたの？　何かいる？」

　そう言ってカイルが振り返ると、ふたつの影は慌てて岩陰に飛び込んだ。

　あの親馬鹿ふたり、カイルに見つかることだけは避けたいらしい。

「いや、動物がいたように見えたんだ」

「動物？」

　カイルがそう首を傾げると、ディラーダが答えた。

「この辺りには普通の動物はいないはずよ。魔物が多くて、普通の動物は生きていけないから」

「でも、動物だって魔物を倒せるはずですよね？」

「普通の魔物なら、倒せる個体もいるわね。でも、この辺りは昔から強い魔物が出るのよ。だから、動物はいないの」

　カイルは周囲を見回し、なるほどと頷く。

「だから、植物とかもないんですね」

「よくわかってるわね。動物は植物の種を運ぶけど、魔物は運ばない。動物のいない場所には植物は生えないのよ。ここって、空を飛ぶ魔物までいるから、鳥さえ近付かないらしいのよね……」

　植物の種を運ぶ鳥と動物がいなければ、あとは風で運ばれてくる種に期待するしかない。

　だが、そういう種はこんな荒野の硬い土には根を張れない。張れたとしても、こんな場所では成長できないんだろう。

「まあ、こんな荒地じゃなかったら人が住んで、魔物による被害が出てたと思うから、これでよかったんだと思うわ」

　ディラーダはこの土地に出る魔物について軽く説明してくれた。

　どうやらこの土地にいる魔物は、地面にいる奴も空を飛ぶ奴も、かなり強い奴ばかりらしい。厳しい土地だからこそ、自然と強い個体ばかりが生き残るんじゃないかってことだが、それだけじゃなさそうだ。

　この土地自体が、強い魔物を生み出すなんらかの力を持っている気がする。

　理由？

　それはこの土地にまったく精霊の気配がないからだ。

　精霊ってのは自然の一部。その一部がないってことは、普通の土地じゃないってことだ。普通じゃない土地には、普通じゃない魔物が現れるってのは、大昔からの定番なのさ。

「なるほど、そういう考え方もありますね。こんな風になってしまうなんて、悲しいことばかりだと思ってました」

　豊かな自然に慣れ親しんだカイルにしてみれば、荒野なんて悲しくて寂しい光景でしかない。しかし、何事も一面だけでは語れない。

　それはそれとして、あの親馬鹿どもはどうするか。

『ロッキュ！　聞こえてるんでしょう？　カイルを早くここから遠ざけなさい！』

　リオーネの怒号は、オレだけに聞こえている。

　しかしオレは、聞こえないふりを貫いた。

「カイル、早く行こうぜ。ここにいてもできることはないし」

「うん。――ディラーダさん、目的地ってどこにあるんですか？」

　ディラーダは最も巨大な尖塔を指差した。

「あの塔の地下よ。封印地最大の遺跡があるわ。外周に近いところはもう発掘され尽くしているはずだから、確実に宝物を手に入れるには一番深いところに行くしかない。その分、危険だけどね」

「わかりました。行きましょう」

　カイルがそう言って頷くと、遠くから馬鹿親の悲鳴が聞こえてくる。

　知らねえよバカ。




◇　◇　◇




　ディラーダはその自信に満ちた態度に相応しい強さを兼ね備えていた。

　巨大な剣を手足のように操って魔物を斬り飛ばし、カイルに的確な指示を飛ばした。

　そしてカイルも――

「【光輝嵐ミストトルネード】!!」

　光を発する霧が、竜巻状になって小型の魔物の群れに突っ込む。

　魔力を帯びた水蒸気が渦を巻き、魔物を飲み込もうとする。

「ギャアアアアアッ!!」

　魔物たちは悲鳴を上げて逃げ出そうとするが、その数が災いして次々と竜巻に飲み込まれていく。魔力を帯びた霧は魔物の体をあっという間に消し炭にし、あとに残ったのは一部の魔物が持っていた粗悪な武器の残骸だけだった。

「ガァアアッ！」

　その残骸の山から、魔物が飛び出してくる。味方の体を盾にして、魔法を防いだのかもしれない。オレはカイルに注意を促す。

「カイル！」

「はあっ!!」

　カイルはオレの警告を聞いた瞬間、魔法の杖に魔力を纏わせて剣にすると、それを突っ込んできた魔物に振り下ろした。

　その動きはディラーダにも負けていない。魔法で体を強化したからだ。

「うーん、何度見てもびっくりするくらいの速さと威力ね。いったい誰に習ったの？」

　カイルは剣はあまり得意じゃないが、魔法で体を強化すればある程度は戦える。

　ただ、子供の体であることはどうしようもなく、大の大人に比べたらまだまだなのは間違いない。

「さっき話したお母さんみたいな人に教わったんです。普通の魔法の鍛錬はお父さんみたいな人としてました」

「引退した魔導師なのかしら？　それにしても、どこの国の魔法とも違うし、不思議な魔法だわ」

　ディラーダはカイルの魔法を見るたびに、感心しきりといった表情を浮かべる。あれだけ戦いに慣れているということは、それだけたくさんの魔導師を見てきたはずだ。

　そんなディラーダにあそこまで言わせるのだから、カイルの魔法の腕前は自慢してもいいレベルなのかもしれない。

「この辺りの魔物は倒せたみたいね。このまま進むわよ！」

「はい！」

　ディラーダに頷いたカイルの耳元で、オレは叫ぶ。そうでもしないと周囲の魔物の声にかき消されてしまう。

「カイル！　魔物はオレが見つけるから、お前はディラーダを見失わないようにしろ！」

「わかった！」

　遺跡の中は広く、薄暗い。

　ふたりは腰から明かりを提げているが、見える範囲はかなり狭かった。

　普通の視界ではなく、魔力で追いかけるのが一番いい。幸いなことに、カイルとディラーダの魔力はよく似ているから、オレが見落とすことはあり得ない。

　ついでにいえば、リオーネたちも同じ方法でオレたちを追いかけている。ふたりほどの精霊になれば、本来の土地から離れてもかなり長い間戦うことができるし、オレと同じようにカイルを自分の土地の一部と認識すれば、縄張りにいるのとさほど変わらない力を発揮できる。

『セイゼル！　さっさとこの辺りの魔物を蹴散らして！』

『今やっている！　くそっ、こいつら数ばかり多い!!』

『土地の力もあまり豊かじゃないし、こんなことじゃなければ絶対に近付かないわ！』

『同感だ！』

　頭上から聞こえてくるリオーネとセイゼルの会話を聞く限り、ふたりも遺跡に入ってきたらしい。

　わずかに感じる魔力の波動から、セイゼルが大暴れしていることがわかった。

　本来なら、これだけ暴れればカイルに気付かれる。しかし、カイル自身が戦っていることと、ふたりがカイルに気付かれまいといろいろな努力をしていることもあって、なんとか気付かれずに済んでいた。

「ん？」

　そう思っていたが、ディラーダが急に天井を見上げる。

　オレはびくりと体を震わせた。

「ディラーダさん？」

「今、変な魔力を感じたのよ。こんな魔力、この辺りの魔物が持っていたかしら？」

「そうなんですか？」

「うちの家系ってね、魔法が得意なのよ。私は魔法より剣が好きだから剣を使ってるけど、血筋としては魔導師の方が多いの」

　うげ、という言葉はなんとか飲み込んだ。

　この女、魔導師の家系かよ。気付かれないだろうからって、ここに来るまでに下手に魔法使わなくてよかったぜ。料理のための火起こしとか、明かりとか、そんな魔法でも勘付かれてたかもしれない。

「あ、消えた」

　どうやらセイゼルたちが魔物を一掃したらしい。あいつら、カイル相手には自分の力を隠いん避ぴしているらしいが、ディラーダにはそれをしていないみたいだ。どうにかあいつらにディラーダのことを伝えたいが、それは無理そうだし、あいつらの戦いが終わってオレはほっと胸を撫で下ろした。

（いや、気付かれても何も困らないか）

　あいつらはディラーダのことを知らないし、ディラーダもあいつらのことを知らない。つまり、隠す必要もない。はぁ、気を揉んで損したぜ。

「ロッキュ、この先は大丈夫？」

　カイルに問われ、オレは慌てて魔物の気配を探った。

　頭の上の馬鹿二頭のせいで警戒が疎かになっていた。

「――大丈夫そうだ。この辺りは妙に気配が少ないな」

　カイルはオレの言葉をそのままディラーダに伝える。

　それを聞いたディラーダは、考え込むように腕を組んだ。

「大半の魔物の生態から考えると、魔物がいない場所の特徴はふたつあるわ。ひとつは魔物が生きていくうえで必要な魔力が乏しいこと。もうひとつは、天敵か強敵がいること」

　ディラーダの真剣な眼差しに、カイルがごくりと喉を鳴らした。

「強敵って……」

「有名なところだと、ドラゴンとかフェニックスとか、そういうとんでもない力を持つ生き物ね。魔物からすれば絶対に勝てない相手だから、近付こうともしない」

「じゃあ、天敵っていうのは？」

「人間よ。人間。魔物って、人間の街には基本的に近付かないの。それは人間が自分たちを倒せるだけの力を持っているけど、基本的に住すみ処か……つまりは街とかに近付きさえしなければ何もしてこないって理解しているからよ」

　ディラーダの説明は単純だった。

　魔物たちの縄張りは人間にとって危険で、人間の縄張りは魔物にとって危険ってことだ。向こうから迷い込んでくる奴らを襲う分にはいいが、自分から相手の縄張りに入り込もうとは思わない。

　普通の動物よりも知恵のある魔物にしてみれば、人間の暮らす街はあまりにも危険に見えるのだろう。ただそれは、精霊にとっても同じだ。精霊にとって人間は隣人だが、無条件の友人じゃあない。仲良くなることもできるし、敵対することもある。

「強敵かどうかは個人の差があるけど、種族としてみたら、魔物にとって人間は間違いなく天敵なのよ」

「仲良くはなれないんでしょうか？」

　カイルの質問に、ディラーダは笑った。

「もちろん、仲良くなれるわよ。魔物をパートナーにしている人間だっているし、魔物に乗って戦う騎兵なんていうのも、他国には存在してるらしいわ」

　ディラーダ自身も、魔物に対して必要以上に敵意を持っているわけじゃなさそうだ。そのあたりも、旅をしていると培われる感覚なのかもしれない。

「そうなんですね、よかった。最初から戦うしかないなんて、悲しいことですから」

　カイルが何を想像したのか、オレにはわかる。

　人間とのつき合い方でいえば、魔物と精霊はよく似ている。

　人の社会と距離を置き、最低限の接触のみで双方の縄張りを侵さない。そうすることでお互いの社会を維持する。

　たまに跳ねっ返りが出ることもあるだろうが、ほとんどの奴らは自分たちの縄張りに余よ所そ者ものが入ってこない限りは何もしないだろう。

「……僕には精霊の友達もいるんです」

　遺跡の廊下を進みながら、カイルが話し始める。

　オレはディラーダがどんな反応を示すか気になったが、彼女は頷いて先を促すだけだった。驚いている様子もない。

「驚かないんですか？」

「私も精霊に知り合いがいるんだ。いや、知り合いというよりも、こっちが一方的に知っているだけかな。私の実家は、大昔に精霊に出会い、契約を交わした。すでにその契約は果たされているから、今は関わりがないのよ」

「そうだったんですね」

　なるほど、とオレは納得した。

　ディラーダの魔法の才能は、精霊との契約の名残だ。

　きっとディラーダの祖先は、精霊と契約して大きな魔法の力を手に入れた。その後、契約が完全な状態で果たされたので、精霊はディラーダの一族から魔法の力を取り上げることをしなかったんだろう。報酬ってことだ。

　そして、その力は完全にディラーダの一族の血に溶け込んだ。

「その精霊とは、仲良くしているの？」

「はい。すごく」

「そうなのね」

　ディラーダは微笑み、カイルも嬉しそうに笑みを浮かべる。

　楽しそうなふたりの様子に、オレは寂しささえ感じた。

　どんどんカイルが遠くなっていく。それは錯覚じゃない。

　カイルは間違いなくこの瞬間も、人間の社会へと戻っていってるんだ。










第五章　封印の地に住まうモノ




　妖精たちの都で何が起きたのか、オレは何も知らなかった。

　しかし、遺跡の中をどんどん進んでいくにつれ、ここで起きたことがとんでもない悲劇だったのではと思うようになった。

「グォオオオオオ……!!」

　魔物の数は減った。

　しかし、その数少ない魔物は普通の魔物じゃなかったんだ。

「【白閃光ノーブルレイ】！」

　カイルが魔法の杖から放った光が、暗闇の中を動き回る影に突き刺さる。

「ギャアアアアッ！」

　影は悲鳴を上げ、さらに深い闇の中に逃げ込こんだ。

　オレはその気配を追いながら、カイルに警告する。

「後ろにもう一体いるぞ!!」

「【雷光ライトニング】!!」

　振り向きざまの一撃。簡単な魔法だが、込められた魔力の量が多ければ相当な威力になる。

　カイルが放った雷光は、複数の魔物を吹き飛ばした。

　しかし、吹き飛ばされたはずの魔物が再び形を取り戻し、カイルに迫る。

「なっ!?」

　オレとカイルが揃って驚く。

　カイルは純粋にこの魔物を見たことがなかったことに驚き、オレはこんな場所でこんな魔物と顔を合わせるとは思っていなかったからだ。

「火龍よ！　我が敵を灰かい燼じんと化せ!!」

　ディラーダの剣が炎の龍に姿を変え、周囲を焼き尽くす。

　カイルに迫っていた魔物も、炎に巻き込まれた。

「気をつけて！　こいつら、亡霊よ！」

　亡霊。

　かつて生きていた存在が、強い負の感情によって現世に縛りつけられた存在。ある意味、精霊と似た方法でこの世界に残った、かつての生者だ。

　しかし、精霊と亡霊には大きな違いがある。

　亡霊は、時間の経過とともに力を失い、消えていくんだ。精霊が時間の経過でその力を高めていくのとは真逆だ。

　だが、亡霊が力を失わないことがある。

「こいつら、妖精族だぞ。カイル、気をつけろ。奴らは魔法の力に長けてる」

　そう、生きているときから強い力を持っていた場合、死んでからも長い期間力を保つことができる。妖精族は生まれながらに強い魔力を持っていたから、亡霊になった後も存在を保てたってことだな。

「おそらく、強い奴もいる」

「わかった。――ディラーダさん！　彼らは妖精族の亡霊です！」

　カイルの言葉に、ディラーダは大きく舌打ちした。

　妖精族のことをよく知っているようだ。

「魔法の効きが悪いのはそういうことだったのね！」

「どうしますか!?」

「どうもこうもないわ！　亡霊は場所に縛られる！　逃げるが勝ちってこと!!」

　そう叫ぶや否や、ディラーダはカイルの手を引いて走り出す。

　その足の速さはこれまでの比じゃなかった。

　ディラーダもカイルと同じように、限定的ではあるが魔法で体を強化できるのかもしれない。

　ぐんぐんと加速していくディラーダに、カイルも同じように体を強化することでついていく。

　問題は、オレだ。

「うおおおっ!?」

　オレはカイルの肩から振り落とされそうになって、慌てて襟を掴んだ。

　カイルの首が絞まったような気がする。

「うぐぐ……」

「もう少し頑張って!!」

「は、はいぃ……」

「悪い、カイル！　もうちょっと我慢してくれ！」

　ここで振り落とされたら、オレも亡者の仲間入りだ。

　力の弱い精霊は、簡単に負の力に染まる。オレみたいな家事精霊なんて、そこらのザコ亡霊にちょっと触られただけでもお終いだ。

「ううう……」

　カイルの顔色が悪くなっていくが、オレにはどうしようもない。

　精霊っていうのは、重さがある奴とない奴がいる。

　家事精霊は、家事をするために重さがあるんだ。重さがないと拭き掃除や料理ができないからな。とはいえ、林檎一個分とかそのくらいだぞ。そうじゃなかったら、カイルの首がとんでもないことになっていただろう。

「うううううう……」

　それにしても、ディラーダの足が速い。

「もっと飛ばすわよ!!」

　とかなんとか思っていたら、さらに加速する。

　どうやら魔法らしく、いくつもの魔法陣を突き抜けるようにしてぐんぐんと加速していく、そのたびにカイルの首が絞まり、顔から血の気が引いていった。

「カイル！　頑張れ!!」

　オレは応援するしかない。

　どうしようもなくなったら、おとなしく亡霊になるか、上にいるバカ親に助けを求めよう。こんな間抜けな死に方は勘弁してほしいけどな!!

「……見えた!!」

　そうオレが決意したところで、ディラーダが叫んだ。

　オレは前方に見える大きな扉に、妖精たちが信奉する世界樹のレリーフが刻まれているのに気付いた。

「ここは、奴らの聖地か？」

　妖精どもは始まりの大樹と呼ばれる巨大な樹木型の精霊を神として崇あがめている。その精霊は世界樹と呼ばれ、妖精たちに力を分け与えてやっていた。

　しかし、その始まりの大樹ってのがとんでもない奴だったんだ。同族の中でも、頭ひとつふたつ突き抜けた悪名の持ち主だ。

　そんな奴のいる場所に突っ込まなきゃならないなんて、オレはいったいどこで運を使い切っちまったんだろう。

　オレは自分の運命を恨み、嘆いた。

「突っ込むわよ!!」

　そう叫ぶや否や、ディラーダは扉に向かって剣戟を放った。

　魔力で形成された刃は、長い時間の間で脆くなった巨大な扉を破壊する。

　そのまま扉の向こうに飛び込んだディラーダとカイルは、地面を這う巨大な樹の根に足を引っ掛けて盛大に転けた。

「きゃああっ!!」

「うわああっ!!」

　ついでにオレも吹き飛んだが、すんでのところで体勢を立て直す。

　そのまま床に着地すると、床についた手のひらから感じる恐ろしい気配に思わず手を引っ込めた。

「!?」

　オレは背後を振り返ることもせず、カイルの肩に飛び乗る。

　そして、カイルの耳に怒鳴った。

「カイル!!　結界！　全力だ!!」

「っ!!」

　オレの言葉を聞くと、カイルは杖で頭上に大きく円を描いた。

　その円は光を発すると大きく広がり、円柱状の結界になる。

　結界が光を放って完成した瞬間、暗闇の中から巨大な蔓つるが何本も伸びてきて結界にぶち当たった。

「きゃっ!!」

　ディラーダが首を竦めて悲鳴を上げる。

　カイルは歯を食いしばって結界を維持していた。

「これは……？」

「世界樹の亡霊……いやもう、亡霊樹って言った方がいいかもな」

　うねうねと暴れていた蔓の一本が天井に衝突し、そのまま屋外まで突き抜けていく。

　そのおかげで光が差し込み、暗闇の中で蠢うごめいていた蔓の塊――世界樹のなれの果てを照らし出した。

　気持ちワル。

　なんだよあれ、この世界にあんなものがあっていいのか？

　あんな、生き物でも精霊でも、魔物でもない何かがいていいのか？

「亡霊樹……」

　カイルの呟きを聞いたディラーダが、がばっと顔を上げる。

「そんな、じゃあここが、私たちの一族が約束を果たした場所なの？」

　ディラーダの言葉の意味は、オレにはわからない。

　だが、彼女にはあの亡霊樹に心当たりがあるらしい。

「ディラーダさん、知ってるんですか？」

「ええ、単なるおとぎ話。一族の功績を誇張するためだけの作り話だと思っていたけど……私たちの一族は大昔、自分たちの国を作るために、土地を食らい尽くそうとしていた巨大な化け物を退治したらしいの」

　普通に考えたら土地を食らい尽くすなんてことは不可能だが、桁違いの化け物ならそれも可能かもしれない。

　その化け物っていうのが、目の前にいる亡霊樹のかつての姿ってわけか。

「私たちの先祖は、遥か昔に遠い土地から移り住んできた。でもこの土地には、途と轍てつもない力を持つ精霊が、その手下たちと一緒に棲んでいた」

　妖精族がオレたち精霊と仲が悪かった最大の理由は、奴らが信奉していた世界樹にあった。

　元々世界樹ってのは、荒れた土地にも緑を与えるようなまともな精霊だったが、その力を自分たちのために使おうと考えた妖精族と結託した結果、自分の根差した土地以外のすべてから力を奪おうとした。

　結果、奴らの都以外の場所は、どんどん不毛の土地になった。

　オレはその頃まだ生まれていなかったから直接は知らないが、それでも精霊たちの間では当時の話が数多く残されている。

　ただオレたちの間に残された結末は、ある日突然妖精たちの都から妖精たちがいなくなり、世界樹もなくなったという内容だけだ。

　そこで何が起きたのかは、オレたちも知らない。まさか、こんな場所でその真実を知ることになるとはな。

「私の先祖は、世界樹によって世界の均衡が崩れることを危惧した上位精霊と契約し、世界樹の討伐を行ったの。正確には、先祖であるひとりの女性とその夫が実行したんだけどね。どうもご先祖様、根っこまでは倒しきれなかったみたい」

「根っこ……確かに地上には何もなかったし、この亡霊樹は根っこから復活したのかも。牧場でも生えてきたら困る草を取り除くんですが、ちゃんと根まで引き抜かないと元通りになっちゃったりするんです」

「もしかしたら、本体も根に移したのかも」

　ディラーダの推測は正しいだろう。

　世界樹はその身を滅ぼされつつも、なんとか地下深くに根を残したに違いない。そこに自分の本体ともいえる魂の一部を宿し、何百年、何千年も時間をかけてここまで復活した。

「自分を信奉する妖精たちの命を全部使って、それでも私たちのご先祖様に負けて、その結果がこれなんて、なんて醜悪」

「…………」

　カイルは結界を維持しながら、悲しげな眼差しを世界樹のなれの果てに向けていた。

　オレもディラーダと同じ感想だ。

　精霊のなれの果てとしては、最悪に近い。自分がこんな姿になるなら、すぱっと消滅させてほしいくらいだ。

「……この子も、最初は友達を喜ばせたかっただけなんだと思います」

「えっ？」

　カイルの目から、涙が零こぼれる。

　ああ、こいつ、亡霊樹の意識を感じ取ったんだな。

　こいつは昔から、精霊の気持ちを察するのが上手かった。今でもそうだ。だからこそ、亡霊樹の感情を読み取れる。

　オレにも理解できない形に変質しちまった亡霊樹の気持ちを、こいつは理解できる。

「友達が喜んでくれるのが嬉しくて、どんどん力を集めて、友達が喜んでくれるから、他の仲間たちが止めても聞かなくて、そのせいで仲間たちが周りからいなくなって、友達しか残らなかった」

　この土地が不毛の地になったのは、精霊がいなくなったからか。

　精霊のなかには、土地の豊かさを司つかさどる奴もいる。そいつが多いほど豊かな土地になる。だから人間は、そういう連中に祈りと供物を捧げて、豊かな実りを祈る。

　場合によっては神様と同列に扱われることもあるが、とにかくそういう精霊たちがいなくなって、妖精どもの都は荒廃した。

「世界樹だけじゃ、この土地を支えることはできなかっただろうな」

　オレは蠢く蔦つたの化け物を見ながら、そう呟いた。

　世界樹はまだ妖精たちを呼んでいる。自分が食らい尽くしたことに気付いていないのか、忘れたのか。

　どちらにしても、話が通じる状態じゃない。

「カイル……」

　オレはカイルに亡霊樹を倒すように言おうとした。

　だが、その前に奴がこちらに仕掛けてきた。

「!!　カイル!!」

　オレが警告するよりも早く、カイルは結界を強化する。

　結界が眩まばゆく輝き、その強度を増した。

　そこに、これまで暗闇の中に隠れていた極太の蔦が――いや、あれは根だ。

　かつてこの一帯の地下に張り巡らされていた太い根が隆起し、こちらに襲いかかってくる。

　その質量は、これまでの蔓とは比べものにならなかった。

　激突した瞬間、結界を突き抜けて衝撃がオレたちの体を揺らした。

「うっ」

　カイルが呻うめく。

「大丈夫!?」

　ディラーダがカイルに駆け寄る。

　しかし、カイルに返事をする余裕はなさそうだ。それどこか、結界を維持するので手一杯という様子だった。

　結界がギシギシと軋きしんでいて、少しでも気を緩めれば砕け散りそうだった。

「こうなったら……」

　ディラーダが大剣を構える。

　その剣に炎の魔力を宿し、亡霊樹の隙を探そうとしている。

　だが、ディラーダには亡霊樹の隙……魔力の隙間が見えない。

　先祖ならば、もしかしたら見えたのかもしれない。

　あるいは、剣ではなく魔法の才能を磨いていれば見えたかもしれない。

　しかし、今のディラーダに、亡霊樹を倒す好機を見る力はない。

「ちっ」

　オレは一瞬だけ悩み、決断した。

「カイル！　力を貸してくれ!!」

「――わかった！」

　カイルは悩むそぶりを見せることもなく、オレに魔力の一部を分け与えてくれた。そのおかげで、オレは誰の目にも映る体を得た。

「えっ？　小人!?」

「違う！　カイルの家の家事精霊だ!!　間違えるな!!」

「家事精霊？　家事精霊って、家に宿っているんじゃ……」

「そんなことはどうでもいいんだよ！　いまのお前じゃあいつを倒せない！　だから、ちょっと手を貸せ！」

　ディラーダの肩に飛び乗ったオレは、返事を聞くこともせずに亡霊樹の一点を指差した。

「あそこだ！　あそこを狙え！」

「あそこってどこよ!!」

　ディラーダが叫ぶ。

　魔力の流れが見えないこいつに、亡霊樹の弱点である魔力の歪みを教えるのは途轍もない苦労だった。

　でも、教えるしかない。

　カイルの魔力が尽きる前に、なんとか最後に一撃を叩き込む必要がある。

「蔦が動いていないところがあるだろう！　よく見ろ!!」

「蔦？　動いていない……」

　ディラーダがオレの言葉を聞き、じっと目を凝らす。

　魔力の歪みがあるせいで、蔦がピクリとも動かない一点がある。

「見つけた！」

「よし！　あそこまで攻撃は届くか!?」

「普通の攻撃じゃ通らないわよね？」

　ディラーダは戦士らしい観察力で、一発で問題を見抜いた。

　そう、亡霊樹はとんでもない回復力と防御力を持っている。並みの攻撃じゃ届かない。

「ああ！　もうあの腐った切り株野郎を斬り倒すくらいの力が必要だ！」

「それだと、私の残った魔力じゃ少し足りないかもしれない」

　ここまでの戦いで、ディラーダは魔力をかなり消費していた。

　元々こんなヤバい相手がいるとは知らなかったから、仕方のないことといえばその通りだが……。

「くそっ、使えない人間だなぁ！」

「なんですって!?」

　ディラーダの金髪が魔力で逆立つ。

「おい！　余計な魔力を使うなよ!!」

　そうは言ったものの、今さら魔力を残しておいても無意味かもしれない。

　こうなれば、一か八か、オレも一緒に突っ込むか？

『……ミツ……ケタ……』

「え？　何？」

　ディラーダがオレに目を向ける。

「何を見つけたの？」

「は？　なんのことだよ」

「だって、今、見つけたって言ったでしょ？」

「お前が言ったんじゃないのか？」

「私の声はあんなに低くないわよ！」

　いや、怒ってるときの声は似たようなもんだぞ。

　まあ、そんな冗談を言ってる場合じゃない。

　ディラーダじゃないってことは……。

「ロッキュ！　ディラーダさん、今のはあの樹の声です！」

　カイルが叫ぶ。

「まだ何か言ってる……」

「何？」

　オレは亡霊樹の声に耳を傾ける。

　荒れ狂う叫び声。

　その向こう側に、確かに声があった。

『ミツケタ、我ヲ、我ラを滅ボシタ、奴ラノ血統……!!』

　亡霊樹の蔓が震え、根が地面を揺らす。

　その動きには、確かな怒りを感じた。それも並大抵の怒りじゃない。

　盗み食いを見つけたときのリオーネ、それ以上の怒りだ。

『フタリ、帰ッテキタ……奴ラガ、帰ッテキタ!!』

　奴ら？

「――もしかして」

　カイルが小さく呟く。

「この樹を倒した、ディラーダさんのご先祖様と、僕らを間違えてるんじゃ……」

「なるほど、この樹が精霊なら、私たちを見分ける方法は血統と、そこに宿る魔力。ご先祖様と似た魔力の私たちを、ご先祖様本人と間違えてるってわけね」

「え？　私たち？」

　カイルはディラーダの〝私たちの血統〟という言葉に反応した。

「――やっぱり、お前はカイルの……」

「その話は後にしましょう。というか、私だって確信したのはあの樹の声を聞いたときよ。こんな形で知りたくはなかった。本当にね」

　ディラーダは悲しそうに言った。

　その表情を見て、オレはこれ以上の質問を諦めた。

　まだこの状況を脱したわけじゃないんだ。

「でも、あの樹が言っていることが本当なら、やりようはあるわ。カイル、私の魔力をあなたにあげる。それを使ってあいつを倒して」

「ええっ!?」

　カイルが素っ頓狂な声を上げる。

　オレはカイルの肩に飛び移ると、その耳を引っ張った。

「あいつの言う通りにするんだ！　もう時間がない！」

　カイルの結界はかなり強固だったが、これだけの時間攻撃に晒されて消耗している。

　もうひと押しされれば、完全に砕け散るだろう。

「同じ血統の魔力なら、同調させることでより大きな力を引き出すことができるの。ただ、普通ならそんなことをするよりも、適当な魔法道具を使って魔力を増幅するんだけど、ここにはそんなものはないし、魔法道具を調整する時間もない」

「ぶっつけ本番ってことですか？」

　カイルが顔を引き攣つらせる。

　へっ、その顔、リオーネに怒られる直前のセイゼルそっくりじゃないか。

　やっぱり血が繋がっていなくても、親子ってのは似るもんだな。

「私って自分で言うのもなんだけど、魔法の扱いはちょっと上手いって程度なのよ。だから、あなたの方が上手くやれるわ」

「そんなこと言われても……」

「やりたくないのか？」

　オレがそう聞くと、カイルは一瞬だけ悩んだ。

　でも、すぐにリオーネやセイゼルによく似た、強い意思を感じさせる目でオレを見た。それでこそ、オレたちの子供だ。

「ううん、やるよ」

　カイルがそう言うと、ディラーダは剣の柄をカイルに差し出した。

「なら、この剣も使って。これは実家に伝わる剣で、私たちの一族の魔力に合わせて調整されているわ。きっと力になるはず」

「わかりました。お借りします」

　カイルは差し出された剣の柄を握る。

　そして、巨大な剣をまるで木の枝のように軽々と持ち上げた。

「軽い……」

「魔力に合わせて調整してあるって言ったでしょう？　私たちが持つ限り、ちょっとしたナイフと変わらない重さになるわ」

　ディラーダは大剣を握るカイルの手に自分の手を重ねた。

　そして、カイルに自分の魔力を流し込む。

「いつか、ファルティア様に恩返しがしたいと思っていたのよ。運命と立場に押し潰されそうになった私に、戦い方を教えてくれた。運命に負けない強さをくれた。そして、私を救い出してくれたから」

「ファルティアって……」

「あなたのお母様よ。ファルティア・フィア・エセルドリーナ・ゼレクト。ゼレクト公爵家の三女、お転婆姫ファルティア。十三年前、王家の後継者争いで今の国王陛下の擁立に動き、その結果反対派によって公爵家にかけられた叛はん逆ぎゃくの嫌疑をすべてひとりで被って、行方不明になった」

「……それが、お母さんの名前……」

　カイルは何度もその名前を口にした。

　あのとき、女は自分の名前を口にしなかった。カイルの名前もだ。

　それはきっと、自分の名前を知られたら、カイルに危険が及ぶと思ったからだろう。

　自分の名前を、愛する我が子に伝えないという決断がどれほどの痛みを伴うのか、オレには想像もできない。

　だってそうだろう。

　名前ってのは自分自身そのものだ。死を前にして、それを我が子に伝えたいって思わなかったはずがない。

　それでも、あの女は堪たえた。

　自分と息子の繋がりを断たってでも、息子を守ろうとしたんだ。知らなければ調べることはできない。自分の跡を追いかけることもできない。

　きっと親としてはとんでもなく苦しい決断だっただろう。

　だってそうだろう？

　自分の跡を継いでくれるはずの存在に、自分の痕跡をなにひとつ残せないんだ。自分の存在を完全に消し去るなんて決断、普通はできるわけがない。

「――すげえな」

　オレは、思わずそう呟いた。

　そして、あいつらも同じ気持ちだったらしい。

『――あの日の約定、果たそう』

『聖峰ベルディガルの主たる我らが力、存分に揮ふるうがいい』

　蔓がぶち破った天井から、ふたつの光が降りてくる。ディラーダはその姿に驚いていたが、オレは久しぶりに見たあいつらの姿に笑ってしまった。

　それはすべての力を解き放った姿の精霊獅子と、精霊狼の二頭。

　セイゼルとリオーネだった。

　人間なら、神々しいとでも言うんだろう。光の鬣を持つ獅子と、波打つ虹色の光を纏った狼。

「セイゼル！　リオーネ！」

『カイル、自分の血筋を知ったか』

　オレたちに背を向け、亡霊樹に相対するセイゼルが寂しそうに言う。

『でも、いつかはこうなるとわかっていたの。だって、あなたはあんなに愛されていた。その愛情は、報われなければならないわ』

　リオーネも寂しげだが、どこかすっきりした声だった。

　カイルの母親の最期を看取ったからこそ、ずっと溜め込んでいたものがあるに違いない。

『彼女は自分のことなんて最後まで気にしていなかった。最後の最後まで、ただあなたのことを心配していた。私は、彼女の姿を見て母親であることの強さを思い出したわ。本当に尊敬に値する人間だった』

「セイゼル……リオーネ……」

　亡霊樹は突然現れた二頭の精霊に困惑している様子だった。

「…………」

　うねうねとこちらの動きを観察しているのがわかる。だがな、そいつは悪手だぜ。

　その隙、もらった。

「カイル！　リオーネたちの力を取り込め！　お前の着ているその服なら、すべての力を受け入れても溢れることはないはずだ!!」

「わかった!!」

　オレの言葉に従い、セイゼルとリオーネから発せられる途方もない魔力を吸収するカイル。

　カイルの纏う服に人間の描く魔法陣よりも複雑な模様が浮かび上がり、魔力を取り込んでいく。

「こんな力を吸収するなんて、神話級の装備でもなければ不可能なのに……」

　ディラーダが呆然とする。

　褒めてくれるのは嬉しいが、神話級なんて古臭い評価はうちの精霊たちを怒らせるぜ。

　まあ、精霊たちの羽毛やら爪やら牙やら角やらだけを使った一張羅だ。ある意味では神話の中に登場するような代物だろうさ。

「ぶち込め！　カイル!!」

　オレは亡霊樹のど真ん中を指差す。

　これだけの力があれば、余計なことを考える必要はない。

　全力でぶっ放せば、それでいい！

「うん！」

　カイルが大剣の切っ先を亡霊樹に向ける。

　こちらの意図に気付いた亡霊樹が次々と蔓や根で攻撃を仕掛けてくるが、セイゼルとリオーネがそれを次々と食い散らした。

『息子に手出しはさせん!!』

　セイゼルが吼える。

『我が子の旅立ちなのよ！　あなたなんかに邪魔させないわ!!』

　リオーネが吼える。

　ふたりの力が、最高潮に達したとき、カイルが特大の魔法を解き放った。いや、魔法なんて上等なもんじゃない。

　精霊の力をすべて破壊に注ぎ込んだ、すべてを壊す光。

「【精霊光エレメンタルバーン】!!!」

　大剣にヒビが入り、魔力が解放される。
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　精霊と、古き血統の力が絡み合うように亡霊樹に突き進む。

『ォォォオオオオオオオオオッ!!』

　何本の蔓を束ねようと、何本の根を犠牲にしようと、カイルの放った光は亡霊樹に向かって突進する。

　遙か過去と同じ、間違ってしまった精霊を滅ぼすために。

「――さようなら」

　カイルがそう呟いた。

　オレは、カイルの目から、涙が流れるのを見た。










第六章　オークション




　オレはニヤニヤしながら、オークション会場の天井にある梁に座っていた。

　カイルから離れられるギリギリの距離。これ以上遠ざかったら消えてしまう場所にいた。

　なんでそんな危険な真似をしているのかといえば、ミシェルを連れ去ったクソ野郎の泣き顔を拝むためだ。

「それでは、四十五番の商品です！　世にも珍しい『黄金羊』！　金貨二〇〇〇枚からスタートです!!」

　オークションの司会がそう宣言する。

　本当なら、ここでどんどん値段がつり上がっていくはずだ。

　しかし、今のオークション会場にはまったく熱気がない。

　出品者席にいるあのいけ好かない商人は、真っ青な顔でステージを見つめていた。

　そこに、檻に入ったミシェルがいる。

　ミシェルは元気そうに動き回っており、どこにも怪我はないようだった。

「あの檻にも魔法石が使われてるのか。そりゃ魔力で追えないわけだな」

　オレはミシェルの檻の四方に取りつけられた魔法妨害の魔石を睨んだ。作戦が上手くいかなかったときのために、無理やりミシェルを連れ出す算段も考えたんだが、どうしてもミシェルの詳しい位置がわからなかった。カイルの服に宿った精霊の力を目印にしても、どうしてもテントの中がぼやけちまう。

　こりゃ妨害はテントの外にある分だけじゃないなと思ってたが、大当たりだ。

「ま、その苦労もこれから全部無駄になるんだけどな。うけけけけ……」

　カイルの前では絶対にできない笑い方で、オレは商人を見下す。

　さあ、始めようぜ。オレたちの家族に手を出した報いだ。

「二〇〇〇！　二〇〇〇からスタートです！」

　司会が客たちに入札を促す。

　しかし、どの客もミシェルをちらりと見ることはしても、入札する様子はまったくない。

「へっ、そりゃそうだよな。この後には、古代妖精王国の遺物がわんさか出品されるんだ。黄金羊が珍しいからって、どこにもいないわけじゃない。目利きができる奴なら、ここで入札するわけがない」

　そもそもあの商人が出品したミシェルが本物の黄金羊かどうかすら、確実なことはまだわからないんだ。非合法な手段で手に入れたから、鑑定なんてできちゃいない。

　それに対して、古代妖精王国の遺物はこの国の王家が――この地を恐怖で支配していた古代妖精王国を打ち倒した英雄の血統が本物だと保証している。

　どちらを選ぶのか、言うまでもない。

　商人はその敏腕ぶりを完全に失って、単なる老人のように椅子に座り込んでいる。

「ばーか」

　オレはそう吐き捨て、会場の外にいるカイルたちのところに向かった。

　あの商人には、これからもっと大変な目に遭ってもらう。




◇　◇　◇




　オークション会場から逃げるように駆け出してきた商人は、そこにいる女に気付くとガタガタと震え始めた。

　女は普段はまとめている髪を下ろし、煌きらびやかな鎧を纏っている。その鎧に刻まれているのは王家にのみ許された紋章。

　商人は、こんな場所にいるはずのない人物を前に引き攣つった声を出した。

「ディ、ディレフィティア様……？　な、何故このような場所に」

「我が再従兄弟はとこから、話を聞いたのよ。再従兄弟と兄弟のように育った黄金羊が、無法者に盗まれてしまったってね」

　ディラーダ――ミゼルディア王国第二王女ディレフィティアは、そう言って商人を睥へい睨げいする。

　オレが聞いた話だと王女ディレフィティアは、騎士姫として知られていた。並みの騎士では相手にならないほどの腕前を持ち、魔物の群れとの戦いで王国騎士団の先頭に立つこともあるらしい。

　ははっ、なんて女だ。そっちの方がまるで魔物じゃないか。

　そんな女に睨まれたら、商人なんてどうしようもないよな。

「あああ……」

　その上、周囲には白銀の鎧を輝かせる王国近衛兵が居並び、商人の護衛をするはずの兵士たちは雇い主から目を逸らしている。

「そ、そのようなことは、私はただ、山奥の牧場にいた黄金羊を譲り受けただけで……」

「へえ、そうなの？　カイル、こんなこと言ってるけど？」

　王女ディレフィティアがそう言って振り返ると、そこには豪華な衣装に着られているカイルの姿があった。

　はっはっは、愉快な姿だぜ。価値だけならこの間の旅装束の方が上だが、それじゃあハッタリが利かないってんでディラーダに無理やり着せられた服だ。

　まあ、晴れ舞台と考えたら、これくらい派手でもいいかもな。

「ミシェルは僕の友達です。返してもらえますか？」

「お前は……いや、あなたはあのときの……！」

　商人はカイルのことを覚えていたらしい。

　そこらの子供と同じようなものと思っているのか、さきほどまでのディラーダに対する態度とは正反対の居丈高な態度だ。

　もっとも、そんな態度に気付いたディラーダに、すぐに凹まされている。

「ゼレクト公爵家次期当主であり、我が再従兄弟のカイルよ。そんな風に睨にらんでもいいのかしら？」

「公爵家!?」

　商人はびくりと肩を震わせる。

　まったく、人間ってのはどうしてこう、偉そうな肩書きに弱いのかね。

　ま、偉そうな肩書きがなくても、あのリオーネの息子ってだけで十分おっかないけどな。

　あいつ、今もオークション会場近くの建物の上から、こっそりカイルのこと見守ってるぜ。もうちょっとカイルにキツく当たったら、脳天に雷でも落ちたんじゃねえかな。

　精霊ってのは人間ひとりの命なんて軽いもんって認識なんだ。身内扱いのアリサの家族とかなら別だろうけどさ。

「ゼレクト公爵家、憶えているでしょう？　あなた、ファルティア様に散々煮え湯を飲まされていたものね」

「そんなことは……」

　どうやら商人は、カイルの母親を知っているらしい。

（なるほど、カイルのことを初めて見たときの反応はそういうことか）

　オレはようやく、あのときの商人の反応の理由を理解した。

　過去に自分を散々痛めつけた奴に似た子供がひょっこり現れた。

　後ろ暗いところがある奴ほど、反応してしまうだろう。

「あ、もしかしてあなたもファルティア様に刺客を差し向けたクチ？」

　そう言って、ディラーダは商人を睨む。

　商人は慌てて両手を振った。

「滅相もございません！　私はあの方を刺客程度でどうにかできるなどと思っておりません！」

「ふふふ、そのあたりはよくわかってるじゃない。だからこそ、ここまで店を大きくできたんでしょうけどね」

　ディラーダはカイルの母親を褒められたと思ったようで、上機嫌になる。

　しかし、その上機嫌はすぐに消えてなくなった。

「でも、今回の件は言い逃れできないわよ」

　ディラーダが一歩商人に向かって踏み出す。

　商人は顔を白くさせ、必死に言い訳を続けた。ははっ、いい気味だ。

「で、ですが、あの黄金羊がカイル様のものであるとは限りますまい。何か証あかしがあるとでも？」

　おお、反論してきたぞ。

　なかなかやるな。その根性は気に入った。

　でも、その程度じゃどうにもならない。

「証、ですか」

「はい。あの黄金羊が、カイル様とご兄弟同然というのなら、その証を――」

　商人がそこまで言ったところで、カイルは叫んだ。証を見せてやろうってんだな。

「ミシェル!!」

　魔力の込められたその声が響き渡った次の瞬間、オークション会場の壁が吹き飛び、ミシェルが飛び出してきた。

　普通の声なら聞こえないかもしれないが、魔力の込められた声なら地平線の彼方でも精霊には聞き取れる。ミシェルはカイルの声に気付き、飛び出してきたんだ。

　そもそもだ。精霊化した羊に、本来は普通の家畜と同じ檻なんてなんの意味もないんだよ。周囲をどれだけ魔法封じの宝珠で囲んでも、檻そのものを魔法封じの宝珠で作らない限り、精霊を閉じ込めることなんてできない。

　本来精霊を閉じ込めるには、魔法封じの宝珠と同じような効果を持つもので封印する必要があるんだ。

　そうじゃないなら、ちょっと魔力を放射するだけでこうやって吹き飛んじまう。この間こうすることができなかったのは、ミシェルがどこにいるかわからなかったのと、ミシェルを取り戻した後の騒動を解決する手段がなかったからにすぎない。

「な……え……？」

「見ての通りです。ミシェル、帰ろう」

『うん！』

　人間たちには、普通の羊の鳴き声にしか聞こえないであろう返事を聞き、カイルは微笑む。

　その場で屈み込んで、ミシェルの頭を撫で回した。

　この様子を見れば、カイルとミシェルの間に深い信頼関係があるのは明白だろうさ。

「さて、あなたにはいろいろ聞かなければならないことがあるわ。王家の宝物に手を出したのだから、覚悟はできているんでしょうね？」

「ひいっ!?　そ、そのようなつもりはなかったのです！　お許しを！　私はただ、家畜泥棒からあの黄金羊を買っただけで!!」

「なら、その盗人のことをすべて話してもらいましょう。彼らが無事捕縛されたら、その分、あなたの罪を減らしてあげる」

　ディラーダとしては、商人だけを捕まえて終わりにするつもりはないということだった。黄金羊を盗み出すような連中が国内にいるのは問題があるらしい。

　今回みたいなおとなしい精霊ならまだいいが、取り扱いに細心の注意を要する危険な魔物を盗み出され、逃げ出すなんてことになればとんでもないことになる。

　何千人も暮らしている街中に魔物が放たれたら、そりゃひどいこと間違いなしだ。

　そんな思惑があるからか、ディラーダの目は鋭く、一切の反抗を許さないって圧力がビシビシ出ている。そんな視線を受けたら、答えはひとつしかない。

「は、ははぁ～～！」

　商人がディレフィティアの足元に這いつくばった。

　あんな偉そうな態度、カイルには絶対に無理だな。やっぱりディラーダ……いや、ディレフィティアに手助けしてもらってよかった。

　これが一番、怪我人が少なくて済むからな。

　あの商人が下手に抵抗したら、こっちを見ているリオーネとセイゼルが何をするかわかったもんじゃない。

『ちっ』

『命拾いしたわね』

　ほら、物騒なこと言ってやがる。

　まったく、教育に悪いことするなっての。ここ、街中だぞ。

「ミシェル、カリンが待ってるよ」

『お母さんが？　じゃあ、すぐ帰る！』

　ミシェルがカイルの顔を舐め回す。

　カイルは嬉しそうに笑いながら、されるがままにされていた。










第七章　カイルの血統




　オレは場違いって言葉があんまり好きじゃない。

　そもそもオレがいる場所がオレの居場所なんだから、場違いなんてことはないってのがオレの持論だからだ。

　でも、今は場違いって言葉の意味を理解している。

「――オレ、来るんじゃなかったぜ」

「そんなこと言わないでよ。せっかくディラーダさんが誘ってくれたんだからさ」

「いや、お前にとっては身内だからいいけどさ。オレにとっては他人も他人だぜ？」

　オレたちは今、王家の別荘といわれている湖畔の城にいる。

　当初ディレフィティアはカイルをすぐに王都に連れていこうとしたが、リオーネに頑強に反対されて諦めた。

　カイルの安全が本当に確保できるのかと言われてしまえば、反論できなかったんだ。

　カイルの母ファルティアが命を奪われたのは間違いない事実で、今もその犯人がどこかにいるかもしれないと言われたら何も言えないってことだ。

「あ、誰か来たよ」

　カイルがそう言うと、客室の扉がノックされる。

　オレたちの家が丸ごと入りそうな客室の扉だから、かなりでかい。

「どうぞ」

　カイルがそう言うと、扉が開かれてディレフィティアともうひとり、ディレフィティアによく似た顔立ちの男が姿を見せた。

「――ああ、確かによく似ている。男の子だが、顔立ちは本当に小さな頃のファルティアにそっくりだ」

「カイル。父のヴァルザスよ」

「あ、初めまして、カイルといいます」

　カイルは緊張したように一礼した。

　おいおい、一応相手はこの国で一番偉い人間なんだろう。そんな態度でいいのか？

　そう思ったオレはちょっと慌てたが、ヴァルザスって男はカイルの両手を固く握るとにこやかに頷いた。

「ヴァルザスだ。国王だなんだという肩書きもあるが、ファルティアの息子というならばただの親戚。今日は臣下も遠ざけてあるし、ヴァルザスとでも、ヴァルザス小父とでも好きに呼んでくれ」

「は、はい、ヴァルザスさん」

「お父様、あんまりカイルを驚かせないで。下手に苛めると、この城ごと吹き飛ばされるわよ」

　ディレフィティアが窓の外に目を向けつつ、そう警告する。

　この場にはあのふたりはいないが、カイルに危機が迫ればすぐに姿を見せるだろう。用心に越したことはない。

　まあ、カイルの身内だから、無警告でいきなり消し飛ばすようなことはあのふたりもしないだろう。人間たちの間にはオレたちには理解できないやりとりもあるからな。

　ヴァルザスはディレフィティアの警告に、神妙な顔で頷いた。

「そうか、精霊様に育てられたということだったな。さすがファルティアというか、その血筋というか、人が考えもつかないようなことを容易たやすくやってのける」

　感心したように頷き、ヴァルザスはカイルを窓際のソファに促した。

　そして、ディレフィティアにお茶を淹いれるように言うと、カイルに向き直る。

「まずは、我が娘を助けてくれたことに礼を言う。亡霊樹については、当初は我が一族の宿敵でもあって警戒はしていたんだが、やはり長い年月で様々な記録が失われてしまっていてな。ここ四百年ほどはまったく無警戒だった」

「仕方のないことだと思います。僕の育ての親も知らなかったと言っていましたから」

　そう、あの亡霊樹に関しては、オレたち精霊も完全に忘れていた。だから、人間たちの不始末を責めることができないんだ。

　あいつは、オレたちの同族――精霊でもあるからな。

「そう言ってもらえると助かる。あの場所は新たに騎士団の駐屯地を設け、監視を続ける予定だ。亡霊樹がいなくなったことで、周囲の環境も改善の兆候が見られるから、植民などをする計画もある。あの辺りはまだまだ手つかずの資源が多い」

「そうですか。それはよかった」

　カイルはほっとした様子だった。

　オレはとりあえず、あの亡霊樹が復活しなければなんだっていい。あんな戦いは二度とごめんだ。家事精霊ってのはひ弱なんだよ。

「それと、これは君の母上についてだが……」

　ヴァルザスは少しだけ口くち籠ごもった。なんと言えばいいのかわからないといった感じだ。

　謝るのも、お礼を言うのも違う。そう考えたらしいヴァルザスは、ただひと言頭を下げて言った。

「謹んで哀あい悼とうを申し上げる。いや、本当はこんな言葉では足りないんだ。だが、他に言葉が見つからない」

　ヴァルザスが苦しそうな顔でそういうと、カイルは笑って応えた。ヴァルザスの本心は、間違いなくカイルに届いた。

　自分の人生を変えてくれた恩人が、自分の知らない場所で殺された。国王っていう、人間たちの長みたいな立場だったのにそれを止められなかったことを、悔やんでいるに違いない。

「母もヴァルザスさんがお元気であれば、きっと喜んでくれたと思います」

「――そうだな、きっとそうだろう。彼女はそういう女性だった」

　ヴァルザスは遠い目をして、窓の外に広がる風景を眺める。

「彼女のことは、本当に残念だと思っている。直接ファルティアを手にかけた者たちについては現在調査中だが、あまりいい結果にはならないだろう」

「そうなんですか？」

　おいおい、どういうことだ。

　カイルの母親を殺した犯人を捕まえられないってのかよ。

「実はディレフィティアにも話していないんだが、ファルティアを手にかけた者どもはすでにこの世の者ではない可能性が高いのだ」

　ヴァルザスはカイルに向き直り、沈痛な表情を浮かべる。

「当時は先代国王の突然の崩御で玉座が宙に浮いてしまっていてな。三人の王子が自らの派閥を形成して争っていた。誰が勝っても血を見るのは確実で、あと少しで国が割れるという段階だった」

「でも、ヴァルザスさんが国王になったんですよね？」

「私は三代前の国王の直系でな。そのときも後継者争いが起きて、私の一族はほとんど飼い殺しにされていた。そのせいか、誰も私の存在に気付かないか、侮って無視するかのどちらかだったんだ。そこへファルティアがやって来て、私を国王に擁立すると言い出した」

　ヴァルザスはおかしそうに笑う。

「自分が適当な相手と結婚して、女王にでもなればよかったものを。そんな面倒なことは絶対にいやだと言っていた」

「そうなんですか」

「実際に三人の王子は、ファルティアを妃にすることで国王になろうとしていた。あの子の実家であり、君の実家でもある公爵家はかなり古い血統でね。彼女を手に入れられれば大義名分としては十分だった。それになにより、ファルティアは民に慕われていたんだ。後継者争いなんてことをしでかしてしまった以上、民への言い訳も必要になる。だから、三人はファルティアを欲した」

「でも、母はそんなこと望まなかった」

「ああ、そこで彼女は、すでに結婚していた私を国王にした。三人の王子の派閥を切り崩して内輪揉めさせ、その間に私を引っ張り出して国王に据えたんだ。私はね、カイル。覚悟なんてする間もなく、いつの間にか国王になっていたんだ」

　ヴァルザスは昔を思い出したのか、どこか遠くを見つめていた。

「当然、三人の王子は怒った。でも、血統としては彼らと私に差はない。なら反乱でも起こすかということになるんだけど、彼らの派閥はファルティアのせいでめちゃくちゃになっていて、とても軍を起こすことなんてできなかった。それどころか、彼らは互いに暗殺者を送り合って自滅してしまったんだ」

「ええっ!?」

　マジか。人間って馬鹿だな!!

「驚くのも無理はない。でも、実際にそうなってしまったんだ。民は自業自得だって言ってたけど、確かにその通りとしか言いようがない最期だった。私としては、自分の身を律する教訓として認識しているけど、世間から見たら王家の恥も恥、大恥といったところだよ」

「じゃあ、母の命を狙ったのも……」

「彼ら三人だろう。他に王族を狙うようなリスクを冒す者は、当時の王国にはいないからね。実行犯はまだ生き残っているかもしれないけど、おそらくは口封じに殺されている」

「……そうですか」

　オレは人間が怖いと思った。

　こんな風に身内を殺して、それを当たり前と認識することが恐ろしかった。

　確かに、動物だって身内を殺すことはある。生きていくために、兄弟姉妹と殺し合うことだってある。

　でもそれは、生きるためだ。恨んだり憎んだりってことじゃない。殺す必要のない奴を殺そうなんて思わない。

「本当なら、君にも伝えずにいようと思った。でもこう思った。ファルティアならば伝えようとするとね。彼女は君に何も遺せなかった。だからたとえそれが悲しい真実であったとしても、君がそれを知って何かを学べるのならば、自らの遺品として伝えるに違いない。私はそう判断したんだ」

「――母は、そういう人だったんですね」

「ああ、そういう人だった。とんでもなく厳しくて、それでも人を信じていた。私にとっても、尊敬できる人だったよ」

「そう言ってもらえて、嬉しいです」

　カイルはヴァルザスに微笑んだ。

　悲しいと感じるには、母親との思い出が足りない。

　寂しいと感じるには、母親の温もりを知らない。

　だから、カイルは曖昧な表情を浮かべるしかないんだ。

　悲しいのも、寂しいのも本当なのに、どうすればいいのかわからない。

「では、君の今後について話そう。実は、君の育ての両親から、君を我々の身内として迎え入れてほしいという申し出があった」

「えっ」

　カイルは驚き、オレを見た。

　オレは何も言わず、視線も合わせない。

「ロッキュ！」

「…………」

「ああ、家事精霊の子がいるのか。なら、その子が私の言葉が嘘か真か証明してくれるはずだ」

「――本当だ」

　オレはそう言った。

　カイルはオレを掴み、揺さぶってくる。

「どうしてそんなこと……！」

　カイルは泣きそうだ。

　オレも、本当は泣きたい。

　でも、ここで泣いたら、家事精霊が廃すたるんだ。

「お前は人間なんだよ、カイル」

「だから、僕は家族じゃないの？　人間だから、家族になれないの？」

「そうじゃない。人間だから、家を出るんだ」

　オレは、ご主人の家から巣立っていった子供たちを知っている。

　牧場を守り続けた子供もいたが、それ以外の子供はみんな巣立っていった。

　それが人間の、生き物の在り方だからだ。精霊みたいに縄張りに縛られるんじゃなくて、自分の力で縄張りを作ることができる。

　オレたちはカイルを精霊にしたいんじゃない。

　人間として、一人前にしたいんだ。カイルは人間なんだ。人間でなけりゃならないんだ。

　精霊牧場のみんなに育てられた人間でないといけないんだ。

「カイル。家族ってのは同じ家に暮らしているから家族じゃないんだ。たとえ別の場所で別の家を作ったとしても、家族は家族のままなんだよ」

「でも、僕はみんなと一緒にいたいんだ」

「オレだってそうさ。でも、子供ってのは巣立つもんだ。動物も、人間もな」

「そうしないといけないの？」

　違う。

「そうするべきなんだ」

　カイルにはそうするだけの力がある。

　あんな山奥の牧場に閉じ込めておける器じゃない。

　オレとリオーネとセイゼルと、他の精霊や動物たちが育て上げたカイルって奴は、どこで生きていようとオレたちの誇りとしてでかいことをやってのける力がある。

「――わかった。わかったよ、ロッキュ」

　カイルは散々黙り込んだ後、そう言った。言ってくれた。よくやった。それでこそだ。ちくしょう。

　ちくしょう。なんでこんなに悲しいんだ。カイルが幸せになるんだぞ。オレがずっと望んできたことだろうが。

「そうか」

　オレは泣きそうだった。

　カイルよりも、オレが泣きそうだった。

　ちくしょう、あいつらオレにこんな役目やらせやがって。

　クソッタレ。

　クソッタレだちくしょう！




◇　◇　◇




　カイルの巣立ちは、ひとりの例外もなく、牧場の誰もが理解していることだった。

　あいつは人間で、オレたちは精霊。

　どう考えても、ずっと一緒にいることはできない。

　だから、カイルが牧場からいなくなったところで、それを後悔する奴はいなかった。

「はぁ……」

　いないはずだった。

　だっていうのに、このアホ猫はよぉ。




「おいセイゼル、お前何情けない格好してやがるんだよ」

　セイゼルはかつて猫だった頃の姿になり、窓際の日なたでだらしなく液化していた。

　腹を晒し、半目で舌を出した精霊獅子としての風格なんてまったく感じさせない堕落しきった姿に、オレでさえも情けなさを感じる。

　オレにあんな役目を押しつけたくせに、なんて醜態だこのどら猫。

「何も、やる気が起きないんだ……」

　ここ最近、同じことしか言わねえなこいつ。

　本当になんなんだ、この情けなさはよ。

「お隣さんと狩りに行くって言ってただろうが」

「アリサの親父さん、薪割り中に腰をやってしまったらしい。リオーネが塗り薬を持って行ってる」

「ああ、今朝アリサが来たのはそういうことだったのか。てっきりカイルに会いに来たのかと思った」

　アリサはカイルがいなくなってからも、よくこっちに顔を出してくれる。

　馬に乗ってくるとはいえ、そんなに何度も顔を出すのは面倒じゃないかと思ったりもするんだが、カイルがいつ戻ってくるかわからない以上は、こまめにここに来るしかないのかもしれない。

　実はカイルが来たらすぐに教えるからってリオーネが言って聞かせても、アリサは自分でここに来るのをやめなかった。

　アリサの親父さんもおふくろさんもそれを止めない。むしろ、娘の好きにさせてほしいとまで言っていた。

　親子の信頼の形ってのも、いろいろあるのかもしれない。

　ただなぁ、今のこのセイゼルの状態は、カイルに信じてもらえるんだろうか。

「――カイルに会いに行くなら、こっちじゃなくて王都に行くさ。この間も行ってきたらしい。――いいなぁ」

　本気で羨ましそうな声しやがって。

　アリサは子供ながらの適応力の高さであっさりカイルの本当の姿を受け入れたっていうのに、この猫ときたら……。

「猫として籠に入れば、連れていってもらえるんじゃないのか？」

「その手があったか!!」

　がばりと起き上がるセイゼル。

　ちくしょう、なんて情けない姿なんだ。これがオレたちの群れの頭だっていうのかよ。

「おい、冗談だからな？　本気にするんじゃないぞ？」

「いや、でもカイルに会えるなら、家猫のフリくらいどうってことないだろう？」

「お前は精霊としてのプライドってものがないのかよ!!」

　オレは思わず叫んでしまう。

　しかし、セイゼルの答えはある意味、オレの予想通りで、予想以上だった。

「カイルに会えるなら、プライドなんていらん!!」

　きりっとした猫が、オレに向かってそう言い切った。

　あまりにも真剣な表情だったものだから、オレは圧倒されて何も言えなくなってしまう。

「……はぁ」

　オレが黙っていると、セイゼルは再び液化する。

　カイルがいつ戻ってくるかわからないから、牧場と家畜たちの手入れを欠かすことはないが、それ以外の時間はひどいもんだ。

　はぁ、まさかここまで腑抜けになるとは、オレも思わなかったぜ。

「おいセイゼル……」

　オレはなんとかセイゼルのやる気を引き出そうと、そのひげを引っ張る。愉快に変形する顔。

　しかしセイゼルは無反応で、オレは呆れるしかなかった。

　このまま夕方まで寝こけるのか……オレがそう思ったとき、セイゼルの耳がピクリと動いた。

「セイゼル？」

「……この声は！」

　びょんという音を立て、天井近くまで飛び上がるセイゼル。

　床に着地するときには、人間の姿になっていた。

「おいセイゼル！　どうしたんだよ！」

　オレが止める間もなく、セイゼルは家を飛び出していく。

　オレは窓に登ると、セイゼルが走る先に目を向けた。

　どうやら、牧場の正門に向かっているらしい。

「んんんん？」

　ここらじゃ見慣れない馬車と、リオーネ、アリサの姿がある。

　ふたりは馬車から降りて、中に向かって何か言っているようだ。

「誰だ？」

　あんな馬車を持っている知り合いなんて、いただろうか。

　オレが疑問に思っていると、セイゼルがリオーネたちと合流する。

　そして、馬車の中から――

「カイル!?」

　そう、馬車から降りてきたのはカイルだった。

　ここから旅立ったときと同じ服で、門の前に立っている。

　カイルは家の方を眺めた後、馬車から降りてくる誰かに手を貸した。

「ディレフィティアだって？　いや、あの服装ってことはディラーダか」

　女戦士風の佇たたずまいだが、間違いなくディレフィティアだった。

　あの日、彼女の剣はカイルの魔法に耐えきれなくて粉々になってしまったから、腰に細い剣を差している。

　それにしても、ずいぶんアリサと仲良さそうにしているな。まるで姉妹みたいだ。

　まあ、それはいい。でも、ひとつわからないのは、急にカイルが戻ってきた理由だ。ディラーダがいるから、勝手に戻ってきたわけじゃないのはわかる。でもなぁ。

「いったいどうしたんだ？　もう、ここに戻ってくる必要なんてないだろうに……」

　オレは不思議に思いながら、窓を開ける。

　そして、近くを歩いていた一羽の鶏を呼びつけると、その背中に乗った。ルシファーじゃないから空を飛ぶことはできないが、足は速い。

「よし、進め！」

　軽く腹を蹴飛ばすと、鶏は勢いよく走り出す。

　正門まで、三〇秒ほどだった。

「カイル！」

「ロッキュ！」

　オレが呼ぶと、カイルはすぐに笑顔で答えてくれた。

　そして、鶏ごとオレを抱え上げ、視線を合わせてくれる。

「どうしたんだよ、里帰りなんて聞いてないぞ」

「それが……」

「私が頼んだのよ」

　ディラーダが横から口を挟む。

「ファルティア様のお墓参りをしたいってね」

「墓参りだけでいいのか？」

　オレは暗に、カイルの母親を故郷に連れて帰るつもりかと尋ねた。

　だが、ディラーダは頭を振る。

「ファルティア様の嫌疑はすべて晴れているけど、ファルティア様ご自身が望まないと思うわ。あの方は私以上に、自由で気ままな人だったから、こういうところで眠っているのが一番幸せだと思う」

　そう言って、ディラーダは牧場とその周囲の風景を眺める。

「カイルにも聞いたのよ。ここがどんなに素晴らしい場所かって。だから、お父様とも相談して、いっそこの辺りを公爵家の領地にしてあげようかって言ったんだけど……」

　おいおい、領土とか領地ってのはオレにはよくわからないが、親戚の子供に小遣いをやるのとはわけが違うだろう。

　そんな風に気軽にやっていいのかよ。オレがそんな風に心配していると、それを察したらしいカイルが笑った。

「それは断ったよ。僕がどこの誰かだったとしても、ここに帰ってくるときはただのカイルでいたいから」

　そいつはよかった。

　いや、まあ、オレとしてはその領地だかなんだかになってもいいんだけどな。やっぱりなんか、よくない気がするんだ。小遣いだって多過ぎたら毒になる。

「まあ、この辺りは直轄領だから、王家に連なるカイルのものにするのは難しくはないわ。あんまり儲けが出る土地でもないから、他の貴族から表立って文句は出ないだろうし」

　失礼なことを言われたが、事実は事実として受け止めるか。

　実際、この土地は王国に属していても、それを感じるのは毎年の税金だけだったからな。それも、たいした金額じゃない。険しい場所で、ほそぼそと営んでいる牧場から巻き上げられる税金なんて、たいしたものじゃない。

「まあ、そういうわけで、ただのお墓参りに来たのよ。たまにはカイルを帰してあげないと、リオーネに城が襲撃されかねないし」

「いや、リオーネならそんなことしないよ。ねえリオーネ」

「…………」

　カイルが笑顔でリオーネに問うと、リオーネは一瞬で顔を逸らした。

「リオーネ？」

「…………」

　呆然とするカイルと、素っ気ない表情のリオーネ。

　これではディラーダの言葉が真実だと言っているようなものだった。

「リオーネ、そんなことしないよね？」

「いや、こいつならやる。セイゼルはだらしなくなるだけだが、リオーネはやる」

　さすがに城に攻め込んで勝てるとは思えない。

　あの戦いでディラーダの実力はよくわかったし、同じ一族がいる城がそう簡単に落ちるわけがない。

　それに、カイルだっている。

「やめてよリオーネ。他の人に迷惑かかっちゃうよ」

「…………」

　意地でもやらないとは言わないリオーネに、その他の全員が呆れる。

「リオーネさん、子供みたいだよ」

「くっ」

　アリサにそんな風に言われ、初めてリオーネは表情を変えた。

「わたしもお城に連れていってもらったけど、悪い人たちじゃなかったよ？　ちょっと意地悪な人もいたけど、カイルがお話ししたらわかってくれたし」

「ファルティア様譲りの魔力と、精霊に仕込まれた魔法。あと、私とお父様が剣を教えるようになったからね。そこらの貴族では、おいそれと陰口も言えないわ」

「いや、僕は普通にお話ししただけだよ。お母さんのことを聞きたいって言ってさ」

「それが、後ろ暗いことがある連中にとっては一番嫌なことなの。――ファルティア様に関して多少なりと責任がある連中については、その責任を取らせたわ。まあ、責任取れそうな連中はもうほとんど残っていなかったし、罰も強制的な隠居くらいにしたけど」

「ずいぶん優しいじゃないか」

　オレは人間の刑とか罰に詳しくないが、たとえそれが主犯じゃなくても、人殺しを命令したならもっと厳しい罰があるはずだ。

「罰にも耐えられない体だったのよ。命じられるままにファルティア様を襲う依頼を出したはいいけど、ファルティア様を確実に弑しいしたという報告は得られなかった。結果、ファルティア様の報復に怯えて心を病んでしまった。あとは罪悪感とか、単純に自分も同じ目に遭うのではという恐怖ね」

　馬鹿はどこにでもいるもんだな。

　自分が勝手に罪を背負って、その罪に押し潰されるなんて、馬鹿っていうしかない。でも、その馬鹿のせいでカイルは母親を失った。呆れるべきなのか、怒るべきなのか、オレは自分の気持ちがわからなくなった。

　オレは人間を恨んで、亡霊樹みたいになりたくはない。でも、カイルが悲しい思いをしたことに怒りを覚えるし、犯人たちに恨みもある。そんな感情が、オレの中でぐちゃぐちゃになっている気がする。

　オレが複雑な顔をしていたからか、カイルはオレを見て言った。

「――だから、あまり厳しい罰にしないでほしいって頼んだんだ。その人たち、僕のことをお母さんと間違えて謝ってきた。もう、お母さんと僕の見分けもつかない人を罰しても、お母さんは怒るだろうから」

　カイルは悲しいとも、虚しいともいえない表情だった。

　母親の死の真相を知った今、本当なら復讐心に駆られても不思議じゃない。

　でも、カイルは母親が何を望むか考え、結論を出した。オレよりもずっと大人だ。オレは、とても許せそうにない。

「そうか、ならオレはもういいや」

　カイルが、そしてあの女が望まないなら、オレがどうこう口出しすることじゃない。

　これからのカイルが、幸せであるのが一番だ。

「それじゃ、今日は泊まっていくんだよな？」

「うん、そのつもりだよ。アリサはどうする？」

「わたしも泊まる！　前みたいにひと晩中お喋りしよう！」

　アリサがカイルの手を引いて家へと向かう。

「一晩中!?　ちょ、ちょっと待って！　田舎ではそれでもいいかもしれないけど、一族的にちょっとまずいって言うか！　ねえアリサ！　お姉さんと一緒に寝よう!?　ね!?」

　そんなふたりを慌てて追いかけるディラーダ。

　ディラーダのあんな慌てた顔、初めて見たぜ。あいつ、あんな顔もするんだな。

「カイル！　それよりも一緒に風呂に入ろう！　すぐに薪割り終わらせるから！」

「それなら、夕食に使う分も薪の用意をお願いね。これだけいると、たぶん足りなくなるから」

「ああ、任せておけ！」

　そう言って薪割り場に走るセイゼルと、それを呆れたように見送るリオーネ。オレはリオーネの肩に飛び乗り、そっと話しかけた。

「なあ、リオーネ……」
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　あの日、ファルティアと何を話したんだ？　――オレはそう訊こうとして、口を噤つぐんだ。

　カイルを見るリオーネの目が、あの日のファルティアとまったく同じ母親の目だったからだ。

（ま、いいか）

「何？」

　リオーネが振り向く。

　オレは、リオーネに聞こうとした言葉を口の中に戻した。

（なあリオーネ、ファルティアはオレたちの正体に気付いていたのか？　それとも単なる偶然だったのか？）

　ファルティアがどんな気持ちでオレたちの牧場に来たのか、オレはずっと考えていたんだ。

　もしもファルティアに精霊を見る力があったのなら、息子を精霊に託すことで安全を確保しようとしたのかもしれない。

　そうだったとしたら、オレたちはファルティアの期待に応えられたんだろうか。オレたちは、間違っていないだろうか、ファルティアを怒らせたりしていないだろうか。

　オレが人間のことをそこまで気にするのは、きっと最期を看取ったからだ。家事精霊として、自分の家で命を終わらせた存在が安らかであってほしいと思う。それは家事精霊の本質なんだ。

（いや、もうどっちでもいいか）

　ファルティアがここに来たのが必然でも偶然でも、オレたちの関係が変わるわけじゃない。

　オレは頭を振って、言った。

「夕飯、シチューもあるよな？」

「もちろん。だってカイルの大好物だもの」

　リオーネは、そう言って嬉しそうに笑った。久しぶりに息子が里帰りした母親の顔だった。




◇　◇　◇




　オレは今、家のすぐ横にある草地に寝転んでいる。

　周囲にはカイルの他に、人間の姿になった雄の精霊たちもいる。

　どいつもこいつもカイルが帰ってきたと張り切って人間の姿になったものの、雌どもが料理をするから邪魔をするなと叩き出されたんだ。オレも含めてな。

　だから、なんとか持ち出したお茶と菓子を広げて、だらだらしている。

「ぼへー……」

　こうやって空を見上げてぼけっとするのも、久しぶりな気がする。

　カイルがいなくなって、家の中の片付けばかりしていたからだ。

「ロッキュ、菓子を取ってくれ」

　寝転んだ状態で、ルシファーが言ってくる。真っ赤な髪の長身の男で、人間の姿だったらこの牧場で一番背が高いかもしれない。鶏の姿だと小さいから、人間のときは大きくなるようにしていると聞いた。

「いやだね。自分でやれ」

「ちっ」

「ふふふ、はいどうぞ。ルシファーはこのお菓子好きだったよね」

「ああ、よく覚えているな。たいした記憶力だ」

　ルシファーがあまりにも嬉しそうなので、オレはツッコミを入れた。

「鳥頭とは違うんだよ、鳥頭とは」

「お前もたいして頭の大きさは変わらないだろうが」

「へっ、違いない」

　ケンカをしても仕方がないから、オレはルシファーの反論を認めた。事実ではあるからな。

「カイル、王都では困ってないか？　何かあれば、すぐに俺を呼ぶんだぞ。ロッキュから首飾りは受け取ってるんだろう？」

　カイルにまとわりついているセイゼルに、他の精霊どもが呆れたような眼差しを向ける。

　この間の旅のとき、オレが奥の手として持っていった首飾り。それはこの牧場の精霊を呼び出す召喚具だった。

　もしものときに一切の呪文を必要とせず、カイルの安全を確保するためにはあれが一番だった。

　今、その首飾りはカイルの手元にある。

　お守りという形で押しつけたもので、カイルの性格なら最後の最後まで使うことはなさそうだが、オレたちにとっても安心の種だ。

「大丈夫だよセイゼル。みんないい人だから」

「そうか、ならいいんだが……」

「セイゼル、あまりカイルを子供扱いするな。巣立った以上は一人前として扱うのがカイルのためだ」

　そう言ってセイゼルを窘たしなめるのは、ノアだった。

　人間の老人という威厳のある姿で、声も低い。人間だったら恐縮しそうな声で注意されたが、セイゼルはそれでも完全に納得したって感じじゃない。

「ノア、ミシェルはどう？」

「なんともない。捕まっているときも、たいして気にしていなかったらしい。むしろワクワクしていたと言っていた。まったく、子供というのは大人が考える以上に強いな。私も自分の不見識を実感したよ」

　ノアのいう子供の強さは、ミシェルだけの話じゃないとそこにいる精霊たちは全員理解した。

　カイルも同じように、もしくはミシェルとは比べものにならないほどに強いんだ。

　ほとんど知り合いのいない人間の街で、新たな家を作ろうとしている。子供が群れを離れて新たな群れを作るのは動物も同じだ。そう考えれば、人間も間違いなく動物のひとつなんだと思う。

「それならよかった。あんまりこっちに来られないから、気になってたんだ。アリサみたいに遊びに来られたらいいのに」

「そのアリサだけど、王都の学校に通うっていうのは本当なのか？」

　セイゼルの質問は、カイルへのものだ。

　アリサはカイルに会いにいくために何度も王都に行っている間に、そこで勉強したいものを見つけたらしい。

「うん。家畜の勉強をしたいんだって。病気になりにくい方法とか、動物たちが元気に暮らす方法とか、今はいろんなことが研究されてるんだ」

「ほー、人間もいろいろ考えるんだな」

　オレは感心した。ほとんどの人間ってのは動物を道具としてしか見ないと思っていたんだが、そうでもないのか。

「アリサのお父さんは反対してるんだけどね。今回、ディラーダさんが説得するって言ってた」

「そうか。まあ、お隣さんの気持ちはよくわかる。でも、子供のためだからなぁ……くうっ」

　泣きそうなセイゼルを、他の連中が白けた表情で見る。お前はいい加減に子離れしろ。

「ディラーダさんか、僕の家で暮らすようにするって条件で、なんとかするつもりだって聞いたよ」

「ほう」

　アリサは攻めたか。

　ただ、カイルに通用するかは微妙なところだな。

　こいつは一人前になったとはいえ、まだまだ未熟なところがある。つがいを見つけることに関しては、ほとんどひよっこだ。

「ま、どっちにしてもアリサのことは助けてやれよ。あの子はいい子だ。いい子は助けてやらないとな」

「うん。もちろん」

　オレにできるのはこれくらいかな。

　でも、アリサならなんとかするだろう。あの子はあの子で強い。

　今のカイルを作ったのは、オレたちとあの子なんだ。

　カイルにとって唯一の人間の友達。同族の友達。

　ある意味で、あの子だけがカイルの本当の群れの仲間だった。

「そうか、頑張れよ」

　オレはこれからのカイルの将来を考えて、笑った。

「あ！　そうだ！　実は別のお土産があるんだ！」

　そう言ってカイルは家に駆け戻り、しばらくして戻ってきた。

「それは……籠か？」

　ノアがカイルの抱えているものを見て首を傾げる。

　頑丈そうな作りの籠は食パンのような形で、横の面が扉になっている。

「――おい、それ猫用の籠じゃないか」

「っ!!」

　オレの言葉にセイゼルが反応する。猫の姿になろうとしたので、オレはその髪を掴んでやめさせた。お前いま、何しようとしてた？　群れの長としてのプライドはどこにやった？

「これ、実はお母さんが小さい頃に猫を飼うのに使ってたみたいなんだ。でもほら、これってセイゼルもそうだけど、ルシファーとかも入れそうでしょう？　もしも使えそうなら、どっちかの別荘にしてもらってもいいかなって。なんなら、ここに入って遊びに来てもらってもいいし」

　カイルは冗談のつもりで言ったんだと思う。

　人間たちと交わって、そういうことも言えるようになったんだ。

　だが、馬鹿どもは冗談を冗談として受け止めなかった。

「そういうことなら――」

「もらっておこう――」

　セイゼルとルシファーが同時に立ち上がる。そして、視線を交わして同時に戦いの構えをとった。

「おい、群れの長が猫のフリなんてするもんじゃないぞ」

「お前こそ、大空をはばたいてこその鳥が自分から籠に入ろうとするんじゃない」

「いや、あの、ふたりとも……」

　カイルが慌ててふたりを止めようとする。

　しかし、オレはそれを制した。

「もう放っておけよ、カイル。それより、その籠オレにもぴったりじゃないか？」

「あ、確かにそうだね。中に家具とか入れたら、結構快適かも」

「だろう？　だから、そいつはオレにくれよ」

「おいロッキュ！」

　セイゼルの慌てた声を無視しつつ、オレは続ける。

「オレがお前の近くで、お前の新しい家族のことを見守ってやる。家事精霊として、兄貴分としてな。悪くないだろう？」

「うーん、確かにそうかも！」

　カイルはオレの言ったことを想像したのか、楽しそうだ。

　もしも実現したら、きっと楽しいことになるだろう。

「お前はきっと、幸せな家族を作る。オレはそれを見守る。楽しそうだ」

　ここを出て、カイルの子孫をずっと見守るのも悪くない。セイゼルやリオーネの分まで、オレたちの子供の未来を見守るんだ。

　もしもそれが実現できたなら、オレは家事精霊として最高の幸せを手に入れることになる。

「でも、ロッキュの家はこっちだし、向こうに行ったら大変じゃない？」

「それは気の持ちようってやつさ。オレがお前の家族を自分が守るべき存在だと思えたなら、ここと同じようにお前の新しい家もオレの縄張りになるんだ」

　実際、そうやって新しい家に住みつく家事精霊もいる。

　赤ん坊の頃から見守ってきた子供が嫁や婿にいくときにくっついていって、そのまま居つくって寸法だ。

「そっか、そうなったら楽しそうだね」

　カイルが笑う。

「そうだろ？」

　オレも同じように笑う。

　新しい家で、新しい家族を迎えるのは、きっと楽しいだろう。

　ようこそ、我が家へってな。










あとがき




　皆さんこんにちは、田舎出身であるが故に牧場が案外身近にあった白沢です。

　今回は貴種流離譚の流れを汲みつつも、のんびりとした雰囲気を重視したお話でした。

　語り部がやや口の悪い小さな精霊ということで、これまでの作品とは違う雰囲気を楽しんでいただけたかと思います。

　昨今は色々なお仕事の方が動画をアップするようになり、動画サイトで様々な動物たちの姿を見る機会も多くなりましたね。

　私も今回この作品を書くにあたり、色々な動物に触れあった過去の記憶だけではなく、そうした動画からモチベーションを貰いました。たくさんの人がカメラを通して馬の出産を見守ったり、遙か遠くの異国の動物園に設置されたカメラの映像を見たりしているのですから、とても面白い時代になったと思います。

　実際の動物に触りたい欲もありますが、自分が好きな動物は大抵の場合気軽に触ることのできない種類ばかりなので、映像で我慢しています。

　いつかいっぱいお金が手に入ったら、思う存分触れる環境を作りたいものです。




　さて、今回の物語は、主人公カイルの初めての旅と巣立ちを描いたものです。

　同時に、彼を育てた精霊たちにとっての子供離れの物語でもありました。ただカイルの巣立ちの旅は成功しましたが、精霊たちの子供離れは盛大に失敗した様子で、彼らは今後もカイルの里帰りを心待ちにすることでしょう。

　それどころか、ペットに変装してカイルの新しい家に潜り込む可能性も高いです。彼らにとって大事なのはカイルに会うことなので、ペットの姿になることに躊躇いはありません。

　カイルに撫でてもらえるのならば、簡単にお腹を見せることでしょう。

　そういう意味では、カイルと同じ子供であるアリサのほうが大人かもしれませんね。




　ともあれ、犬、猫、牛、馬、羊、山羊、鶏とその他様々な精霊たちとカイルの物語は、あの世界でこれからも続いていくことでしょう。

　私も機会があれば、こちらの世界で動物たちと触れあいたいと思います。




ようやくペットロスからだいぶ回復した　白しら沢さわ戌いぬ亥い










今夜のご注文はどこ？




　世の中にはどうでもいい争いがある。

　オレの目の前で起きている争いなんてその最たるもんだ。

「それでは、今週のカイルのご飯の献立会議を始めるわ」

　リオーネのその宣言に、食堂のテーブルに集まっている精霊どもがそれぞれ返事をする。

　みんな気合十分って感じだが、決めるのはさっきも言った通りカイルのメシのメニューだ。昔カイルが小さかった頃、みんなで話し合ってあいつの献立を決めていた頃の習慣が今も続いている。

「先週は鶏肉だったから、今週はルシファーはオブザーバー参加よ」

「仕方があるまい。まあ、我が鶏舎の卵は毎日使われているからな」

「それを言ったら、うちの牛乳や牛乳から作ったバターやチーズは何だかんだで毎日使われてるわよ」

　精霊鶏のルシファーの得意気な態度に、精霊牛のエリザベスがツッコミを入れる。まあ、鶏舎と牛舎からの食材は何だかんだ使われるから、このふたりはこの会議であんまり積極的に自分たちを売り込もうとはしない。

「では、今週こそ豚肉だな」

「いや、この時期なら鹿肉も悪くない」

「鹿なんて手間が掛かるだろう。それならうちが用意する羊肉でもいい」

「いやいや……」

　そんな感じでいきなり会議は紛糾する。

　ちなみに、ここでいう肉ってのはうちの牧場で作ったもんじゃない。

　一応、うちの牧場でもそういうことはできるんだが、精霊の力が強いせいで普通の肉にならないんだよ。魔法のアイテムとか、そういう感じになっちまう。人間が食べると、体に影響があるくらいだ。魔導師がきっちり処理しないととても人に食わせられるもんじゃない。

　だから、会議で言っている肉は基本的に精霊たちが自分で狩って処理したものか、街まで行って吟味してきたものになる。

「そこまで言うなら、サケでも良かろう。そろそろ近くの川に戻ってくるのではないか？」

　ノアがそういうと、精霊たちが顔を見合わせる。

　確かにそろそろ、近くの川にタイリクサケが戻ってくるころだ。

　こんな山奥までサケが戻ってくるのかって？

　それがこのタイリクサケの面白いところでな。こいつらは海から大陸のど真ん中にある湖や川まで遡上するんだ。というか、大陸の真ん中まで遡上できる奴だけが産卵できるから、淘汰されてそうなった。

　それまでの道中で産卵しても、他の魚に食われるか動物に食われるしかない。大陸の真ん中にある、天敵の居ない湖とか川である程度大きくなってから海に下り、また生まれ故郷に戻ってくるのがコイツらの生態だ。

「――タイリクサケ、か。近場に来る頃がちょうど食べごろだったな」

　セイゼルがちょっと遠くを見ながら言う。

　涎拭けこのどら猫。

　確かにタイリクサケの味はこの時期が最高だけど、今はカイルのメシの話をしてるんだよ。

「罠を使えば味は落ちる。川に入り、一撃で仕留めるのが最高だ」

　ルシファーが頷く。

「そのまま食べても、焼いても、煮ても、干物にしてもいい。高く売れる。カイルの勉強に使う本の代金にもなるだろう」

　ノアが顎に手を当て、考える仕草をする。どれだけ獲ればカイルの教材代になるか計算しているみたいだな。

「それじゃあ、今週はみんなでサケ漁ってことでいいのかしら？」

　エリザベスが笑顔でそういうと、精霊たちは揃って頷いた。

　旬の食材を食べるのが一番健康にいいというのは、全員に共通する認識だ。

　もっとも栄養のある時期にその食材を食べること、それは生き物にとってごく初歩的なことだ。例外は人間とか、ドワーフとかエルフとか、そういう小賢しい連中だけだ。

「カイルはどうする？」

　セイゼルがそういうと、精霊たちは一斉に唸り始める。

　一緒にサケ漁にはいきたいが、カイルが川に落ちたりしたら困る。この時期、川の水流量は多い。だからこそサケたちはこの時期に登ってくるんだが、カイルが落っこちたら一大事間違いなし。

「……アリサの家にお泊まりする日を狙おう」

　セイゼルがそう言うと、精霊たちは無言で頷いた。

　ついでにアリサの家へのお土産にしてもいい。

　オレたちの考えは完全に一致した。普段いがみ合うことの多いオレたちだが、カイルが絡むとこうやって完全な意見の一致なんて出来事が発生する。

　一年に何度かあるだけだけどな。

「それじゃあ、各自準備をすすめてね。漁をする組と確保したサケを処理する組、燻製窯を整備する組、燻煙剤を作る組、いいわね？」

　リオーネがぐるりと精霊たちを見回す。

　精霊たちは一斉に頷いた。

　ついでに窓から家の中の様子を窺っていた動物たちも同時に頷いている。

　もちろん、オレもだ。

「じゃあ、始め！」

　リオーネの号令で、まずは動物たちが駆け出す。

　続いて精霊たちが自分たちの役目に沿って動き出し、漁の責任者であるセイゼルがリオーネとどれくらい確保すればいいか打ち合わせを始める。

　オレか？

　オレはカイルが漁の間に戻ってこないよう、アリサの家で足止めをする係だ。

　理由？　オレが川に落ちたら、そのままサケに食われて終わりだからだよ。
















この物語はフィクションです。
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ようこそ！もふもふ精霊牧場


～精霊と育った少年は、自然を操るチート魔法を使って大冒険にでかけます～【電子限定ＳＳ付き】
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